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此書をば私は*何ょ6も先づ、多牟私と1想的勞苦を共にし來れる弘 
の 間 志 諸 S 捧げる。 此靠今 走 甘 乍ら^ ■世 鏡 n 當 G は、 正 
に諸財の變らざる隐れたる協カと按助とに因るものである。此 ^ は如 
何なる 意味に 於いて も、 私 一個の ものでは なくして* 諸君との 共同の 
所產で あ- ^'我々が己れ^|超えて進まねばならぬ所の我々のーの記念 
標で I 。 著者 




私が本许 5: 紛るに至った所以の大骽は、本边起稿に際しての序言の中にこれ $:' 記した=-見るが如 
き ®. 阈最 近の 取 惜の 下に 於いて 私は、 私の 觀たる 在る がま、 の ヒトラ ー 氏 『マ ィン •ヵンプ J , . ai め 
られず骨拔かれざる眞の獨逸ナチスを-紹介せんと欲したのである。 

私は、 疮せて も 枯れても， H 本の 國家社 # 主 鹿 者， 獨逸 ナチ ス 以前からの 日本の Nationaliia r 
である。 獨逸 ナチ ス が尙ほ 不遇に 在り 四面 嘲罵の 中に 在った- 料に 於いて こそ、 私 乃至 我 * は、 我々 
の信ずる理山ょりして、狂熟を以って彼等を語=彼等を擁_した。が，彼 ^ の旣にその祖阈に號令 
し、世界の脚光を浴びて拆たなる歷史1创0っっある時に、而して我國にも旣にその禮譏者，解述 
者の充滿してゐる時に於いて、殊更に彼等に就いて語ることは、私の寧ろ潔しとせざる所で&る。 
それは、 私に とつて は 一の 苦痛で S へ ある。 

私が 夙に 十 餘年前 = 未だ 我 國に 於いては 獨逸ナ チ スの殆んど問題とされなかった時ょ0，冏志と 
共に『マィン，ヵンプ』を譯出硏究し、これをそのま、埋れしむるに忍びず、その後ニ & も正式に 
その出版を企てつつ、その時に於丸ても尙ほ私の名に於いてこれを川版することを躊路したのも* 



右の心怙に莊づくものであつた"そのニ度目の企鬭の時0如きは>5る大新聞社ょ〇出版すること 
に 定 0、全改譯逐字譯をなし*その最後の原稿&渡した時に、たま-^-獨ソ協定が成立し、平诏内 
M の 蹈 は ゆる 『拔雜 怪奇』 なる. 2:外悄勢の出現の爲に /|1 版中止の已む&きに至つたのであつたが* 
私は述命の我々の努カへの殘酷に苦しみつつも、却つて何か知ら救はれたる氣5へした。そしてそ 
の 後 笑つ て その 企 圖及ぴ 權 利を 放 粢 した。 私が 軍なる ジャ —ナ リストで あつたなら ば、 如 ^ 様に も 
して夙にこれを出版してゐたであらぅ。が、私は萆なるジャーナリストたるを欲しなかつたのだ «0 

が>私は、祖《の设近の祺愔を涔へれば考へる程、雨して我國のドィッ通諸爵なる者のドィッ論 
乃至 ナチ K 解 釋を眼 にすれぱする程、私の觀たる眞のナチス獨逸、私の讀める « のヒトラー『マィ 
ン •ヵンプ 』 5: ，私の同胞に對して傅へるの必耍を痛感しなけれぱならなかつた'如何に愚劣の支 
配す る當 1«: とは言ひ乍ら、斯かる眞赏が斯くも何時までも蔽はれて{几いものであらぅか！私は、 
本文序言の中にも言へるが如く、以前から、坩なる鬮譯紹介とは別個に，私の觀たる忌博なぎヒト 
ラ ー f マ ィン •ヵンプ J = 獨逸 ナチ ス纪 紹介した く 思つ て ゐた 。私は 今や 日本の 品位の 爲 にも、 贤 
に我袍の « にも決して <11) 都合主餞荠のみが：£5るに非ざることを示す爲にも、その必. «- 5: 考へた。 

然るに 運命は 私を して 思 ひ 切つ てこれ を 決行せ しむる の 皮肉な 機 合を 與へた 。私は 昨 皇紀 ニ 千 六 



百年 = 戰卬の 中に も國 を擧げ て 祝賀 光榮の 年、 米 内 ^ 開 =荷 |!! 『皇道』外交の下に於いて、私の我が 
國汉國 K ' s : 最も 禍ひ深 く 誤る ものと 信じて 已まな い 所の 二つの もの" 『古 支那 的皇逍 中 ^ j と 『西 
歐的自由主義』とを攻擊して、阔ら中も當咼の忌諱 5: 得、虮阈の爲に私の最も必路にして般も铬與 
し得ると信ずる所の批判的仕ルを中止するの已むなきに至つた0私はこれを機會に、私の多¥考へ 
てこれ まで ^ し 得な かつた 本 # の 執筆に 着手した 。そして その 一半を ば、 その 少し づ 、成る に 從つ 
て、 私の 同志の 發行 する 雑誌 r 阈際 評論 』 に發 表した。 

私の 此讲 は斯 くの 如くして 生れた もので—。 此辨 は、 私に とつて は-長い間の 私の 獨逸ナ チズ 
ム硏究の1の浈箅でぁると共に、肌國の現狀に對する私の心からなる狩诉 #' である0私は私の此涔 
を ば>世の謂はゆる充ち足りたる人々ゃ諸々の辦大主饺者共に諛んで贳はぅとは思はない0新しき 
時代を望んで、私と同じ樣に贫しく生き*苦しみ*惱んでゐる所の人 ^ に敲まれんことを欲する。 
.而 して 私は 信ずる 此酱は 必らず やさぅ した 新しき 時代の 考察に 役立つ であらぅ ことを！ 

• 昭和 十六 年 十 一月 

石 川 準 十郞 



一 IV — 




題 寄 _ CE 志に 捧ぐ 5 

序 文 C 出版に 除して〕 

第二 分册抄 5 TS .一 

第 四 章大戰 前夜の ドィツ 

一 ウィンを 去りて i ユン ヘンへ 

ニ 誤れる ォ— スト リアとの 同盟 

三對外 政策の 枳本前 极と しての S 家 阈 1^ 生枰の四つの方途 

四國內 拮据 か對外 進出 か …… 一 

五 採る ベ か o し 反 % 政策 

六 誤れる 反英 海外 經濟 進出 政策と その 极因 

C 上下を 蔽ふ甚 しき 諷識 不足 



第五 章大戰 勃 發と戰 線の經 驗 寿 

一 埃 网鬼太 1- の《死 .大戰 勃 發 .セ 

ニ 時代刷斩と托族内山の爲の戰ひ S 

,三 志願 出征 — フラン ダ— 弛 線へ 六 九 

E 死の 雅驗 と！： 内政 治に 對す る不滿 A ' 

五 自 III 主義 • ヤ ルクス 主義に 對する 誤れる 處趟 A 

六榄 力に 依つ て 思想を 倒し 得る か 八 八 

七 不可 粧な りし！ •ルクス 主義の 勝利 九六 

八 誤れる ドィツの 戰爭 立傅丨—戰咿目的の咖其 5 .1 

九 逆效妣 51: 傅の £ —丨 宜傅對 象へ 21 … 

十宣傳態度の不徹底；—宂饨に旣に敗る ース 



第 六 ^ 革命 •敗 戰 •崩壊 

一 敵の寅傅漸次奏功す 



■ ― \J — ■ 




ニ 闻內窮 乏の增 大とそ の 戰線 への 形 雜 

三 ソンムの戰ひと执傷歸還 

四 變り课 てた 祖國 i — 漲る 反 戰氣分 

五 全生茚 -?■ くも ユダャ 人の 支配 下に M -r 

六 再 iff の 出陣と 一九 一七 年の ドィツ' 2： 外 情勢… 
七 D シ T の 崩壊 —— ドィツの敏後 « 緦攻堪準備 
八能粱の勃發 I ドィツ《草命の前に布0—：： 

九總攻 m の央 敗と 社 會 K - 主 m の 有力 化 

十北佛 轉戰迎 却 —— 神 度の 負傷 迓 S 

十一 ft H とな o て 病院に 知る 率 命 

十二 一切 無駄と なりて 政治家た らんと 志す 

pf+ sfl 



第二 分册抄 言 

既刊 3? 1分册は，ヒトラーの人 |1|| 的及び思想的生立ち，その耶なる2 & 3' | 5' ょ=!^1 0' 316& &' 
に《る迄の硏究を主とせるものでぁつたのに對して、本第ニ分册は， »|) 火戰關係 ^ |述解明、前大戰 
に於けるヒトラーの認識*經驗及びドィッの革命*肷戰*崩壞«硏究を以つて主とする。 

鹼 初の 豫定 では、本第ぺ分册は讯四草，笫五傘>笫六章の四窣を以つて梢成し、火戰關係の硏究は 
本册を以つて始ま0且つ終る玷0で&つた。然るに缺後の第七萆『ドィッ崩壊の昭因』は、秘々の都 
合上>これを猫三分册に廻さざるを得なかつた。それは主として私の遲_に栽づくものでぁるが、そ 
れ許 0ではない。兆處には他にも尙ほ，济：十の鸾傲を必耍とするものが在つたが爲でぁる。いづれに 
しても-豫记を艰し得なかつたことは逍憾でぁ0> |« 激諸氏に深くお詫びして瓰く。 

旣 T ' l 妬 一分 册が ， 種々の方面に注目3れ、少からず人々の關心を得て&ることは，私の本 « とする 
所で ぁる。 我々 は 今や 公然の 對 英米戰 に 人 本格的な 近代 戰に 人つ た。 我等の 剣は 忽ちに して 世界 
を驚倒する效见を辑げてゐる。が、戰ひは卑ろこれからでぁる。本宵は道 « の考找にも役立つを料ば 
私の幸茌でぁる。 

昭和 十六 年 十. ニ E ： 著 者* 
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第 四 章大戰 前夜の ドイツ 

一 ウインを 去りて、、、 ユン ヘンへ 
我々 は旣に 2 0110113150;!;;1 5' 1としてのヒトラーの思想的及び人 !||| 的生成 5: 兄た。 

若し 人 あつて > |-マイン.ヵンブ』の硏究に於いて、或ひはョリ稂極的に言へば、へ， 14 «ヒトラー乃 
至 今 ロのドィツといふも0を知る上に，何が先づ设も肝耍かと問ふならば’私は柯等の^£もなく， 
それは 2 « 0- 3150 2. «- 13"としてのヒトラーの思想的及び人問的生成の 11 解通識であると答ふるもので 
ある。 5; 01 5- 1131| ?: 5;- 3115といふものを ^| 去 0 て*今日のヒトラ| |± なく、今日のドイツはない0ド 
イツに 於 S ては この 考へ 方は、 必屮 しも ヒ トラー 乃至 ヒ トラ— 1 搽に始まるものではなく*夙に竹珙 
者フィヒテ，政治家ビスマルク、 «|: 钤速勘家ラツサ|ル、『講塊社钤主龚派-!の名を以つて呼ぱれる 
ヮ グナー 、シュ モラ— 等の ー聯の 社 ^ 政 笕學背 の屮 に* 多 かれ 少かれ 兑ら れ たもので fc る。 然し それ 
はヒ トラ— 1寂に依 0 て始めて定形化され運動化5れたのである。それはドィツの必然的に到達しな 
ければならなかつた道であ〇、近世ドイツ0思想的秘結を成すも0である。而してこれが » 成及び本 



質は、 ヒ トラ— の 2 ビ 0- 目150|亙としてハ思想的及び人 !||1 的生成の中に、換首すれば七のゥィン時代 
に甲-るまでの中に、素朴ではぁるが、蚁も典型的にこれを窺は仆るのでぁる。 

それは*私に槐れば、ただ『マィン.ヵンブ』を棒_することに依つては、幾度その全文を ^ まぅ 
とも*ょく现解5れ得ないものでぁる。それは、その脎史的時代的卄景との關係に於いて、而も同じ 
やぅに民族的社锊的木能乃至精神を以って、これを心 ^ する時に於いてのみ、乃ボ心 ^ する荠に依っ 
てのみ、ョク理解され得るものである。我々の斫究もその點に於いて 71 : ょ 0 充分なものとは肯ひ難い 
であらぅ 。然し 我 // は 可な， 0立ち人つて、ヒトラーの謂はゆるグルンドリツヒ(极本的)にこ ^ を ^ 
た 。我々 の 『マ ィン •ヵンプ』 研究は これを 以つて その 敁も m 要な 枨礎段 階を 終了し、 新たなる 段階 
へと 人る。 彼れ は旣に その ゥィン 時代を 以 って、 1 i は ゆる 3 du % (究極 的) に Nationalsozialist と 成 
って ゐ る。 ただ 彼れ は、 未だ 斯か乙 者と して 公然 その 社 何 的 活 _ の 機 御を 與 へられず、 從っ てまた 
ノ： &. 〇1\:115〇 £!. 已矿305 5: も公 ^ してゐないだけである。然し彼れのこれからの ^ 4!, は -'^ する に この ゥ 
ィン時代までに到逹せるもの、發 !/4 ぁるのみでぁる。卽ち彼れはこれから母國ドィッへ移り、 ||«: 界大 
戰 とい ふ 一大經 驗を經 て、 その 敗 桃 •崩壊の 廢墟の 巾から、 愈々 阈以社 f 7 主義 巡 動の 啟踐に 人る ので 
ぁる。而も彼れはその坳合、そのゥィン時代までに到述した名へをば、その极本に於いて何等變更す 
る 必要は 無かった。 ただ！ 一^細目に於いてこれを袖ふし必耍が有っただけでぁった”胺择第三窜ゥィン 



畤ぐ找,祭(『私のゥィン時 (^ ょ 0- するー般政治的ぷ考察！>の缺後に於ける次の言葉が、ョク道般の關保 
を 語つ てゐ る。 

『ゥィンは 私に とつて は- 奴に、 私の 生涯の ^ も 根本的では あるが 然し また ^ も ^ 難な ^ 校で あつた。 私 
は、妫に尙ほ半ぱチ供にしてこの都市に踏み人り、 ^1 して從默^^なる大人としてこの都市を去つたのであ 
つた。私はこの都で、大は世界践の根抵から小は*の政治的考へ方まで搜た。私は後にこれをばその細^に 
於いて補ふ必耍が有つたが，然しそれは最¥私から_れなかつた。常時の修菜時代の奥の似値をば、私は辦 
ろ 今： 2 にして 始めて 充分 これを 評 愤する ことが 出來ろ ものである。 

私が この 時代に 就いて 比較的 ^ 細に 論じた の も斯か る堪 情に ^ つくもので ある。 签 しこの 時代 こ そは 、 m 
めて小さな集まりから出發して帐か庇ヶ年純つたか經たないかの間に今やー火大衆運動にまで坡戚せんとし 
てゐる 我が 裸の _を 成して ゐ る^!: 題に 枕いて、 私に 辕の货 地籍を 與へ たもの ご あつたの •た。 若し、 
私 1 触 の砮 が、 斯くも f 時代に 運命の— 依つ て、 並びに 私 息の 縈に 依つ て、 舉く 1 
されて ゐな かつたならば 、ユダヤ人 や、 社 會民主 主 袭=ョリ茁確に言へば全マルクス主義や、社符 |«1 姐や" 
其 他に 對する 私の 態度が 今 3如何なる.ものとなつてゐたか.私はこれを知らない。 

成るほ.と肌卿の不幸は、幾千度びでも'貨に幾千度ぴでも、その崩呀の内部腺网に就いて考察を促し得 
0。 が •さぅ した ^ 括なる もの tr 斷じて •かの 徹底 性と 深き 制 察と に 到り 保る ものでは ない Q 斯かる 傲 政 



忭と深き ;|.4 察と巧た ^ 、それ自身多平の戰ひの後に始めてその運命の支削名となつた者にのみ可能とされ 
ろものであるのだ〇』(5ニ，％! 7: 70 

ヒトラーにとってはそのゥイン時代は斯様に笊大な意葙を持っものであったが、ー九ーニ苹#、波 
れはこのゥインを去って—多ギ愤れのドイッ本一:ミュンへンへと移って來たロ一九ニ一苹の莽と霄へ 
ば、 前世界 大戰は 一九 一四¥七；1::丨八门に始まったのであるから>丁度そのニ年前であったゎけであ 
る。 その 顷は殆んど何人も大戰が斯くも間近かに起るとは涔へて旭らず、ヒトラーも全くこれを询期 
して ^ なかつ たやぅ であるが* 彼れ は 岡らず も ！ ヒトラー流に -_> 1へば测り知るべからざる運 ^ の御 
手に 依って —大戰 前夜に ドイッへ 來た ので ある。 若し 彼れ が 佝ほ ゥイン (ォー スト リァ〕 に 留つ てゐ 
たなら ば* 恐らく 大戰に K して ドイッ 軍に 芯 願 出征と いふことも有り得ず-彼れの虫摊とぃふもハは 
モット 異 って ゐたか も 知れな S 。 少く とも 彼れ は" 戰 少 を 戰場 に經驗 する の 機 ^ を 持た 十、 從って ま 
たその敎訓も持たなかったであらぅ。何故かならば、我.々の旣に兑た如く、彼れはハブスブルグ |« 家 
(ォー スト リァ) に關 しては、 その崩壞こそ望んで ^ れ、これが爲に戰ふ鉍持ちは全然持ち合せなかっ 
たからで ある。 彼れ が ミュンヘンに 米た とい ふの も、 その 七 もく の 原 W を 尊ね れば 、ハ ブス ブル グ 
國家に對する僧惡からであったのである。 - 



彼れ が， V S 生 f - スト =- ァ I ? ドィッへ 來た极 本— は ハ •フス ブル ゲ SI する 1 运 
つたことは明らかであるが， 1££ 接的には如 {''1 なる關係乃至都合で而も大戰 |££ 前にこれに來たかは 
『マ t • fv >』 に g して t 麗內 では ft も 明らかで ない。 ゥィン 時代の 1 の 中に、 『一 
九 ◦九 牢から 一九 一. 〇年に»けての間に，私- |=1 身の生活狀態にも饯分の變化があつた。といふの |± 、 
私は 今 £1 何 ひ H として 日々 の •ハン 高ぐ 必要が 無くなつ た® であつ た。 私は 當時 既に 一の 小さ 
な ■蜜び 水 彩 ■として 抛 立して 倒く f なつて ゐ た。』— 5〕 と 曾つ て ゐる點 や、 其 他の？ 
の點 から^ ■へ V 、 直接 gbJ は 恐〜 大し_情 もな く* 竽 るに 祟® 自信 も 次罡 ついて 來 たし’ 

ので あら ぅ。- 彼れ が ミュ ンへ ン U 來て 如何 S ん だかは、 原 翥四章 『i •''へ ン』 B 頭 Q 次 Q 記述 
の中に銳はれる。 

『一し ニ |年の春 .* 私は拔にミユ>1つへ來た。この都をば，私は怜かも旣に數年來その城郭の'=*に <6 ん 
でゐ たか SS く！ i >" ク知？ ゐた 。それは 私 W 报ね て® 製运 .つくも® であつ て.、 講究は-」® トイ ッ超 
術 SS 到— に 指し . K して％ れ たので あつた。 K!r i ン へ ン—は ••トイ ッ K ざる 
為备 つて 宜 い。 否* それだけ— ない •何ょ 04 づ 、立 X ン E ざる 满は、 ドイッ— ら ざる 



矛で 灰る 3 

兎に角、 戰 讪のこの時代は、私の半：涯中、31^幸福にして儿つ最も滿足に充ちた時代であつた0私の随る 
金は 相變 - 1) ず尙ほ少いものであつたが-然し私は當時實に、綰を描かんが爲に中：活してゐたのではなくし 
て、た ^ それに依つて私の屯活を可能ならしむる爲に、ョリ適切に言へば、それに依つて私の阶究をー1 
めんが 11 に、繪を描いてゐたのである。而も砑ほ私は-私の抱くに至つた：1:的〔獨塽合併を始めとする阈 ^ 
#|: 打中：義的諸理恕〕は何時かは必らず達成されるといふ確 ^ を持つてゐた0而してこの確^が ^ つたればこ 
そ •私は 他. の 凡ての = 々の 生活の 細かい 心配を ば、 料 接に . ti つ 平 氣で耐 へ 忍ぶ ことが 出來 たので あつた 0 

それに 加 ふるに 私は、 この 町に 來て fl- み 初めた その殆 んど M 初から、 私の 知つ てゐた 他の いづ パの 町ょり， 
も* 深く この 町に 心の 愛着を 感じた ので あつた 。ドィッの 町！ ゥィンに 較べて 何ん たる 相違で あらぅ！ 
諸人種の混亂せるゥィンの町は、私には、思ひ起すだに不快なものであつた。その上に更に、この地方の言 
集は 私の 元来の それに 極めて 近いと いふ ことがあつ た。 それは 殊に 下 パ ヮ リァ地方を迥つて兑る時に、私の 
抒つての少年時代を思ひ起させろものであつた。その他にも :!1: ハ處には、私の心から敬愛してゐた乃茔敬愛す 
ろに翌つた幾多の辦物があつた。就中：^も私の心を惹付けたものは、.：1:然そのま、のカと ^ ^ な魏術的 5 分 
との ^ くべき結合たる{3廷酿逝場からォデォン座へ、ォクトーバーフエストから給 ^ 航其他にボるあの比類 
なき 線で あつた 。私が 今日、 この 世界に 於け る 他の 何 處の土 地ょりも この 町に 愛范を 持つ 所以は •確かに' 
この 町が 私.： nr 身の 生涯の 發股に 不可分に 結び付いて ゐ ると いふ祺 K にも 在る。 だが •常時 ¥ くも旣 に 私が 其 



|典に表心ょり滿足するの幸福を得たのは、堪ら*この椅くべき'ゥィッテルバッハ城の都が*軍に針览的 
な 理性の みで なく 多感な 心 ^ を も 患 まれて ゐる诸 には 何人に も 及ぼす 所の、 その 不 思 ^ なる 力に 茶 づ くもの 
であつた0』(ご38—§) . 

ナチ ス E が ミュンヘン (南獨 /C ヮリ T 州) に 始まり、 ナチ ス ( M 本部は 今 ロで も你ほ ミュンヘンに 在 
ることは周知の所と思はれるが、以上の如くしてヒトラーは、前大戰の始まれるニ苹前から"、"ュン 
へンに思优することになったのでぁった。彼れはこれを無上の幸福として記してゐるが今门から ^ 
る時、それはドィッにとつてもまた火なる幸祕でぁったと言はねばならないであらっ0雜しこの^^合 
から 今 ：3:の十チス獨逸は始まつたのでぁる。 

ニ 誤れるオーストリアとの |»1 盟 

ミュンへンに來てもヒトラーの硏究心には8{0なかったが、その硏究上の ^ 人の關心斯は今やー ^ 
秘し て對外 政饿 = ドィッ 對外政 m の 問 週でぁった。 『マ ィン •ヵンプ』 讯ー卷全十ニ欢のぅちその屮間 
の約 /1; 窣といふもの：丨詳しく言へば第四窣7ュンへン』、汛五取『世界大戰』、節六苹『戰平宜 
傅 r 讯 七苹！ |^革命』及び站十眾『崩壊の职囚』丨は、乜接 |1]] 接に前 -1|«: 界大戰に關するものでぁる 
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力 そ '/. 屮 駆をたす所の我々が找に兄る肪著 ^ 四 ^: 『？ユンへン』と题する1 ^ の大部分は*贤に £: 
の 對外政 策の 批判に 宛てられて ゐる 0 

1 ヴ すに 於け る セルビア 靠 のす— スト リア 皇 太ぐ 装に 始まれる 前此媒 大戰 が、 そ S 木に 
於いて 和 ！； iKE す る - Btr 人々！； 一 依つ て 多 かれ 少 かれ そ QWW を す る 所で f へ 7财 ほ 一 sq 研 
r p lsi であ o f ' i る-が かの場合ドイツは’少くとも赶接的には’ォーストリアとの问姐との雜现乃 
至關 係に；；：； かれて、® め fi も sf なくして、 戰 孟 人？ 行つ た， 〇 とだけ は’ へ， や 各方 面 か 
ら 明らかと なつて 來てゐ る。 これ とても 從來 は必ら ずし も 明らかで なかつ た。 世界は 戰 後久し く、 英 
佛 仰の 戰時產 に從 つて* ドイツ ： a 計 斑 的に ォ _ スト” アを して 1 を 開始せ しめた ものと 信じ 且つ 
Is つて ゐた ので ある。 

ヒ トラ-の 記して ゐる 所に 捣れ ば-常け ドイツは 殆んど 何等の wf なく 、 f ベ— 足 か 
らフ ラ/、 と戰带 へと 入つ て 行つ たので あつた c g 題 g ォ— スト リアとの M 盟 は-元 來ゥイ ルへ ル 
ム 一 - llt 時代に ビスマルクに 依つ て 結成され たもので あつて ：:. 八 七 九 年 y これには 边に冏じくビスマ 
ルク 時代ょ 〇 イタ リ—も 加は つて 居り (一八 八 ニ 年〕、 S ゆる 『三 國同 gj として 一二 十餘 年の 久しき 
1 界 Q 注 EI つた も Q ? つた。 然 I 一 九 一 四|々 i —、 イ す— は 忽ちに し 
て！^ 盟ょり 離反し 遂 iJISVVQ 敵とまで な 0(一 九 一 五 年〕、 ドイツは 足掛 . A 平 S り：^ 後まで 戰つ匕 



が、逑にカ盡きて啁知の如き收戰 ^ 墟を坫るに至つたのである。それといふのも*ヒトラーに诶し 
ば、ドイツ上下を舉げての ^ しき認識.个足-极 ^ に於い.てその方向を誤れる對外政策の結 ||| -;'; であ 0 
た。 彼れ に 橄れば 、ォ— スト リァとの 1..] 盟なる ものが そ もノ 、誤れる もので あつた。 ビスマルク 時代 
に於いてはそれは、フランスの沒餿(ー八七 () -年の竹^^爭に於ける敗戰の復赞〕に對する備へとして怒 
雜も有ったかも知れない。が、其後、ォ|ストリァに於いてもドイツに於いても、银情は甚しく與っ 
て來てゐた。何ょりも先づ、ォ|ストリァは敁 '[ , * 何等のド和ツ人の阈家でもなくなって來てゐた0 
否、 寧ろ、 ドイツ 民族に とつて は 宥 すべから ざる 敵とまで なつて ゐた 。ドイツは それと 依然 同盟を 寺 
紐し、 その 爲に 戰爭に まで 入つ たので ある。 戰带 した こと 自體が 敢 へて 惡か ったと いふので はない。 
ドイツと しても 戰爭は 必須の 情勢に あり、 遲かれ 早 かれ 免れない 所であった 。が、 信ずべ からざる も 
のを M じ、 共に すべから ざる ものと 共に して、 無意義な 戰ひを 戰つた ことが 誤りで あつたと いふので 
ある。ドイツ托族の制 1| 亡滅を計るやぅな國と共に戰って、ドイツは結局何を獲たか！この同盟の 
爲に ォー スト リァ •ドイツ人は 如何に 苦しんだ か！ この 同盟の 持 練の 爲に 、ドイツの 失っ た 外交 上 
の和轉乃至機 ^ は如何に甚大であったか ！ これが爲にドイツは、收れなくても ± い戰ひに收れて了 
つたと いふので ある。 彼れ はこれ に 就いて 先づ 次の 如く 記して ゐ る。 茲にも 彼れ の ハ ブス ブル ゲ神逛 
國次反 對が逍 憾な く琛れ てゐ る。 • 



『私が そ 1 忐柒 以外で 心 せられた も s、 1 で 4 た、 政： E 上 SH 菜 パ 
就中’ 探—— 上 1 もった。 私が この 對 の 盟に關 心 為っ § ったのは， ドイツの— 
12 盟 から 1045 :4 私 '? こ S ドイツ SM1- ば，® に 私 の 才- スト リァ 時代から*— に 
說れ fs 美へ てゐた 然し ゥイン'" では 私には 仰 ほ ■その ドイツ 帝 S.U,」 鎮 が 先 訪ら * でな 力 
った。 常 £■ 私は f も すれば 次の s く考 へよ .-it た。 とい ふよりも ■成は* 次® 如く 考ヘ て以 っ TU らを 
辛うじて 11 して ゐ たと S べき かも 知れない。 S ち* そ 〔*丨 ス IT〕 t ものが 1 に 於 
，て. swli® く：^ っ® し 雄き もので t かは. ベル^で も® らく M に 知っ てゐろ C あらう。 s も-; S. ほ 

多 かれ 少か れ樂 i 山よ-し 1 た.—— 抑へ て •一® 駿—? て— SPI 笮， 

この' 5'則|政 « は 1 1 { に讨つてビスマルクその人に依つて 0) 拉されたものであ〇これを今にし-'突 ^ 8梁する 
ことは - って ゐろ外 S — や® と— させた o , 阅内 S 凡 併 共— ぎ 立たせた りする 恐れ ，もあろ 爲 
に、閱ましからさろものと考へられてゐろの /£ 、と。 

f に ドイツ 12 來 1 V* 殊 1TI 备 i し 互 一」、 その 私の 戈®” てゐ たこと が S もな く 分' 
私 适 い SI った。 私 sf 所！ if っ乞5 汽 たこと 运 •货 零は— 1 七の 間に 
於いて すら* ハプ' < ブル ゲ盖 の逞に 就いて 溢 4 る 所の 無 かった ことで あった。 一般の 人''' は拦 
この 1 ; 1 Is と綠し ニ— れば ドイツの 爲民ち に そ 11 動 さ—. たらう とい 
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ふ妄恕に2:れてゐた。人々は、こ2王國をば尙ほーの1>ィツ〕阈涞と考へ、これを賴ゎ得るものと {.; じて 
ゐた 。ドィツ-： IE 踏に 於け ると H ： じ找に ハ ブス ブルグ 王 阙に 於いても* その 兵力は 何： 内茁を以つて筇へられ以 
るものと考へてゐた。そして次のことを{:兀％」忘れてゐた。 I 第ーに、オ一ス卜リアは枫にドィツ人の阀 
家では なくなつ てゐ 6 とい ふこと、 ^ ニに • M 關の一 :内狀涵は刻ー刻と絡々_膛に，：1:つてゐるといふこと、 
これで あつた。 

私は-姑 時 オ— スト リア 一! 家なる ものを ばノ？ ||!) はゆる「外交當問」ょ0はョ"兑く知つてゐた。「外交」常 
ぬは當時、始んど常に然るが如くメクラにも等しく &- 4的に災 /11 へと落ち込んで行つてゐた。阀災の氣分な 
る ものは ^ は、 斯ぅした h から 與論 として 注ぎ込まれた もの、 發辦に 過ぎな かつた の だ。— •では 「盟邦」， v 
ば、坎に、货金の馈に對するが如くこれを敬歼してゐたのである。人々は、誠禆に於いて缺くろ所をば*愛 
疏に依つて補はんとしたのであつた。犹處で ^ .ー3嘴は、讲にその鈐贸の似姐を狩するものと考へられたので 
ぁった。 

私は旣にゥィンに於いて、常 « 政治家の言說とゥィン新聞の内祥との間に時々相違の现はれてゐるのを从 
て、全身怒りに燃えたのであつた。 /£ が*それでも徇ほゥィンは、少くともそ '.') 外践上では、ーのドィツの 
町であつた。然るにー度ゥィンケ ^ つて、乂はヨリ !}! 確に ^ へばドィツ.ォーストリア〔ドィツ、の主とし 
て屛往するナーストヴア地方の謂ひで、戦後3縮小3れたォーストリア地方を意味す〕を去つて、1:國のス 
ヲ -/ 地方に來るならば、唞態は如何に與つてゐたことか！芄處では：ーー岣：1盟といふ岛尙な全ヤ品が如何に 



比1^1-,0こゐ'かを知ろ |-. は*た ^ プラ一ゲ(チエ -3 ス：1ゲアキア地 ;/ の -?11 都〕の ^ ^^を乎 |1 «4 0さへす 
1ば :11! かつた。これらの新即紙上に於い，は.この「政治家の傲作」に對してた /£ 殘酷なる_笑と侮跋あ 0 
のみでち つた。 勞の ヵイ. セル 左 ひの 恐 上に i の 接吻 てゐる 平和 9 费中 に、 人々 は、 この ^ 
驭がそ の 鉍 やく ニべ ルンゲ /' 北欧神話の . M 族〕 の 理想から 过踐 の现找 に 移さん とすろ U に 終りを ^ げるも 
ので ある ことを、 何 ^ 祕密！ i して n かな かつた。 

然るに それから 數年谈 、遂に 來たれ ろ 瞬 叫 •卽ち 同盟が錢にその興價を發揮すべキ、時に於いて、イダリー 
が 三 四 M から 卺 出して ニ雜签 き 专 にした 許り か、 遂には その 敵とまで なつた 時に •人々 は 如何に 
1 した ことで ぁつたか！ が •そ もく 斯 かる 命 3Q 可能性を* 卽ち イダ？ が 才—ス トリ I 提携して 
戰 ふとい ふ奇 ^ を、例へー分間たりとも敢へて ^ じたといふことは*外交的育目に禍ひされな、者にとつて 
は 何人 〖一 も •全く 不一^な もので しか なかつ たの だ。 才 1 スト リア .Mli 於 V .」 も^-情 造に 2 じこ 
とで あつた。 

才 1 スト リアに 於いては 同盟 思想の は •ハプ K ブルダ 人士と ドイツ人の み老 つた。 ハプス ブルダ 
人士は 打算と 餘谈 なき 必奴 からで あつた。 ドイツ人は 教 意と 政治的 忠 庇 からで あつた。 # 意から とい ふの 
は、 彼 ^ ォー スト リア •ドイツ人 は 三 國 M sa に 依つ て ドイツ 本土に 一 火尜仕 をな し、 これを 强 化し 確乎なら 
しめん ものと 考へ たからで—。 政治的 H 鹿から とい ふのは •普、 この 最初の 考へが 正しくな かつた 許り 
でな く • 1^ 對に彼冷は三國題に依つてドイツを一の ^ 家_に結び付けろことに協カしたことにな0、そ 
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の 爲 に 結：： I ： 削 闷家共に杂热の联に引きず0込まれなければならなかつたからである。が、就中.彼 ^ .=^が 
竹 |-- この 1>>] 盟に依つて堪に益々非ドイツ化の手に唂つたからである。證しハプスブルゲの述中は、その卜イ 
ツとの： 1 盟に依つて、この方而からの千沛は ^ れることが {|\ 來ろと怊じ、啡 ^ また悲しい哉その 5111 りであつ 
たので、 彼 ^ は その M 内に 於いて ドイツ 民族 を漸次拟逐するの政策をば、ョリ極めて邦坫に 11 っ尥險なく遂 
行 する ことが 川采 たので あつた 。利 知の 『答 觊 G 〔第ーニ界から }1 た5狀璐の尨〕に於いてドイツ側から 
一つの 抗言 も ^ も 心配す る必媞 がな かつた 許りでなく* ォー スト リアの ドイツ 段 族. M が、 成る かの 餘 
りにも哗劣槲まるスラヴ化 |-: 對して反對を叫ばんとした蚴合には*逆に：1:忸を振0翳すことに依つてこれを 
pt ちに 沈 默させ る ことが m 來： ので あつた。 

ドイツ 木 土の ド イソ阀 民 肖 龄がハ ブス プル // 政 盼に對して飧說と以糾とを為明してゐた畤に當り*オース 
トリアに於いて：3杏を鼗ってゐたドイツ民族はー掀どぅすれば究かったのか！彼等は反抗すべきであった 
か？若し反抗したならば、全ドイツ人界に、自民族に對する ^ 逆 -^ として刻印を押されねばならなかつた 
ではない か！ 数： C 年 この 方 •正に. 3!以族の 0 に未竹心も槲まれる锻牲を拂つて來た所のォーストリア'ト 
イツ 民族が だ！ 

然し •芳し ハ ブス ブルグ 王妁 の ドイゾ 民族が 遂に！^ される： i 至つ たなら ば •この |>0 驭はー腌如何なる慍 
叫 かあった か？ ドイツに とっての 三 ^ [«•! 盟の 愤讥は、庀に4丨スト ';- アに於けるドイツ八の裕位の維持に 
做つ てゐた のでは ないか？ それとも 人々 は* スラ' ゥ的ハ ブス ブル ゲ帝 W であつ て も你ほ IM1 SI を 保つ ことが 
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出來ろものと"興 1 ' 倍じてゐたのであるか？ 

ォ-ストリア阀内の民板問妞に對するドイッ常屈の外：、乂 » 度並びにその全興論の1なるものは、说味を 
通0趑して寧ろ氣違ひ沙汰であった。人々はこの：1盟に依姒して、し广成_尺の將米と安令とヤこれに托し 
たのであった。 そして 相手 _に於いてこの咄ーの ^ 礎が*計ぷ的に |1. っ榭めて珩过に、年々破びされて |'] く 
の々份_しゾゐたのであつた。斯くして何時かは、ゥイン外交との「契約」は殘っても-货粮のー料の：1盟 
援助と いふ ものは 失 U れろ H が 來な ければ ならない 狀態に 在った。 

イマリ一にあ ？ては琳愦はそもくの始めから：1樣0あった。 

艽 し ドイッに 於いて 人々 が 多少で も 叫瞭に 狀 史を硏 究 -、 民族 心理を 攻究して ゐたな らば、 ローマ の キリ 
ナ丨ルとウインの莒城とが北ハ：！の戰線 |.- 立つなどといふことは、 ： 瞬と 雖 X られな いこと であつ た 0 
若しイタ .'; 丨に於いて政府が、その人挝の托熱的 »: 佾惡するハププ、>ルゲ_家の爲に-唯厂 :: 人のイタリー 
人で も 戰： |に取へて立たせょぅとしたならば、それょ0前に逸7くイタりーはー個の喷火山となったであら 
ぅ。 私は、 イ ダリ ー 人の ォー スト リア 阀家に 對 して 「抱懐」 せろ 底知れぬ 拊您並びに激しい感情的輕塊が丨 
ウインに於いて1柯ならず燃え上つたのを兑た。ハブス"ルゲ家が數 | 4 } 年に亙つてイダリー人の自山と蚴立 
'夕妨げた峁は*イタリー人の忘れんとしても忘れることの川來ないほど大なるものであったのだ。而もこ 
れ V •忘れん とすろ 总志は イダ リ-阈 以 にも 政府に も 毛 ^ #. かつた ので ある" それ故に また'.-々 リー にと って 
は丨ォーストりアに接して屯きるにはニつの'?能 11: しかなかつた。卽ち、 | ( 1] 盟するか戰 1> すろかであろ。 
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イタリ--は前者を選ぶことに依つて、落付いて後者を準備すろことが出來たのだ。』(ァ.§丨系〕 , 

SS •トイ 1 は ■政治的に も $ 的 にも， 限 知の 如く ゥイルヘルム 二世を 中心とする ユング 

ル s If ぁ り、— 帝 ss 政に 近い も Q でぁつ た。 彼れ は 二十 幾歲 して m 位に®® 
(一八 八 八 年〕 W IC •じ ゾ 'マルクは ゥイルへ ルムニ 1||: の 0| 1»: 後間もなくその-ニ卜 ^ の宰相の地位を退 

すられて 堂 した i £ 英明 S 聞 f 物 I つたが、 波れ 乃. 1 ど 1 くも 馬 
要 政策を ^: V ゐ たか？ ヒト？ に 拽“ば それは、 そ ©粜 に 於いて N 家 つて ゐ | 
たからで— とい ふ。 斯 くして 彼れ は 次に： トイ ツ對 外政老 ¥1 たるべき ドイツ 袋 2 維 S —15 
至 1 s ™ つ e 方法に s i v i し 、 I ドイツは その いづれ を f S 学. へき I つた か— じ 
てゐ る。 が' 我々 はこれ を ば尙ほ 後に 兄る ことにし* ■ハォ 1 スト リァとの M 盟に就 レて 妓 後に 彼 

れ sjt つて t 所を：^ やぅ。 彼れ は、 後に 晉 方法 及び® 時 ドイツ s 望. H つた 對外 a 
策に 就いた 論じた 後* 再び この 盟の 問題に 1 して 次® 如く 言つ てゐ る。 

『 ..：.. ビスマルクの 如 文物に して 始めて 斯 か备莩 段 も 許された の で— が、 然ら ざる 一切の 凡 はな 
後機者達には到 |» 許される-->とではなかつた。 而も 殊に： ヒス マルクの 叫努极木前提たりし額件ヵ执に 



存 is しなくな つた 時に 於いてを— 0 蓋し.. ヒス マルクの 場合は. ォ— スト リアは 你ほ 一の ドイツ— 
t 截す ことが 出来た。 ful 法が— 採 s される に 至？ からは* こ C 1 は— に 依？ 統治 さ 
れる 一の 混亂肽 と 化して 了つ たの •た。 

才- スト リアとの— は、 K に、 _i 上から しても 全く 栗な もので あつた。 人々 は. ドイツ 帝 ばと 
境を 按 して 新しい K ラヴ 强势 生ずる § を i する ことにな つた。 而し てこの 新 5. ゥ强闕 は •晚 かれ 平 か 
れ •'トイ ツ .して 例へ ば！！； N ア に対するとは 全く 別な— を以 つて 臨んで f ことは 必定であ つた。 その 

I には また' 才 IK トリ ア误に 於け る Ms — sf 一 II ツ层 がその 努— ひ、 その 

E 愈 的 鳥 か 11 UI . 11 々題 f 年 i 霊 f て— 

弱な ものと なつて 行かざる を 得な かつた 0 

M に 世 sfwli 於いて ドイツと 才 - K ト リアと si は •全く イタ リ —と才 A ト リアと® i に 等 
しい 辟な 段 ^ に 人つ て 來てゐ た。 

この 場 介に 於いて 4 かに 二つの 可能性し かな かつた。® ち. ハ ブス ブル グ通 との—— つか、 そし 
と 4 の 1 族 1 對 して 抗 |起さ なければ ならな かつた。 が、 若し. 一度び f した 杭— ま 
しき 藍に 5 たなら ば、 その 結果は 先づ大 Kifs せねば ならな かつた。 

lllsh 盟 CS 姐は 心理的に 見ても 些細な もので あつた 。何故ならば、 一つの i の强 1 る ものは. その 
I の = 的が— も S 、— に— れ 、ばされ る ほど. それだけ 多く 減少す るからで ある。 これに 反 




ナ 卜. 豸く 掏な 寸る 力ら である。 こ K に ^ 



して-つの hi 脱は •常 ^ ^ ^ 脱 瞷がその [.0 盟 |-: 依つてー定の具體的な找睃的=的の達成を期付することが |)} 
來れば川來るほど*それ /.: け益''、强同なものとなろ。凡ゆる場合に於いて然るが如くこの場合」於いても* 
强味は 防衛 側に 在らず して 攻职側 に 在る。 

このことは旣にその常時種々の方‘1から鉍識されてゐたが*悲しい哉"た ^ |^ はゆる「當 ^ -^ 」だけはこ 
れを 認めな かつた。 慕 大蠢本 藍 務€_ 大佐たり し ル-デ >* ドルフは 殊に ニ 九 ニー 年 •越 白窜提 
m して この 弱 ;:;. を 指摘した ので あつた。 然し これに 對 して 「爲政 者」 の 側からは •勿論、 何 ^ の偾姐 t 意 ^ 
も 認められな かつた。 恰か も， 明確な 理性なる ものは 結 ^ 唯だ齊通の人問にのみ^^に發現されるものであ 
つて*ー度び「外交家」といふものになろと、それが极本的に驵止されるかの如くである。 

世界大戰がー九ー四年ォーストリアを經て勃發し、その爲にハプスブルゲ人士も共に瞇はなければならな 
かつた ことは、 ドイツに とつて は 赏に 一の 幸福で あつた。 若し それが 逆で あつたなら ば* ドイツは 讽 立して 
ゐた であらう。 若し 戰爭が ドイツから 始まつ たなら ば* ハ ブス ブルグ 网家は 決して この戰 ^ に 參加 する こと 
が ⑴來ず 、また .H らも 參加 する ことを 欲しな かつた であらう。 而 して、 人々 が イタ リーに 就いて あれほど ま 
でに 非 維した 事柄は、 旣 に それょり 前に ォ ー スト リアに 現れた であらう。 少く とも 革命から 國家を 救ふ爲 
に、 才 1 スト リアは、 戰驴と 間 時に、 「中立」 に脔 つたで あらう。 ォ— スト リアの スラ ゲ民族 は •ドイツに 
加勢する位なら、寧ろー九ー叫年にォーストリア王阈を叩き壊したであらう。』 9 §丨】§ 
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-. 然ろに，このドナウ王咪との [..1 脱が ^ らしたる危險と ^ _とが如何に大なるものであつたかをぱ、 ^ 卟 
掙めて小ノ姒の者しかこれを埋解することが |!'. 來なかつた。 

第ーに、ォーストリアはこの關朽せろ阀家逝俺ゲ相蛾せんと考へてゐた所の敵を餘0にも多.持つてゐた 
ので，時の經つにつれて ^ 方面にドィッに對して成る拊惡の念を屯せざろを以なかつた。蓋し*それらの敵 
は、矜方而の期待し熱诏する :-11 1の瓦觯を阯止する览因は、全くドィッに在0と ) 1 1 たからでぁる。入々は 
ウィン は唯たべルリゾを辻叫してのみ結淪に到達するものと信じてゐたのだ。 

第ニに、それと共に實にドィッは似 -# の几っ ^ も ^ 込みぁろ ^1 脱可能件を失つたのでぁった。然り、血し 
て その代りに 口 シア 及び ィタ リーともさへ益々大なる對立狀態に陷つたのでぁつた。それにも拘はらずロー 
マに 於いては ー繫 意向は 極めて 親獨的 I つて、 す スト" アに對 しては i の ィ ダリ— 入の 一人まで も 
心に ^ 感を 抱き、 ^ 々 それが 高く 燃え—- りさへ したのと、 好 俩の對 照を なして ゐた …… 。 

^ 後に、第三に、この同盟はドィッにとつで次の如き现山から个く無限の危險を包賊するものでなけ -^ ば 
ならなかつた。それといふのは，ビ/、マルク帝 ^ に辦. *« ト敵對してゐた.ジ强 ^ は ^ ^-に ^ .し、ォ ス 
リアと いふ 11 盟 网を檢牲にして甯强になるの兑込みタ與へることに依0、 |>»1 時でも意に多 ^ り ^ 求を ^ 购 
的に動 11 すろことが出来たことである0』( ^ 目丨|〕 



三對外 政策の 松 本 前 松と しての 國家幽 议生存 の 
rl つの 方途 

ォー乂トリァとれ [«-1 盟に對するヒトラーの汊對に就いては以上の如くである。人々は、『マィン.ヵ 
ンプ』は戰後卽ちドィッが1戰崩壊を兑るに玉つた後に捋かれたものであるが故に、ヒトラーも斯か 
る 反對發 を 持ち 且つ 說く宗 つた も S と 堂 かも 知 & い。 焚 中には、 何％ も あれ、 初めは々 一 
いに 赞成し 率先 主張 さへ 1てゐながら*後にそれがゥマク行かないとなると、如何にも向分は觖初ヵ IV 
ら 反？： であつ たかの 如く^^ しく 反 W する 背が 少 くないので ある。 が、 ヒ トラ— は 斯か运 とは 从 
初から少からヤ與つてゐた櫟である。彼れは、旣に我々の认た如く趴にォーストリァ時代からすース 
トリすとの |><] 盟に反對であつた許り 0 なく、ミユンへンに來たるや、彼れの凋阅に頻りにこれをカ說 
强 調して ゐた とい ふ。 

然らば攸れは、常時ドィッは如何なる對外政策を榨るぺきであつたといふのであらぅか？ 

叱 そ、 5214 川や財政は ^ ^ ^ 尺の爲に # /|-: するものであつて、 ^ {米阀尺が讲備や財政ハ 1 ^ に存^-广る 
もり -0 はないと、 |..-] じく一阔 1^ の對外矽策なるものは該阈 1^ の生 # 確保の爲に ^ 在するものであり* 



その® す含 I する 运 ょ' 一汔 W も s I I る 3 的 器 IQ 大方 針が ぁつ 

て そ 5 上に むはれ る も.； でなければ なら gc それ f iy 然 たる 『 W 威發 描』 や 『世 ^. 平和 』 SQ 
對外— も s ' |に は， VQ 成— へ 為 へられ— もの f ァテ 無くして け S ぐ 
に备し VQI る 。 と 益-根 木に 於い— の K 的 12 方途 I れる 対外政策は， その 

S 乃. ASQS 窆 I * て' 器 Sts らんと 1 丨 •蒙れ nfn つ 

れは i れ ない r トラ— 益れば、 f ィッ；^ — 4 51®— とい ふ ti れる 政策 
を 15 BL 、 味方— しれ 商まで も 敵に 蝴 し-遂に 收§_坎5 るに ボ つたと いふの も、 S する 
に そ S 本に 於 S てこ の一:代 生存 確 保の 大方 針を 誤つ てゐ たこと に. 乃 fQ 徹 政を 映いて ゐ たこ 
とに CW す f S — る。 f ッは f 約 九 ト萬も Q 人 nQSS てゐ たが、 こ 父 盟に対 
應 して トィ ッ^^ 力 X ..* れ恕 しかれ そ Q | 记水 排 持す る ロには、 ヒト -1 袖し f 、 次の 
四つ 1 が— 21 つた。 而 して 另 sef も 2 S , S 1 忐 るの みな 
らず多 - S れ 4 ノかハ 農！；！ 人々！；！ 依つ て提 g : された 所 5 カ笔 ぁつた。 

(一.)淹兒を制限し人 11 過剩を防北するの方法5 
(ニ.) 闷内植 以を行ひ極度に阈土牧益を計るのカ法0 
(三)新たに :1: 地を獲得丨，：：：給自；：七を計るの方法0 
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(四〕商 :|: 泼を盛んにしその « «; に «< ^ するの方法。 

右 Q 四途 のぅち、 前 S ニ 背は 消極的な ものと 3 ふこと が 川來 、後®： 方は 访極 的な も ハと'^ ふこと 
が 出 セる。 而し てこ S 四 S 必ずしも そ Q 1 者 S みが 撰ばれ i ばなら ない とい ふ SS ものでは な く 
して、そ 0 ニ济乃 3? 參成ひは場合に依つてはそ£部怎探叫も溥へられないことはない0拜き凡 
tf f i そして 篇 f 何 f SS し 暴 s ^- s ^ — 政府 Qftr 少く とも 
產兒 MQ 方 f 除く SIS しく 樂 1 らぅ。 が、 斯か I 方邊 求— ものは、 

血；、 られ たる H 此の 闲ヵ 5 下に 於いては、 その いづれ も 中へ 苹端な ものに なり 私い のれなら す 性 際 一 
に 於い ys に S する も C が ぁり' 多くの 場 八晶議 は ゆる 『ニ 兎を 追 ふて 一— 抱ヤ』 の 1 に以 
£ る 。それ 故 に' 假 。に 友 二者 乃 1 者— かれ 少 かれ 韓に繁 する にしても、 その いづれ に^' 一 
點—く かが结 されねば なら 中-それに 依つ 為 外 S も 必然に 興つ て sn 例へ ば、 ソラ. て 流 
に 鹿： K 制限运 ？ 人 = 過！^ 防止し、 從米 5 生^:！^ ん じて U 4 合には 5 ■に；： pSs ： な - sS を 
外 政 f 敢 つ」 i と v +、 f なる W と 费：を 持し* f 他 W 运 2 持— 物 ない— 
にすれば足0るで * らぅ。が、然ら中して、例へば*新たに ^ =^5れれるパ九を獲5^し=^來の -'/- 1 
g 爲にも そ 5 生# € 確保を サ っんと する 《には、 先づ そ® 何處枭 む. へ*'^ が^^ 公 y やそ 0 
他 Q 幾多 SE 1 はに 於いて 決 纪 されねば なら 十. これに 相應 した 松 械的對 外 政策 力， H はれなければ なら 



ぬ。 例へ ば玆に ヒ トラ— の 問 题 とする ^ ドィツの 坳八 || に於いて、嫩方に新たなる :|: 地を求め：1シァと 
術突せざるを以ない埸八 |1 に於いては-ィギリスと親许を計0これと冋盟を結び、反對に海外に進川を 
求め ィギリスを 敵と せざる を 得な 5坳へ || に於いては-ロ：ンに_ルしこれと結ぶといふ風にである0 
これが對外政货なのであつて、その如何にするかは；1記の阈以的生存確保の枳如方針から割り出さる 
べき ものな ので ある。 對外 政策の 延 •松た る賊噴 また 然 o である。 ヒ トラ— は 先 づォー スト リァとの ^ 
盟問題から說いて次の如く語つてゐる。. 

『殊に ォ |ストリアとロシー，との關係が益々ーの叩 -!^ 的對立にまで阽るに屯つてからといふものは、ドィ 
ッの ォー ，、トリ パとの 冏盟政策は無意哝であつたと共にまた苊險であつた。 

この 場 ft のォ— スト リァとの ：1:驭たろも (/) は、正に*人きな 1|{ しいー议した姐想を企く缺い」ゐたことを 
立^すろ所の典冽的な例でんつた" 

!骶 (''1 ん の 爲に f.ti 盟 ヤ結んだのであろか？それは馊に、ドィッ帝阙の將米をば-その讽 -*/; の增八：：に孤り 
で 守 o 似ろ ょ o も •ヨリ ^ く 守 0付んが爲でなければならなかつた。ところが、このドィツ帝2の跻來とい 
ふことは：トィゲ民族の生存の柯能蚀ケ-確保するといふ間妞に他ならなかつた。 

從リて 間 ^ は /.0 次の如くでなければならなかつた。ドィッ ^ 垃は*その见透し ^ られる近キ、將來に於い 
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て、如何にしてその生存を計るべきであるか？而して现在のョーロッパのー攸勢カ關係のドに於いて、如 

何にしてこの阈民的發肢にその必嬰な苽礎及ぴ必要な安企忱ヶ與へることが出來るか1 

ドィッ 政治の 封 外 政策 活動の 諸 前提を 明瞭に 考察す る 時、 人々 は 必然的に 次の 如き 考へに 到達し なければ 
ならな かつた。 

卽ち、ドィッの人ロは年々殆んど九十 ^ 近くも增加する0この新たなろ國民の讲勢を芬ふの5難は、年と 
扎に益々枬大せざるを ! , .} ない。その凯餓贫闳化の危險>>べ/にして豫め ^ 止するの手段と1とを址出すに非 
ざ れ ば、 他：：： 結：！ 破：！ に' £らざろを以ないといふこと*これである。 

而して斯かる恐るべき將來の發陂に對趑するには、次の四っの途があった。 

一、 ソラ ン スの .^ に做って、產兒の堺加を人0的に制限し、以って人ロ過剩を防止するの方法が衬り仍 

た。』 cs . 1S 

『一 r 第二の 方法は* 今 H でも 幾度と なく 提唱され 推 稱され てゐる 所の 方法であって、 阈内 M 民 これで あ 
ろ 0』 rs . 1 43 

『：： 一、 能く 新たなる 土地を 搜得 して、 數冉 萬の 過剩 人口を これに 年々 送り出し 得る ^ にし、 以って 岛 紛の 
范礎の 卜に屮存を維持して行くか又は、 



— 23 — 



1 T エ架と商*とに依つて外 |.^ =-:盅迆を充足し，その；3 .1'. 金'で2 ^ の : , |=. 坫を*へる£5に十るか，そ0い 
づれ かで ある OJ 9 _1ン1〕 

ヒ トラー は 右の 四方法のぅち、その 3'; --: の方法、卽ち新たなる土地を 5« 得して、 |!;! 則として-2:給白 
«. を計るの方法を梂るものである。然るにゥィルへルムニ世治下の.トィッは，梅汴發埏熱に )7- かされ 
て，第四の方法卽ちエ業及び商業の报興に汰つて經濟的に州外特に沲外に迆出するの方法を榨0>依 
然ォ|ストリァとの同盟も ^ けてゐた。而してその43にィギリスその他とも « 突することになつた* 
とい ふので ある。 

四國 內拮擗 か對 外迆 H か 

一一: 對外政 策が 摊 つて 以つて 立つべき 所の 一阈以 生存 瞄保 の极木 方笕 として、 (一) 砟 M 制限の 方 
法と «1'| ひ，(ニ〕賊内植民の方法と謂ひ、01;〕| ;|'. 獲得の方法と|1ひ、<:§;) « 姑依存の -;; 法と 
11 ?ひ、その主張そのものは別に珍らしいものではなく、寧ろ世に有〇ふれたも0である。が、その是 
とし 非と する 理 (11 に玉つては，人々に依つて必ら十しも同1ではない0ヒトラーは>前にも111へるが 
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如く-ドィツの 採るべき 根本 方饿 としては ^ - ニの 新たに 土地を 求む るの 方法を 虫 張し、 他の :: 一 者を ば 
非なる も 》乃至不充分なるものとしてこれを排し，その 31 地ょ 0 常時のドィツ 5: 批評してゐるのであ 

るが* 其 處 に |± ナチォナル/ツィァリストとしての彼れの徹底した對外政策思想 それ有るが£3に 

搌敢 に 戰ひ fj る 所の I が 示されて ゐる。 

彼れ は 先づ 笫一の方法卽ち砟兒制限に依つて國内人ロを制限し以つて一记の阈尺的生仆を排持する 
の方法をば、これを非なるものとして棑してゐる。然しそれは世に打りふれた『人逍主蓰』などの ;|$ 
へ 方からで はな ^ 。彼れに據れぱ斯かる方法なるもハは’その數は上の問頭は啊らく別とするも、 !^) 
邡的 に 却つ て 後强な る ^ の张 竹を妨げ、劣弱なる各を强ひて生存せしむるの結见を來たし*結 ;4 該_ 
讨 の资！ 5を 低下せ しむる ものである。 而 して斯 かる ^ は，自然の窓志—彼れに據ればこれ |± また火 
の意志，神«意志と间じものであるが， I に 仅するものであ〇>結 /.0 該阈^の虫存を危ぅからしむる 
ものである。 何故ならば， 自然 = '大=神は人_#に於いてもそ0後强なるもの乃柬«.以なるもの、生 
# を望んで诏0，結 ;.3 斯かるものをして站後の ^ 利者たらしむるからで & るといふ。これは彼れに一 
•« せる涔へ方であつて、彼れの#ふ货枚中：莪とは嫩宽ずるにこの趑味に他ならぬものであ0、そ》言 
ふ强きもの乃ゼ良きもの、槪念の '|' には，逍德的に勝れたるもの、 £ 味も含まれて拔0、取に 83 乃乃 
韦智カの勝れたるものを鈦味するものではないが、 /1 々射敵に砍つて問 11 とされて來た所の !|-: =すべ 
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き ^ へ 方で ある。 卽ち 彼れ は 次の 如く說 いて ゐ る。 

『一、フランスの例に做つて、脔兒の咐加を人爲的に制限し、以つて人ロ過剩を防止するの方法が打り 

似た。 

. h ^ i '4 らも 非常の 災厄の 時 若しくは 氣候關係の恕しくして 11. つ土地收拽の少き時には、矢啦り、|定の地 
方乃至棰族の人ロの咐加を制限すろを常とする。これは確かに好明な方法であると共にまた假借なき方法た 
ろも の 1 る。 C ： 然は— 能力 そのものを ば 妨げない が、 その 旣に 生れて f 為定 存を 止める の 1 る。 
卽ち 。然は彼等を極めて凼難なる試練と缺乏とに曝し’以つてその比較的弱き^健康ならざる ^ をば凡て 
强制 的に S 永：^ 不可 装 Qf ! i 練らし むる Q で t 。 が、 その 紫 生# 以た 
ものは •幾度 もの 試練 か 純て 剛健と なり •抖び 屯 航を较 け m るに 至り、 期く して また 根本的 淘汰が 新たに 開 
始され伐るに：ャ：る。斯くの如く.：；：然は件人に對して殘酷な處谢をとり、彼等が屯存の ^ に蜞ぇられなくなる 
や否や、敗ちにこれを自分の懐ろに呼び戾すことに依つて、人湩乃至描族そのものを强健ならしめ*これを 
してその於商の成鈸にまで發達せしめろ。 

それ故に この 增 合に 於いては K の 減 小 ノは侗 骶の强 化と なり、 從つ てまた 結：^ 族の 强化 となる 0 

然るに 人間が .Hr ら とする 芡 ；： に 於い y 洁 情は 管。 人間は -M の 木材ょ り 造られた る もの 
ではなくして，謂はゆる「入問」であろ0彼れは企知 "|':| 全能の冷酷な女下；ょ〇もこの唞をョク知つてゐる0波 
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れは科個の存績を制限するょ0も、寧ろ屯殖そのものを制限する。この褂は*笊に咐た迫分. |'| 身のことのみ 
シ ^ へて祯族のことを考へない心にとつては—これと反對の方法ょりもョリ人^^にして且つ妥常なもの、 
樣に考へられる。が、逍料卞ら、ぞの結果たるやまた逆である。 - 
•U 然は 生航を y 山に 委せる が、 然し その 存较 に對して撾めて网雑な ^ 練ヶ-課することに依つてバ過多の個 
體の中 から その 於 碎の米 を 生存の 馈攸あるものとして選び川し*斯くて粒将ボの入を維持してその種族 «: 3 
の扔、老たらしめる。然るに人 |{ , .1 はこれに反して生殖'ば^:限するが、ー 11. 中：れた济をば几て 4!1 .3:なる热 ^ 
を拂っても維持しやうとする。人問は斯うした神尨の修 1|-: を以つて^ |1)1 にして 1|- っ人刖的なろもの、 ^ |-- 名 
へる。 そして、 その點 に 於いても また 自 然に 打ち勝つ た • 门然の及ばざることを說明したとぶぶ。竹際には 
成ろ ほど 確かに その 數は 制限され るが •然し その代りに その 也 存する 芥 例の^^も また 低 ドされ ろ ことを 
ば* 抵物の 父の 可愛い 小 ® 達は いつかな $に兑 やうと も 聞 かう ともしな いので ある。 

盖し*1度ひ屯航そのものが制限され鹿兒の數が減少し始めるや、设も强き满乃至：^も健企なろ片のみを 
也存せしめろ所の肖然の免布關爭に代って、最も虛弱な奔.敁も料弱な溝までも如何なる极拽ヶ拂つても 
「救は う」 とする 0 明の 欲轺が 現れて 來る 。と共に その 禍根は 子孫にまで 移し 傅へ られ 、その .H 然反ぴ .：z 然 
总 し 心を 战蛻す る ことが ^ ければ 長い ほど、 その子 孫の 狀態は 益々 悲慘な ものと ならざる を 得な くな ち。 

その 結 ^ は ^ ！ i、 斯かる 民族は 他 ：=結局この批界からその存在を鉍はれることになる。何故ならば-入間 
は成ろほと！時は永劫の存在总志の法則に反することも出來るが、然しその酬ひは眈かれ¥かれ到來すろか 
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らである。强い拙族はいづれは弱い柯族を駚逐すろ。訟し、生存の 1:3 の已むに已まれぬ必嬰は、結問に於い 
て 常に、 各. H の？ ^はゆ厶人泣などといふもの上切の笑ふべき桂枯を破碎して—代ふるに舀然の人逍を現れ 
しめ、 必然的に 弱？ 表を 絕咸 して 强 さ表 に その 席を ^ らしむ るからで ある。 

それ故に、人ロ塒加の.！1!:已制限に依つてドィッ國災にその生存を保陣せんとすろ ^ は、取0も ^ さずドィ 
ッ阀民 ょりその 將來を 海 ふ もので あろ。』 ( S •一 441145 ) 

次に、 ®; ニの ^ 内 植 K* ? nere 1 < 01 §| 0 * 11)の方法に就いては、彼れは、これを不充分にして而も 
誤られ 钻き ものと して棑 して ゐる 。國内 桢 1^ 乃电_内拓骱といふのは、耍するに、從來の自 « の範幽 
|^ に於いて新たなる十：地の開發、耕作民の移住を ,11- 0、そして土地牧益を增火せんとするものである 
が、ヒトラーに據れば、斯かる方法なるものは，；2づからー定の限度が ^ するのみならず、國：^をして 
稍々 も すれば 赛縮衰 亡の 危險に 陷し いれるものである0この地球上に觖平開發利用すぺき土地の存し 
な い時に於いては、それもまた已むを得ない。が、然らずして、他方には尨大な未開拓土地が朴し、 
而もそれが一部少數國民に依つて別にこれぞといふ芷常な理山も無しに ,'| 有されてゐる時に於いて、 
その扶養人：：多く有能にして勤勉なる國以が斯かる方法に白らの巡命を託すといふことは’自然の意 
志、 天の 意志、 神の 意志に も 反する ものである。 自然 = 天 = 神は 何等の. 『政治的 境界』 を も 知らな 
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い C 彼 1丈この出.の土地が ^ も苻效に開發されることを ^ んで陆り、常に七の敁も冇妒に_發利川す 
る托 にこれ を與 へんと 欲して ゐる ものである、 とい ふので ある。 この 思想を 同 内に 適片 する 時は 旣 
に ナチ K が ドィツに 於 s て 實隨 して— が 如く、 當然少 S 主运る 大志 所有の 如き— f れる 
ことにな り、 謂は ゆる 私有 M 制度の 多 かれ 少かれ 否認と なる ので あるが •この 考へ方 S る 時に 始 
めて また 外に 對し .て も 盎に斷 乎と して 新たなる 土地を 要求す る ことが 川來 、而も それが 翼の 嬰 求 
たり 褥 る ものである。 これ 以上の 說明 U 引 ⑴文 に讓 るが、 其 ^ には 革命的 社# 主* 的 ナチ ォナ リスト 

として QfINIQSInl 靈 如と して t と罡 、證 ゆる 大地 域 主 着地 接 的 1 まで i なく 

示されて ゐる 0 

『ニ、 第二の 方法は 八 /^でも幾度となく提以され推稱されてゐる所の方法であつて、阈内祕民これであ 
る 〇 それは 普 多くの 人々 に 依つ て i されて t 所の 提案た る もので— が、 然し その 多くの 場介ま た 常 
に 曲解され て 25 り* その 爲に 凡そ 人々 の 考へ以 る絕大 な够 游を來 たして ゐる ものである。 

疑 ひもな く 土地の 收籠 力は 一定の 限界までは これ 高める ことが 出 米る。 然し それは 一定の 限界 まて ^ 
あつて •無限に 沾め 得る ものでは な i。 •即ち 我々 は、 或ろ 一定の 間は 我國十 地の^^ を 商め る ニと に矿 'て 
肌 蛾の 通ひ拽 しに、 我が ドイツ^^の 咐 加に 臘 ずる ことが m 來ろ 。然し これに 對し マー 方には、 生活 上の 諸 
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要求は 1 : ? に人ロ数ょ0もョリ ^ 速に咐加するといふ :^ ^ か存在する。衣食住に關す 0 人出の ^ 求は年ー年と 
咐べ すろ ので あつて、 例へ ば 今：：： と 丙： 4 も 前の 我々 の； ^先€欲求とは於：；卜到庇比較にならないものであろ0 
從つて、生產の桫 >)|1 する鉍に人ロ增加の印提が作られると考へるのは誤0である。”、この考へは跗に成る 
程度まで妥常であるに過ぎない。何故ならば、少くとも七地の詼加坍中：齑物の1部は、人ロの咐火せろ欲求 
の充 511 に内けられるからである。而もー方に於ける胫大の师約と他方に於けろ你度の不校の勤勉 /.» 以つてし 
ても仍巧その場合史に’土地由膛に依つて^つから劃されろ限界が來ろであらぅの凡ゆろ勤勉にも拘はら 
ず • M ¥ - h 地から ョリ 多くを ^ 出す る ことが ||\ 來な くな ろ。 斯くて 或る 一 ^ の 期 問 U 延引され て も、 遂には 
洱 ハ 災 M が 現れて 米る。 飢硪 (1 初めは 先づ 時々、 S 作な どの 起る 場合に、 巩び起 つて 來る。 rfli して それは ^ 

民 數の说 と共に 癸 M 控 器る 徑な 0 、遂には 評な. (人犖 誤 $老 す 場合の 外は •培 その 
現れ ざろ は fs 沒に .1。 斯くて 遂には、 大釋の 場 介で も帑髮 は充 たされず して、— が tu 
崁の永 久的 # 促と なろ の 時代が 到 來す る。 玆に於 いて- |:| 然は#び救接の手を伸べて、彼れに依つて牌び代さ 
れ. .ゐ乙 者の 間に ^ に 淘汰を 行は なければ ならな くな ろ。 成 ひは 人間は 抖び， はらを救け 0 。換 ^ 十れば、人 
間は人ロ拊加の人爲的阢止を行ふ。然しその結泶は、人妞乃*ヤ 81 族に對して名芬ならぬ影潑を及ぼすことは 
旣に述 ベた 如くで ある。 

人々はこの場合次の如くも抗識し得るであらぅ0 —— 斯かろ將來はどつちみち何時かは企人鉛の卯に立ち 
現れる ので あつて、 從 つて いづれ の阈 民と して か 常 然その 災 111 から 免れ 得る ものでは ない、 と。 
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この 抗讲 は、 一見 文句な しに 压し いかの 如く 思 はれろ 。然し、 その 場合、 仍ほ 次の ことが— K なけれ 
ばなら ない。 

確かに <火淫| 1 f 麓に 李れば、 ksl が 培 人口の 溢！ i 應 ずる こと dM となる 結 
果 、人口の 咐加を 抑制す へく 科び. M の 蜜に 委せる か、 成 ひは 川 來れぜ 裁 〔t 制 S に 依つ てー 但 
し其時には勿論今ロょりもョリ正しい方快で — 必 ^ な均衡を樹てろを於谈なく-こ^^/:ょブぅタ：丨 ^ ジ 
場合！ 2はそれは、凡ての民族に適 «] されろことである。然6に现 ^ では、この 1»: 界に肖じに必处な十地を確 
求す る だけの 充分な 力と 强さ とを 打し ない 補 族の みが， 斯 かろ W 窮に取 か ハで ゐ ろので あろ。 と、 ス びは 

惡 には 決して 志餐 に 非ず、 こ Qg *_h !i 造洁谅 め 5 火な 選に 著 屯が 辑利 m さゎ. て」 

布して f 部ら その §一 扣满を 待つ てゐ るので あろ。 從で '次の こと も 亦 犯しい。 郎ち この 未開 妬の 十 地，； 一 
る ものは 、 .N 然 そのものに 依？ vf ー罢 乃 m 秘 族に 對 して S 將來 の！ 地と して 與へ られ たもの 
ではなく して、 これ 基 学る の 力 者し これを E 拓す ろ舄驽 兵へ た馐 S に 存窄る 志で あろと' 

いふ こと、 これで あつ。 

•H 然は M 沒 政治的 境界なる， ものを 知らない。 S 然 U 諸 生物を 光つ この 地球上に^^ せしめ その U “んノ 
の— g すろ。 斯くて • I と 働 勉に 於いて f 似れ た老 が、 n 然 €公4 す 拿と し 1 を 
與へ られ るの だ。 

セの 農 族が この 地上に 益々 鹿 大な地 f 舞すべく 奶 めて ゐる 時に 當 つて •一 曾が 执內哲 に 自らを 



制 |1; すろならば、その««は猫餘の^民が尙ほ未だ絶えず人ロ增加を梭けてゐる時に、旣に早くも.：=已制 8>1 
を行はなけれ.はならなくなるであらぅ。將來さぅした場合が必ずや起つて來る。而もそれは，ー阈 « の.：1:由 
にし饵る生作地域が小さければ小5いほ.と>それだけ¥く起つて來る … 0 』 Q . 1 4148 5 

『いづれにしてもこの世界が-將來这 ^ 沏烈掩まる人類の电存聞 ^ に啜されるであらぅこと巧何人も疑 
ひ ?'.; ない。 ^ :2,.:1!|し保存欲のみが永久に勝利する。&已保^^の下に於いては、- .« 呔や 1|5 ' « や；1::惚れた 
■「知つたか扼上の说合の现れたる謂はゆろ人道土義の如きは’隖荞の太隞の下に於けろ淡 ^ の如くに消ぇ 
去つ てし まふ。 人類は 永久の _の中に辟大となり/水久の平和の屮に亡んで行<。 

我々 ドィッ « « にと つては 「阀 SSK :! なろ S ! 語 は> 次の 理 山に 因つ て旣に 禍？ 5 である。 とい ふのは* そ 
れは，安らかな 1)*< |!| 生活の屮にその出存を「換俗」すろことの ||| 來る.4-和卞袅の精祌に3!應せる手玟を妓觅 
したといふ考へを，我々の問に忽ちにして强めろからである。この理論にして1度ぴ我々の間に « 油=:に受 
け 5¥ れられんか*我々もまた常然權利を # するこの地球上の坳所ハ，_我々に保 ^| せんとするー切の努カは終止 
する。1般ドィッ人が、斯かる方法に依つてその生活及ぴ將來を確保し得ろといふ考へを持ち始めるや否 
や、ドィッ人の生存上の必邸を32$的 1 -- 11 つひたすら效 * 的に*張するー «1 の企_は，終りを许げるであら 
ぅ。 i WJ ' sft に 有 E なる 對外 政策は， 斯かろ 阀 «の抵度では遂行：小 |' 1 能といふべ<*ドィッ民族の將來ー般 
もまた架みなしと兑做さなければならない。 



沏ぅ いふ 結來 S 識の ドに ユダヤ 入が、 先づ 第一に、 斯 かる 故險播 まろ 思想を 我が 卿 民品这 ぇ 付け ザ 
5 として ゐる のは、 決して 偶然では ない …… 。 

次の ことは 如何に 强調 されても a ほ 强 n)M され 足らない。 —— ドィッの 一切の 陳内抓民は、差し常り先づ取 

‘ゲ V と 6 、に、は、 ^: しぐ菸$$&ぎ ^: に€ ^:: ぃ、と、ぃぢ、とふべで¥。 

芳し f が これと 典つ て 行動す るなら ば、 我々 はやが て资 に 我々 の 土地の i に到學 るの みならず •ま 
た我々のカの公後に到達するであらぅ。 

於後に你ほ次のことが確認されればならぬ。 

_ 内 植民に 依る 一定の 小 造への 器、 並ぴ运 破の 制鬯 依つ て 起ろ M 様の 露璧 は、 裘 S をし 

て その： 水 事 政策 上 袪 しく •小利な 吠 態に 陷ら しむる ことで ある 0 

- S 民の^ i 地 城の 廣大 は、 それだけで 旣に その 网 民の 對 外的 安 $」络 字る 一の 重大な 助 素を 成す。 一 
の自 出に使 )!1 し得る地域が大なれば大なるほど*その阈民の白然的保譏もまたそれだけ大である。蓋 
し-小さな 1 され.； 通努贸 に 對 する 1 的決沒 、何ん とい つても 比較的 迅速に、 同時に また 比 絞 的 

袞 、殊 Li 比較 装 效 、比較的 棄衿 はれ 踅 。营に 篾の奕 な鋈 に罕ろ ■的 決沒 正に その 

逆で あ る。 從 つて W 家 領域 0 廣大は その 中に 你 に、 輕卒 な_ に對 して 或る 程度の 保護を 具へ て ゐるこ 
とになる。といふのは、この埸合に ^ -^ はた /* 長期に亙る « 雛な戰關の後にのみ達し ^ られ從つてまた 
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令： く 特别> 理 山の 存 しない 限り， 讓跑 な與擊 は餘 りに も危險 に 犯 はれる からで ある 〇 それ 故‘ • N 十‘- 货 
大そネ .丨 ものリには旣にそれたけで以って’- ^ 民のり山 ^ び规立を比較的^::^に維持するのーの浓礎が：-か 
I*H し て /.*; 0*これに 14 して1;土の狹小は直ちに ^ 略を誘过することに々るのである0』 9, .148^§〕 

ヒトラーは、 .^ « 制跟及び^2:植尺のニ方法をば以上の如く批；％し否 ^ し去つた後に、敁後に、こ 
の に？ る ズルジ ョァ的 ドィッ W 梓 wf nj の相泛 就いて .次の 如 41 って ゐる。 一 股！： 节歧 
もこ <1 に /11. 對してゐたが、然しその观 ||| が«しく異つてゐたといふ。 

『咐加する人ロと大さの變らぬ上地との問に均游を求むろ前述のこつの^^:^ドィッの ^ ゆる幻梓 ^ 中 

管に 於いて— 奈？ 费： された も？ 念 た。 が •彼繁 斯— I」 川た 诸 は、 教上 —观 山と 
は 勿 I って ゐ た。 g ち彼淫 何ょ 04 づ、 f 種の 鐘 的 感情から i 制限に 對 して i の 1 に 出た 
のであった。また彼 -^ は抄 [^ 植.^にも愤激反對したのであつたが、それは彼等がこれを以って大上地所衬に 
•k する ものと 考へ •結： 2 私有 wi 辟に 對 する 一般的 ■の 露を •す ものと 見た からで あった。 特に 1 
の 救济案 =_ 内 植民 案の 提唱され た 形式ょ りして 〔註〕、 彼等は また将 功に 斯かろ ii w を 正當 となし 得た の 
であつ た。』 (S. 150 151〕 

【玆】 阈內祕 K : 案は 氺と して 社 待 民 ulg ; 派に 依って 描 案され て 居た の である 0 
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五採るべかりし反露也ガ迆 ||| 政策 

前述の cl ) 魔兒制 K の 方法と C ニ〕 國内桢 尺の方法とは，共、に闽內的に問題の解決を水むるもの 
であって、ー阈尺の生¥確保方 « としては消極政策とも謂はるべきものであるが、このニ方法にして 
共に非なりとすれば、错枨的に外に向って活路を求むるの外はたい。卽ち(三)_外に(仉し近くに 
地核き に〕 新 九なる :!: 地を 求む るか， それとも ( w ) w 外との 商 :！*. 龙 货 易に 依# する かで ある。 

ゥィルへ ル ム :: 世 指 搿下の葙'トィッが外に向ってその沽路を求めたことは.その限りに於いては 1(-: _ 
しかった。 が > ヒトラーに拽れば、鹆ドィッはその坳合.个明にして且っ不幸にも、その對外逝出ハ方 30 
^1 七 »5!; ったのであった。ドィッ |+ / /(- に ! | '] って « ^ に依る雄烺の方笕にではなく、端的に新たな :|-. 地 & 
求むるの方策に、換言すれぱ访四の方策にではたく.讯_ニの方策に出づべきであった。而もその新た 
なる :|: 地の 5« 得は、速くァフ=-ヵ ^ の海外にではなく，近くョ丨 0 ッパ大險に除裱きに求めらるべき 
であっ た。 斯 くし. て 始めて 'トィッは安企にして .[1 っ健全な關采た0 « 、その將米 5: 保陣され抖るも« 
であった。然るに铒ドィッは>常時ハ海外熱及び海外竝卞に浮かされて*足.許のョーロッパ火降を忘 
れ、反對に海外 5? 妫及び海外桢 ^ , ; カ策を近求してゐたのであった0ヒトラ！ |_ 據れば、前に述べたォ 
1ストリァとの同盟と柑に、これが舊ドィツのそも/、の |!«: 0で & .った。 
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.卜、このニつの方途の中でョリ正しいのは無 ,^ 前者であつた。 

溢れ出る 人口を 植民す る爲の 新しい 土地の ■は、 料に 馨ょり 森 米を 蒸に 代く 時に •令て 多くの 

農を— も i る。 Isf し VSI 幾—— す— 響、 観 こ— 

く 舉るも f I いも— る。 淺— 1®—, I に ■ 1' 1 i との 

刖の 不 健全なる M 係の 赁に 外なら ない-中小 農民の 確乎たる 存在は 凡ゆる 時 k " て骞 '■八 F , 
對 する—— でぁ つた。 それは また 授 ，一党を して 一 經濟 の 内部— の 中に" 
1 m さしむ— 一の 方法で も—。 それに 依つ て 商 XI その. 1 ろ— 的 地位 か .bp 
て， 一 si 的な—— 及び 均— 濟の 一般 埘内 £ 人され る。 と 典に • I 及び— 帑皆 >« l 3 i 
の— で s なくして •そ eg 成 手 f |ので|。垔.後凡ゆる領城妄つて晨の1と|とを 

の 均衡を ひたすら £ つ ことに f , 全 WR の扶寒 多 かれ 少 かれ 外® から® 立せ しめ •斯くて® 家の _ H " と 
の f 丨 特 lif 時 し v 丨 す— と— 成す るの だ。 

斯 かろ 土地— t ものは そ もく** メ T 乂 ァ了ヵ SK ィ ッ置 地〕 などに！ を 

見 g れるも S ではなく して， 今日に 於いては 艰らョ~ ロッ •ハに 於いての み费 S 结 る もので ぁろ。 それ 
故に、 我々 は、- JC 地上に 於いて 1 •か 他の 1 ょりも 五十 倍 もの 多く® 土地— へられる とい •遂 
な r 」 とは、 斷 じ—— —3 ない とい— に， 1 つ 1 立—— い。-—— 

•技— 培て 灸 e 麗 S 赏 から 1 ベ笔 は-^。 二の 農が 泛 凡て运 して 斗贫 
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拽 V 7 を 與へ てゐる ものであるなら ば、 我等の 生活に 必处な る 土地が 常然我 ^ に與へられて然るべきなのだ。 

人々 は 無論 快く オィ それとは 斯かる ことを 許さないで あらぅ 。が、 その 時には、 HPJ 保存、 權利が そ ci 
カ姦 する。 而 して 手段が 犯 .4: された ものを ば、^. が 引兮 けなければ ならない。” し 我等の 虮 光が 災ま 
っ丫、今！1!兑るが如き平和主 ^ 的迷发に依存してその諸々の決 ^ をなしてゐたならば、我等は今0結 ^ ^ 在 
の 我が ^ 土の ^ かに！ 二分の 一し か冇 して ^ なかった 0 あらぅ0然る時には、ドィッ阈災は最¥ョーロッパに 
於いて 兎や角と ロを 利く だけの 力 も 有しな かつた であらぅ 。然 0、ドィッ帝鬭の刚艰部邊境とそれに依ろ災 
が W •笼 び 货 黯：樊 なることの 內 部的强 味とは* この 自己の 存在 e 爲 の 蒸の 學 たろ 攀に n ふ も 

ので もっ て、 これ ^ つたが 爲に 我々 は 今日 あるを ^ てゐる •ので ある。 
更に別の现山からもこの解決浓は常然とさるべキ1のであった。 

今 ^多くのョーロッパ諸 ^ は、逆 ^^ に立てるビラミットの如きものである。彼等のョ~ロッパに於ける馘 
冇地は、その_民地や外阈贸易等の爾餘の抟物に較\、て 01 芡しいほど小さい0これハ*稱し \ 尖端はョ丨 |» 
ッハに、蓝底は汆 |||: 界にといふことが {|1 來る。ァメリヵ八：：衆 ^ は浙 ^ ^^您とは與ってゐる。卽ち、<::衆幽 
•はをの悠睃を你ほ. |-| 已の大阼に有してゐ气ただ尖端を以って似餘の世热と摈觸してゐろに過 ? ない0ァメ 
y 力 合 衆 N の 未 付 有の 大な 5円 部 的 力 も •ョー ロッパの多くの植民地所有諸 ^ の弱さも、贲に斯かろ亦情か 
ら來 たる ものである。 

ィギリスと維も決してこれが反踫にはならない0といふのは、人々は餘りにも輕々に琪に大英帝呦のみを 
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姑て •アン ゲ •；！ サクソン M 界 そのものを 忘れて ゐ ろので ある。 ィ f 地位は •アメリヵへ：： 衆 M と 言 I 
び文化を同じくしてゐることに依つて、旣に ¥ ら瑚餘のヨ|ロッパ諸幽との比較にならぬほど强固なものと 
なり 得て ゐ るので ある 0 

それ故に ドィッに とつて は、 健 f る 土地 政— 行の 唯. の i 、 ただ ョ i ッ パロ® に 新たなる 土地を 
搜饵するに在つた。諸他の桢民地はョーロッパ人の極めて大撤的な移坟には妲しないと思はれるものがあ 
り、 從つて 如上の：：：： 的には 役立ち 得ない もので t 。 のみならず、 斯 かる 镗地城 〔ョ丨 ロッパ 外郎ち の 保 
外植说地〕も、十九 -||»: 紀に於いでは公 ¥ 平和手段に依つては權5 ||1 來なくなつてゐたのである。從つゾ斯か 
ろ 饺政饿 もまた、 ただ W 難なる 槊に 依つ ての み轉 され f もので あつた。 而 して、 さぅ で— なら 
ば、 ョ ーロッ •ハ 外の 領土々 ^ ろ 爲に峨 ふょりは* 寧ろ 故 鄉たろ ョ丨 ロッパ 大陴に 阀 土を 雄る 以に戰 ふ ''. きで 
あり、 その 方が 含 理的な もので あつたの だ 0 

斯くの 如 ^ 決斷 は、 その坳 合. 勿論 徹底的な 拾 身の 態度を 必獎と 十る。 中途半端な 手段 や^ ^ し 乍 らて 
は •斯 かる 任務に 赴く ことは m 來る ものでは なく、 これが 逖 ? T はた. た M 後の エネ ルギ ー まで も 傾けて 始めて 
的 能な も q であつ た。 從 つで その場合には： トィ ッ帝贼 の 全 政治的 指導 もまた •この 唯一の H 的に 歸 一され 
なければならなかジた。斷じて、この任務とその條件との認識に依る以外には、他の考吡に依つてはー少も 
g かるべき ではな かつた。 OQn 的 ただ^^ 依つ ての み 達成し 保る ことを、 明瞭 &識 しなければ なら 
なかつなそして靜か一^落付いて’武カ ^ 勁に裔^しなければならなかつたのである。』 ^ .^^^) 
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そ も/、 の 根本 思想 及び 方向を 誤つ てゐた 爲に 、その はすこと行ること凡てが屮途半端にして、 « に 
フラノ、 し-その ィギリスとの 提携の 機 付 もまた 失つ て 了つ たので あつた。 そして ひたすら 戰爭を 避 
け やぅと しつ、* 遂に )^ 知の 如き 火 戰に朵 0上げ、训知の如き結见に陷つて了ったのであった。 

こ 0 ヒトラ|乃.セヒトラ ー ー ^ の 『‘ \ =". ニ‘ .3 ハ1^ 0- な扣§ズ11521011ユ(ィ -¥ リスと提 & してロシァへ)』 
の ^ へは、私に ^ れば、その极木に於ぃて今=に於ぃても何等 ^ 0! されてゐなぃと考へられるもので 
あるが。 成る ほど ドイツは 八， ロィギリスと戰ってゐるが"それは、彼 ^ がその现想の實现の爲に、そ 
の途上に於ぃて、その時の取惝已むなく採れる一の過程 0 ぁり、世界の祕 ^ はこれを以って終るもの 
ごはなぃことは注愆さるべきでぁらぅ。彼れは^般の關係に就ぃて次の如く記してゐる0 



『それ故に 同盟 關係を ば 凡て苏 らおの ^ 點から 吟味し、 その 效 111 に從っ てこれ を 評 偾す べきで あった。 ョ 
1ロッパに於いて土地を瓰んとすれば、これは大腊に於いてただロシアの犧牲に於いてのみ行はれ得た。而 
して そ の坳介には、新ドィッ帝阙もまた昔の飢合駱|の适を步み、メィッの劍を以ってドィッの鋤鍬に土塊 
を與へ、以つてその网^に 0 々の糊を與へなければならなかった。 

ところで 斯かる 政策の 爲に提 携 すべき 阈は 、ョー rj ッパ では 常 然ただ 一阈 しか 無かった。 それは 郎 +> ィギ 
リスで あつた。 
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當時イギリスとは斯かる耻引が充分行はれ得たのであ3た。イザリス外交は侬に好明にして"反對給付なし 

には如何なろ給仗も期待されないことを*充分心锊てゐたのであつた。 

ドイツ 對外 政策が 若し^: にして • 1九〇叫 苹の H 本の 役割 ？ジァ4の戦爭〕を引受けてゐたと ^ {止せ 
んか、それに伖つて搜られたドイツの成功は、測り知るべからざるものが布つたであらぅ0 

恐らく 其 處には 「 - lll : w 戰钟」 も 何等 生し なかつ たで あらぅ 0 

一九 0 N 31- に 於け る 血は、 一九 一 1:年から1九；八年に &: ろ血を十沾も節約してゐたであらぅ0 

而して ドイツは 今 3: 11»: 界に如3:なる地位を占めてゐたことであつたか0』( 7) .1/^丨155〕 

『然るに 人々 は： |:等さぅした方法に出なかつたのた。人々は何ょ0,,?光づ賊&を恐れたのであつた。而も 
その 結汜は 遂に、 €不利な時期に戰 ^ を餘依なくされたのである。 

人々はその運命から逃れやぅとして*結 « その述命に逍ひ付かれたのであつた。入々は世界个利の維れを 
夢み つ、、 秕界 大硪に 梁り 上げた ので あつた。 

拽にこれが、何故に人々がドイツの將來の形成といふ铋三の途を瑙も考へなかつたかの从も飛大な跸中で 
あつた。人々は*新しい土の掖得はただ谢方に於いてのみ達せられることを知つて居り、而してそれには 
较求 の 必要な こ. とも 認めて 居り 尔ら、 而も你ほ如何なろ似格ヶ拂つても个和を維拎しやぅとしたのであつ 
た。 されば こそ ドイツ 對外玫 策 0 捻 1 i は 风」"凡ゆる方法を以つてドイツ阀災を維持するといふにあらずし 
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マ . St K '手® を 4 つても 世聚 和を 維 W 4. ると いふ ことにな つて ゐ たの だ。 而 して それが 如 W なる I 來 
に陷つたかは ^ 知の如くでぁる0』 9 : 5* 3 

六 誤れる K 英沲外 純 濟進出 政策と その极 凶 

ドに打 * を？ »| * 5 れ中、外に發诞を水めて、 (/|) も， ['| 己の大吒内砌に新たなる土地を求めないと卞れ 
气その對外發沾は沲外に ^ けられるの外はたく’而も植以地分制の旣に乂游-終了せる時に於いて 
は， 主として® SWS 会 S 5 な s , ts 地は， vs 2 て ±r f rvs — として 
扔ニ次的 '11: 迆性を冇するに過ぎない=と !1: 、に-所かる海外への迆川の玛八 1| に於いては、これを防 ^ す 
べき— な裘ヵ if する。 ゥイルヘルム： 扯 1 下の’ イッは J トラ— 垢れ •は、 この 说 

後 S 為. =、 裳 大戰 Q 始—费 に そ q f 歩ん 艺汔 でぁつ た。 

これは ヒ トラ— S れぱ 也に 誤れる も 碑し いも の でぁつ たが-然し それなら ば それで そのへ 公， jg ミ 
す. きて} つた- この 泣を 追求す る 時に 於いては-必然的に イギリスとの 衝突を 免れず、 迎 かれ 平 か 
れ夂 赘 r 福を 免れない も <7> でぁつた0從つてその埸合に於いては*常然11|!|另|&*— 
( D シァ と 提拽 して イギリスへ〕』 の對汴 政策を採るべきで&つた0而してそれは充分4能なことでぁ 
つ' たる！ SAMS ' S ドイッ 爲政者 ュ ヶ i 佳 それを も爲 S ず、 B シァを 敵と した 上に イギリスを も 



敵と し" 而も ィギリスから -N 戰を 突き付けられた 時には、 — 戰史 の 傅へ てゐる V に據れ ば— 今〜 
S 外な こと、 して 『Z 木 然 』としたのである0これは、今次戰 ^ に於けるナチス*ドィッ'は全く 5- 跛 
勺な もの 0あつて-、今次戰 ^ に當つてナチス'トィッがそのィギリスとの衝突.小可避と兑るや、堝、 
の 如く ロシァと 協 f -給 んで戰 '^ に臨んだ (/) は、全くこ (7) 『マィン.ヵンブ』に說いてゐるマンァ 
と提携してィギリスへ』の政觉を適叫したものである。彼れは次の如く甘つてゐる。 

『斯 くして 第 四の 可能性が 殘 される に S た。 —— H 菜と 世界篡 、蒂 力と 镗 地* これで ある。 

斯 かる 藍は 確かに、 何ょりも 先づ 、比較的 贫豆 2 やかに 籠 さ'^ た。'^ 地の^^ 拓 S 合に 
於いては、往々にして數世紀にも亙る拔漫な行程を必嬰とする。_その坳合に於いては、早急の發拽が相 
.手ではなくて、 漸次の 然し 根本的 永 級 的な 成長が 相手で あつて、 其處に また 該行 程の 强味 も— ので I。 
f に エ菜的 1 はこれ と 趣 さを 興に し、 比較的 少い年 パの 興 运大 される ことが 出 米* それは 還なる 糊 
ょりも寧ろ；；：紛球に似てゐる。また ^- 隊は、极氣强き闕中を以つで農阅を绕奴し、ニれに農以を^^するょ 
o 气 勿論 •ヨリ 速やかに 謹され 得る。 然し 霞は また ■ょ o もヨ” 速やか」 破 皆れ 妈る。 

W も尙 ほ： トイ ッが この 第 I ： の 方法を 採つ た 3 K " に 於いては、 人々 は少 くと も* その ■もまた 他 具'^ 
戰 货こ书：るべきことを明瞭 |"- 認識しなければならなかつた。愛想ょく胳勉な態度や平和的氣分の絕えざる’冰 
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調に f て-人々 Q い と.^ しく =! つ 尤もらしく 說— てた；^ き 志 的 舉」 S やに •©ち 沿 
ゾに訴 へるな 忘必以 なし Li * そ SH 的が 達さ れ るな. ととい ふ-」 とは •全く 〇, 供运 へで しかれ o 料ない 
もので あつた。 

: 々我等が こ ssseif 時に 於いて y * ィギ 1 が 何時かは i ® 敵と ならねば ならな かつた。 ィ 
•キリス 力 後 Li S な 利-宝. 木 忭 y 涅して ••トィ ッの罟 の逍 求，」 結す るの？ h たこと ル. Mg 
すろ S if 丨 そ ci 法く.. g _ u — お：：！ 出度— 车急— つたが ー f と：，. -5 A ば ざ怎 ので 
あつた。 我 Willi 55 した® 當など li 勿論 >逍 憾乍ら 111 來や ，1笛 もなかつ た。 

—ッ ，ク — ^ 政 ^ ヵ唯たィギリスとレ盟してロシアを缺としてのみ逍求され料たなら-ェ-植 ^ 地欠 ® 
及 ひ 3,: i - 赶馨は 逆； 一た た^ S と ■しィ ギリ K を 敵と して 2 考へ S .—' れ たので あつた。 され V この 
1 い T 4 斷にそ S 1 が •1 れ なければ なら 念つ た？ 含. 笊ォ - K S アを mf だけ ；？ I 
やかに 放棄し なければ ならな かつた。 如 f , 方 g か— 核しても ■この 才 it ア との U 
の變ろ頌には全く狂氣の沙汰であつた》 

ri るに 人々 if ィギリスと _ して "シアに 對 する ことを M 等考 .、なか つたと Mir a シアと 提 M して- r 
•キリスに 對する こと 4 も考 .、なかつ た。 それと いふのは. 兩 方® 場合と も 結 W は， M に 1 り、 而も こ 
の— を f が爲に 、 a々 I へた 1 局' Ml 蜜び Hlf ことを 決心した もの I つた か 
.っで—。 人々 は 今や さ’— の 「裂 平和的 」 I を以 つ，' 從來 S 力— 1 锰— べき 方法 
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と考 へたので あつた 0 , たが •殊に イギリス 側から 時々 全く 不 WW な®^ か來 た奸 恐らく 彼' は， ザ ®. **' 'ジ 
採れる 政策に 充分 5— が 無 かつた で— それ故に 彼等は また K— す も 決心した ので*., つ 
こ。 然し それは— o’ vt .<1 擊 して- れ— 破す— ではなく して • SI— 「f f 
贳 の r 平和的」 征服を 籠す る K でもつ た。 されば 證隊の i も、 帝に その 数の 上に 於" ての みたら 
ず、 また 個々 の蛋 の峨 f びに ■のぷ 於いて、 凡ゆる® に 於いて 芳十控 へ— され ■ 幻つて矢癸結 
f の 「平和的」 意 Elf としたので あつた。』 @——1 

f 

ヒト ラ— が 右に.：.：； つて ゐる If 人々』 乃至 『彼等』 とい ふ S . 結 W 嬰す るに 常け の ト イツ r 政^; 
級の ことに 外たら 2 ものであるが， 然 らば 彼等は どぅして 斯 かる 誤れる 政策：. 成は ョ； 你 に.-" へ 
0味4_ 21と し- 而—な こと 許 •0 行つ てね たの： ラ ■'か y •常時 ドイツに 
ょ、 ゥイ レへ t -- 世 SC 信 段く して 馨 s 始まる 久しき 以前ょり 宰相 S 任に あつた フ t •ベ 
1 • t ゲ - ! ノ § I 裳 IW ) I めと して • SSSSI となつ たフォン… 
，ャエ！、、 形 パ 次— となつ たフ f ノ •ヘルトリング、— 次—— つた フ f ノ •マツ クス 鹜 
エラ——. .4. 在が # 在し： 2； に ドイツで 『フ ォン-一と いふのは 贵 族の 印稱 で* この™ 人 の 戰時宰 料 レぅ 
ち 確か 二人 か H 人 かまでは 爱 大公 だ® 伯爵 •た® とい 文 速で あつたが、 いづれ t て も 宰# に汀ぜ 



— 47 




?| ?1 ;! ^ 人逹 ;1 |と！る—|内露|!し_! 

彼— I は 少し 細跑 でも 足らな かつ ^^? ィ i て も 成つ て f 、 
『I なる 人 f I が - 彼 SK じ r, °. t M — — . 彼等 f 

た 裳竹位—は ゆる フ才ン 階級の 所 ■でぁつ たが nlh , ー 舣 1 とは ヵヶ 離れ 
缺 いて ゐた €1 つた。 それ 5んでぁつたか？ *. ^:^3 鞋たものを 

ir%n LI± ?! もので t> 何ん S に— も の で— か V. i'. ィ 

取！ S でもな S 〇 S は，？ — , g . hu . s — が 

的 及 P ま KU 』 ら も 

か 4ダらる ベ 4 ぁり、 戰— 几ょ— 一切の 

t 1 !« I * 



— 4S 



3,,. 彳 1 莱 4 パて その 爲の もの e な 



ければならない。その時に於いて阈家乃至國找は敁も强く且っ的確に戰ひ得る。子供を救はんとする 

母の秫族的本能は彼女をして死にも突迆せしめる。自民族を守らんとする秫族的本能のみが、諸々の 

男十をして枪襖の問にも突迆せしむる。 

然るに 偁 ドィツの 爲政者 途 は、 ヒ トラ ーに 據れ ば、 この ことを どぅしても 理解し なかつ た 0 彼等は 
网民 を激 §してロを開けば*ただ『ヵィザーの爲』とか、『ドィツ取の名樹の爲』とか 『世 ^ 平 利 
の爲』とか、然らずんば精々『ドィツ經濟の爲』とかを叫んでゐた。これは恐るぺきことであった。 
何故ならば、 他の 色々 の 原因と 相俟って、 これが 爲に ドィツ 國 K - は 漸次 その戰总を失って行ったから 
である 。ヒ トラ ーは、前記の第四の方法卽ち商エ業贸场及びこれが爲の植民地主雜の考へ I 經濟に 

依る 『平和的 征服』 の 考へ の极柢 を 成して ゐる 所の 經 濟站ー主我の思想を批判し、これに關聯し 

て ^1 じ窣の中に次の如く言ってゐる。 

『凼家 は、 一定範 阐の 生活 地 城に 於いて 純 濟的 fr : 務を 遂行す る爲 の純濟 的熨約 表 の 集合では なくして、 自 
己の種族の存较と該 @ 族に對して神の被定せる屯存=的の達成とをョリ炱く可能ならしめる爲の*肉雅的精 
神 的に：！ 種の 生命 趙 〔人 問〕 の 共 M 姐 織で ある‘ ' M 家の a 的と な 我とは この 點 にあっ て、 それ 以外の 何も 
のに もない …… o 
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JJ—ilI 1—。 署.— 

5 1 別— 今 i — 「霧」 這—— い a — い毫 uf 

ml れ f 日く、 _|俩 人の 層 力 及— 裳 f れで t :•:. 。 人 f 
h " l.- f .1 贏へ た f i . 11■1 f — 心 if . M く 

??- ない。— ほ迭 •じ 〔 f:ls S に戰は された のらし • 

r lo ? l iI rr 。 而 ！ —if f , * 雲— 屋リた 

In , ィキ リスの— 成は— し. 浮潑 した。 が •それは チ… ト ィソの 

11 いて、 f iil — になつ て— i — も— 

^ハ^1なろ|と建とか.-^に赴かしむる所のカの木垃に就いー.、常時のドィ 
ッグ？ iii '3 る 政治 t ;、 MV 微少 S 知 竿ら 為 t -<— かつた の 'こ。 

" yp ! I p ::_^ 

李る — i と f I ぎ i ッ秀 I のは. §1— し f ‘る Mu 



れ？‘ たろ 凡ゆる 洞 M 意力、 行動 •決 f, 笑せ る 一の 典則 的な 例で あつた。 而し てこれ 后す る 

法训的浈览こそは锭に牝界大戰とその結采であつた。』 9. 1 ^§) 

私はこのヒトラーの敍述を諕み、常時のドィツを想像して、何かしら热嫩を感ずるものである。當 
時ドィッは阀 1^ 主淼の徹 ^ を缺きつ、も、阔 ^ 主淡的 ?-| 論までは抑啦しなかつたかの如くである0 
が- ^ : し -(1'1 處かにその阙代の；池命を駙せる笊火な戰ひの時に當つて*これに ^ の勝利を衡らすべき ^ 
找 生 雜的 >乂韻 まで も、 灼 ドィツと 同じく ただ その 爲 政 ^ の 無知 無 の爲に 彈壓 して ゐる W が あつた 
としたら、 その 闷家一 I iv !; の 戰ひ は ^ して どぅい ふこと になる であらぅ か？！ T マ ィン •カンプ』 はこの 
點でも我々のグ？ふべきものを與へてゐる0 

. 七 上ドを蔽ふ莊しき認識不足 

ヒトラーに摊れば、ー九ー四苹—一九ー八苹の戰噃に人るに汜 ^ つて、ゥィルへルムニ 1«: 指 ^ ド 
の舊ドィツが、旣に久しくその阈饿を企く誤つてゐたことは*以上の如くである。これは銀竞する 
に、：1:ヵィ.ザー以ドの爲政 ^ £权が、徒らにその价好だけ殿めしくその胸 |{{] 飾物だけ ^ 火にして".放 
際は到敗11:指缧者たるの资格のなか <> たことを意味するものであるが、この戰前ユンヶル.ドィツ 
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QA しい—. s ! つ 1 し . S そ SII つた。 前烫 t’vcw しと s 

ふ ，1"-♦ s ' SK—f si そ S 現れなら ざるは. M - 

の！ が、 こ s ®: sg り— 蟲級 c み— ts 5 ドイツ 上下— へる 一 £2 — 

つた‘ li ハヵ上でぁ つたから 下 も 下— つたの だと i へる でぁらぅ 。ヒ トラ— に 他 i 、1 

— i た所设 f -' ト？ SS 诗する ドイツ 上下 S 1 如 SS は-そ SI しく 马 
设 も巾大 たも 公* つた。 が* そ— 5 努 f 代表的— 2、 el 的な も 2:3 にイギ 

リス人といふものに對する認識不见がぁつた。 

队 f 殊に そ 5 植货を 少しく— して f 者 f 知る が 如く、 イギリス 乃 玉 イギリス 人 至 
ど、. そ SSSIf 3 ず’ 1 に、 sy . 大哲 、斷 f して雙 $ な t 殊に 1 
1:13 て然 o しも S で、， VQ 到 f ころ 大砲と 火 f 阿片と を以 つて S を s 、 -5 :l h 

1 所 SI 这 S ては Uf 8 しに さへ し 忘で ぁつた。 今 HS 大英 霞—，^ は 登 f L : 

て， 8 SS & 1 性と f 族 €1 と S 上に f ト げられ たもの I る。 fc 大 I 

S ドイツは 上下— げ 、イ .す 乂をば 到 •1 艺 mf ぶないと ゼ へ. 请| 
に擎る WSI へ、 た f — 之 これ— しく 糧 して 名。 然るに ロシァ 
及び フラ .WS 一— 敵を— に— となり、 而も I 思 到る ところ 勝利 美した 時 K 於い C 、 



ィギ リ < から 突然 且つ 斷乎， r . L \」 vf : 戰 を ^ き 付けられ、 前に 首つ たや •っに ドィッ 爲政名 达 は = 木 ^ と L 
九ので あつた。 のみならず 、露に 戰 線にィ ギリ‘ と 相 U ゆるに 及んで： トィ ッ 兵士は、 ィギリス 
英士 がへ r まで 聞 S てゐた 所とは 金く 異つて 意外， に强 いのに ビ ックリ したので あつた。 的して これ ヵト 
ィッ琳の9#及びし鉍への影響は兆大なものであつた。政治的にも作戰的にも、ドィッはこれに依つ 
て艰大な陳齬を米.したのであつた。ヒトラーは次の如く背つてゐる0 

一 r llt 界の 「純 濟的 •4-和的」征略といふ冗言吁曾つて闷家政策の指 ^ 吩现にまで祭り上げられた听の ]|1 人 
の ナン セ. <、であつた。このナンセンスは*その效カの 01 能性の跗人として*敢へて侃る所もなくイ¥リス 
が耗 けられた ことに 依つ て*? 益々 火なる ものと なつた 。その 場合、 我 _ の 嫌^^ 史論 及' ひ 赠ぬ觀 が 共に 
犯した 所 Q 罪た る や、 これを 涅ん として 憤 ひ 得ない もので ちつた。 それは 吾、 如何に 多くの 人々 が贸 
を 理鮮 する 又は 科 得する ことなくして、 單 にこれ を 「摩ぶ」 かを 示す 所の 適切な ろ說據 たろ もので あつた。 
、々は、正にイギリスに於いてこそ，前記の敎說の_烈な否记を見出さなければならなかつたのだ。贺にイ 
*キリス ^ 民ほど财规的に、殘忍に、劍を以つてその ^ 濟 ^ 服を 10 みに迪め0つこれを^'き續-*て無慈4に 
趟つて來た阈民は、この世界に又と 4-. いのである。政治樹カから純濟所妈を引 !1\ し、更にー切の純濟勞カを 
また 政治 勢力： i 注ぎ 移す ことは、 これ 正に イギリス 政治の 特徴では ないか！ この場合* イ f ス 人は援 
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にして V の 純 sf S に. 4」の仇甚 十る i ことは ない と考 へるならば ■それは 何ん たる 大— i た 
ブ ^ ず、 W 民力 一 N W 中. を W たな かつた とい ふことは-この 場 八" 決して その 备 を 通 明す る 
- 一七には なら ハい。 何 K ならば •そ の 場 八 C — は その 時の g 防 力の 屯# 的 形式に あるので はなく して，？ 
そ sf — gs 力，；， .- S す-? S — と 決斷— の である。 イギリスは 常に その— とする K 備をな して 

ゐ た。 イ f KSI 贤 に— れた i , v 以 1 つた。彼れ锰-空間に合つぼ锰适以 

つ 一-版つ たバが •芳した だ 血の 稱牲 のみが 勝利を® らし ff には. 令國 W の い 血を 流す こと も 
また 飽く ま— し怎 つた。 SS 袋と 11.6 ：i そ e —穿 •常に H し 遠らな かつ 
た。 # 

f に 我 f イッに 於いては I ’ I 通じて' イ f 又の 本— に 13 本質に 就 
いて •• SS , II 成し 一」 ゐた 。而 して-」— つた— は、 一の f — の S 霞— でなら な 
けれは た.-' なか？ た。 f '.、 この— げた- 1..- に 故つ；， 凡 TfQ が glf れ 、その 贸は イギリス こ 
針す る： €1 とな' 後に そ S に— く I を 受けた ので ある。 そ SS る— く甚し V ので あつ. 
て 人々 は イギリスを 以 つて 如 才 のない 然し 人間的には 金く 3 ぜられ ない ほ备 柄な 商人と 考 へて ゐ たので 

ない とい 士 1 、我が £3壞 象の し い柒— は— 乍 含ら 艺 つた。 志—々 
つても i され默 殺された。 我々 が 後に >, ソ V ,. 丨に於 い V : 會—— 對戰 した 時、 我が 餓—が 如 
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:^に ^ いた顔したかを、私は今 ^ ほハッキリと位ひ {1\ す。彼等ィギリス兵は^—スコットランド兵であつた 
が _我々が设 ^ _や¥分ゎ通；3でィギリス抆の ^ 狀として描き知らされてゐたものとは、全く似ても似 
は かぬ ものであって， この 考 へは旣 に— の 戰鬪の R 以來 凡ての 戰友の 腦裡に 浮んで 來 たのであった。』 

( S . 1581159〕 

ー_が崩瓌する時义は躓く時は、一家が崩墙する時乃 1\ 酊く時と |.-1 じく、如何とも致し方のないも 
のである。この舊ドィッの認識.个以=誤謬もその 71 : を « せば、結 3 その爲政片达が無知無自赀にして 
誤つ た 敎育を 阈 ^ に施してゐたことに趄づくのであるが、ー家の氺人がゲ"_にたればその家族のー人 
やニ人が如何に和張ってもドゥにもならないと：一:樣に、 1_に於いてもその ^ 孜背附級がダメなれ 
ば、 少敉 の識 ^ が如何に努カしても {-»1 んともならないのだ。否、阀 ^ ハ埸 ^ に於いては、斯かる識者 
は剔はゆる『阔策に反する』ものとして^:呢され、監獄にでも投ぜられるのが關の山であらぅ0ドィ 
ッは斯 くして あちこちに 齟齬を 米た 1、湓に全 ( 1 , 11 的崩壊に烙ったのであるが、ヒトラーは敁後に次の 
如く 7|- つてゐる0 

『肋く して ^ 知の 「：！ 外 ^ p lw sf 〕 にと っては. 「爲 广我」〔赏 ^ 捋〕が：^に 11 っ如何に敗滅に.3 
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つて l r l^ に ^ むか •そして 愛する パ、 > ^ ) 

ゐ るょ o 外に 全く K し 方が 無 かつた の だ。』 CS.I へ ミく」？ 孩に亂 vl -篇 し 
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第五 章大戰 勃 發と戰 線の 經驗 

I 坟一: 京 太子の W 死 —— 大戰勃 發 

前 大 -« の始った時、ドィッは、取祺的にこそー應の )9 尨は存ったが、政治的思想的に |1 ヒ トラ 

I に 抑れば： —— 全く何等の刖想も無かった -£ とは、前京に让たる如くでぁる。當時のドィッ爲政老违 
はゥィルへルムニ世を始めとして*明らかにー&『世界征服』を3 :1-. みっ、>而も常に『世界平利』を 

S んでゐ た。 is る 『平和的 _裝』 岳？、 響 S 力 S 裳と し、 少 itis 述 命を 

賭するが如き戰卞とたらない範阐内に於いて『平和视に 1||: 界 5: 征服せん』ものと、而してその可能な 
るものと、考へてゐたのであつた。これは誰が考へても5|の±5.詒と言ふべく、ヒトラ|に據ればこ 
れこそ： 11 -. にドィッ«政名附級の過誤たり耶たるものであつたが-ゥィルへルムこ 1«: を始めとする彼等 
爲政者£級 |1 *川逑って戰 ^- となってん*陸悔坩さへ强大吓盛なれば、大义夫なものと 4 へてゐたか 
.の 如くでぁった。 

然るに* この ドィッ R 政附紱 S 一切の 博 期に 反し， 戰 (卜は遂に：而も世晶規 ^ に於いて來ねばな 
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ら /: かつた0 

f 犯 if f れ？ バ Hpdu l:; 衣 rul 蠢 '房 数年 

_/ た—* i ス— こと バルヵン ノ系“ lurif 手 
ビア』 產—も 2 で f 、 從 つて f , ト； :ア 1 ,!:1 指 ル 

け 1 E.fn 篇夏奪 李— — た。 

J、f U I-U トフ 丨に 抵れば 、述 命の 火— 皮肉で ちつた 0 S ならば- フェルデ ナン ド 大公 こそ 
~ . フト リアに f ける 『スラ ヴ 化.』 S 元® であつ たの； yc 彼し，-」 丈 スラ， ノ各 ゴ 

そ SI CS :) に 於いては チヱ 1 r スラ-, ! — ノ|ェ コ 人— り- 

で ン丨： <1 ア 15 一：: その 血に 於いての み 11 於いて ま 
If .: ^ フヮ ィし であつ た 『■'■•ラ S 大 S 朋友』— つたの だ。 その ス ラヴ 
オ—ヵ 今や P じく スラ— の 手— れ たので！。 ハ ブス ブル‘ 

ス— 化を 以 って、 その se ス ラヴ— 装と f し. 以？ そ.^〜：；' 

を 維持 せんとし たので あつたが、 『南方 スラ i ‘ . ブ i る r — 帝 S 』 
たし、？ 乂っ C こク ： こ— ア： ヒア』 苦つ て 彼 1 MSSQS と 

18 の ml を— ことは 我々 の H 的では な SS で， 兹 には これら 3點 に 就いては 簡 
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*?. こ 5^ イるに.1:めるが、これは明らかに41ルビア(火戰後のユーゴ|スラビア〕を屮心とする『 ]^ カス 
ラヴ』 のす— スト リアに 對 する 一の 『挑 戰』 1 った。 1 に 『大 セルビア 主 S に惱 まされ、 
頭痛鉢怨姿の半 « 人となつてゐたォーストリアが*これを以つて腦大を叩き剡られた如く感じたのも 
無理なら ar — •った。 S みならず、 調^: パ费 はこな；：：： Qsbi は、 セルビア ：$ が 動いて ゐ 
たこと が 明らかにされた。 セルビアの 背後には ^ に 火口 シアが ゐた 。ォ— スト リアは 約 ーヶ H^ .ii o 
『無 氣味な 沈默』 を 守つ た 後、 卜 似 條 に ¥. る奴後通牒|ルビアに突き付けた0この最後瓰牒は、赏 
時世 界 C 衣っ て、 『セルビアの 獨立闷 の 地位を 無視せ る餘 o にも 過酷な もの』 とされた ものである 
が、 ォース ト リアと しては、 此際 叩题をば決记的に解決しゝ將來永久に亙つて禍极を斷たパものと％ 
へたので あった。 

ォーストリアの.姿求はその比較的 »11 嬰ならざる點に於いて過半 *# れられたが、 ^ 後の :€ .处なる點に 
於いて咨れられなかつた。セルビアは斷乎としてこれを枢否したのであつた0斯くて邵件の起りし 11* 
に ーヶ ：：：灸0七：：1!ニ4-八日、ォーストリアはセルビアに對して :;.-: 戰を亦小 1 , 1 し、遂に ^ 國の |1 職となつ 
.こ 〇と化へこ、 1〇: ちに、せルビアを拨けて 0 シアの對ォーストリア開戰となり、次いでォーストリアを 
抜けて •ト ィツの 對 U シア 開戰 (八 n 一 ロシアを按けてフランノ、の對.トィツ ^ 戰广八4."〕とな 

o 、 钱に前布未竹苻の供界火戰がその火蕰を切られたのであった。 
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それ 谅か合 ge 出來奪 * つた。 usf 、 いづ— yilu した かの S は— で 

はな 力ら- •,> づ れは斯 くなる 述 命に 在つ たの だ。 それは サラ 5 は 於け る. g ： 鞏件 か， 「- VI 兑 しても 

俺か1 > ^!矣品5出裘でぁつたが、怎2 2泛しき运つて當,，れ冶运怎でぁ3 

て > それがただサラエゼ事吓を機矜として爆發したまでに過ぎなかつたのでぁる. 

ヒ トフ— は ルに H スト リァを 力つ て ドィッ. 1 ン ヘンへ と电て W り' 七 S とし y の 
傍ら- コッくとして殊に政治冏題を粒强してゐたこと>そしてつくへ、1の.之3政背キ *% なる 
も S に？； して 所ん ど絕策 的 S を 感ぜ しめられて ゐ たことは、 我々 S に认た 所で ぁる。 彼し ii 
に、 火 g 前夜 S ドィッに /!•: つて、 『彼 ^ £?政界达は柯故に：=:つ .4|| 何に « 滅に.1:つて： 111 線1む'、 
而 1 K が ハ— メ ルンの テリ ャ 犬の 如くに そ s 後に gs てけ く •か』 を 痛感して ゐ たの— つ 
, w : Ls^a Atffvi 故 hi 彼 S •サラ' 果忭が 起 4 に戰 ¢5= .と 41 ■たるべき も q 
が 遂に 来たれる も s として、 驚 歡 呼して これを 迎へた Q でぁつ た。 彼れ が W 故 S つ 如 -3-4 んだ 
かは 我々 3 S 後 y せ 所— るが、 彼れ 2 づ； サラ H — 件 及び ォ 戰 J 与 
いて次の如く妃してゐる。 

『フジ >, ッ • N ニ.\チ ナ V ト 大公 繫： e 報が..、 ユ X ヘンに _ した 時 _ •私は：- に 能つ てゐて • ii 件 
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—1121— た .Tlli し f u. 

ナ—说 のぅ ソ / 化工 切— し： ト イッ WK を この 内部の® から 1 せん 4 した トイ— 3 !t _ 

ルから|」望ぇと>5|つた。|す泣-|类$||に*^ 

る 所で ぁつた。 劈 それ 盛し き辑 益— つた。 而 して そ 适沒 今や— 界 の. だ 「 I 」 ご彳 

r 理山 付け」 られ るの— つた。 だが〒 な 4— 入 達の 為を 霄处に 彼— 七 ルビ X と — Z 
たこと を 歌んだ 時、 私は 測り 知备龜 命の 嶷に 幽かな 戰愧を 穿た 

,ば人のスラブの明友はスラブ卞義熱 ?£ ^ の # 丸に皰れたのた。 • 

ォ士リ 擊 If il た沒 、 ネ^— S し vf i 

を— る ことが 出来ない と：？ とを，® ん K ニ K たりと も M ふこと が m 來な かつた。 

ゥイン— §した植| 爱ぴ 2. 泛 つ：^, 品 S 普 1 度 含。 サ 

I ォ— スト” 7 适 S 菜 方 碧に 岐 S なる. 小 5 大の染 I して ゐ た。 この 谂は 令* f 
ォ— スト m ■し來 穿 • S2M 帝 ぼ— el 祭 1 3 少| ぬかの 如くで ぁつ. 
た：. 斯とた 客 監く と 為 ヵイゼル— と 兆に 必然的に 到来す— ぅ. f 辟には® にこの コ 
f 恐ら< 祭菝 S す ことが W 來な い—* 4 f れる 理由が ぁつた ：••： 。 

t ffil o. f I 皂 sf 〜尙毖 け货れ た— ら 5 思—— に'^ た 欠と し 
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5a ^ 

•、から 



ま 



，て， ワィンれ 府截遵 を 非 紐す るなら •丈- 1 

If I せん 1 U れ—す こと i た f ID •社 f , 
i- ス ィ ri に—/— 農 f —u r * 
で 替 —f り. <, 一— i —蝴 は 、 f rr . 

3 1 欲 1 mil た。 - *1 和に 

ぅ。 ただを：^ 省 パの 界に於 V 2 盗し 哲— ‘{ h >( r ,/ 匕 If そ 

slIb 0 

に If II 琴 fir 

か . f F‘hr::rf f if f つ — 11 

の f を— しな r 5 ご f ふ H となし 屮心 となして ゐ たの • I 
釭 〈4 坫の 下， r ,,, も， u < f な 力つ た。 來 たるべ！ のは# 的 こ f ぶ"； 今や— は 此の 
— i ? れ， VI る.— 出 そ u ねは な， なかった。 而も 
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•た 平和-^ 椎持す >0 二と！ is みで とし 一」 常に S 戰 s 费： W き 時機 V .. 逸し、 世 界平羽を 維 ^ ^ん とし-' 課-！--〜 
1 落ち込み-そて 結锭界 聯合 C 聯 >-1〕 の ■となつ たこと にあつ た。 WW 聯た こそは 没火戰 

の 決斷を 3 つて W 界 平和維持への 截を W 止した ので t 、 . 

ィ ゾ政翌 I そ SI t つと— な 他 e 形 f 與 へて ゐ たと しても • $ I 府 . M が资の 
愤激に 依つ て f ** 」 られ てゐ たら •っと 言 ふ i - 除いては、 S 狀況— も f はな かつた であら \ 萤 
し、 闷民大衆の眼には般達喋の 30 子は钳ほ播めて遠进勝もなものであつて'決して'“き過きたものて"^ 

f に—— もので もなかつ た の である。 今 n 此の 1 違ん と； S み 衾 造れつ •！ 

か、 さもな くば 全く ® 識的な « PJ « - e i , ?> li ( v ; .3 l 5) 

ニ 時代刷斩と民族， |^ ||1 の爲の戰ひ 

ヒ トラ 1蜇| ん if 迎へ たことは* 彼れ が あなど I して ゐ た (•了 •ニグ S 1 
,< 5 ァ浩を ば、 *-- s 問題に 就いて だけは'^ の 如く 籠して ゐる 所に 為に 組 はれる が、 交は 彼 
I は沒 UT あつたか？ 211 と并 に、 一® にして、 ^ ハ/'' ゾル r 尺 I スト リァ 

1 ら ' VK てゲ 15ァ_ 2 、換 t : すれば 『锘 的— 的 1 處 

i iwsAi 1^- 1^. 
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ので あつたら ぅか Y •當诗 ド ィン 、 r • : 

s §! をれ 1 素# さ 2 主— 

I ! これ—— し、 f これを S 

11 たらぅ か？ 产 1 " I 』 と 1 で ぁるが、 彼れ 
I ^ “：： p は _ 

層画通讓謂 

1111 
: H “ P る 

被れは、 この 二つの もの‘ 11 在の 1 する 時代の 刷 f ドィツ 货の 新たな 合 山の 
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资 1 、 I 尔銳 めた SI つた。 S 猛れ ag く爻 て. 3 れ た— f で 

迎へ たかは， 次の 彼れ S 『世界 大戰』 (第一 卷 —5 I の 叙述® 巾に ハッ キリと S れ' 

M つて 私 は そ es 時 K •年少 震の 若 f して* 時代の— の 1 が 唯 だ 文 や甚 S にの，— 
られ るで— う f 時代に 生れ 合は せた ことほ ど、 W にも 悲しく 思 はれた ことは なかつ た。® W の 情勢た ろ 

や.*— 的 萬 s 波は 笆收 つて-— は 捏 ただ 「平和 1 2 が， 換言 十れ— 力 的な 德 方法は 
I にした 相絮人 念な S し孩 2 .努$ う ！ i 思 t 一れ た。 益 S 令 臂そ 落— MCI ’ 
據つ S つて その— t ひ* そ SI 矣 約と— ひ. 凡ゆる is つ 一」 利 VI ベ 4 め 免 
これ* f 凡て 大 — II 呼— ドに 競 ひ 合 ふ s 1 つた 。 f i 饽 •好 半べ くも f ない のみ 
か， やがて 遂には——： 骛簡の ドに— 1$ ばて 唯； つの 火 と 化せし め* その 人口には— 

狡梢 な s 商と f 哉な： 一： 政甚と e 凝 4 永し へ运— れ— ふ-忌た た ...... 。 

.とうして 我々 は 言 韋も 前に 生れな かつた でぁらう か？ 例へ' は 彼の 鬆— 〔又 ー晕 から • ？ 
に 5 C 佛 W チ t * ンー 對 して 行 はれた 笮〕 の 時代には、 恐らく 人々 は— 「仕 屯」 は 無くと も 
もつと何等かの生き甲斐があつた^ではなからうか ?! 

1 'そ S ろが 如 40 にも f 始められた 私の 此の世の 姿* wtH 分で 贤た しく 思 ひ •その KS 

の i と综」 岛泛 fg 、 1 呆 1 つた。 控 •严 啓笆何 S 「平和-^ 
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者」 でもな く* 斯かる 方面への 一切の^ xg 企 _は無 駄で あつた。 

その時に於ける南取戰审の勃發は、私には一の笊雷の如く思はれた。 

私は 毎日 _を # ち焦れて*その说祁や通 {,( を貪0踱んだ。せめて沒くからでも ^ ましい戰ひの；1:|1者た 
り 得ろ ことが •私には 幸福で あつた。 

=^戰 1.' 時代には私は旣に大肢成 \ し厂肘0、.1:然又注意深くもなつてゐた0私はその堝合旣に、以仙に 
も咐して ^ 民的理山ょり^^すろやぅになつてゐた3而して私は當時-我等の意兑の決定に當つて |?£ ちに3: 
本側に味方した〕私はロンァの敗北の »|« に [^1 時にォ.丨ストリァ.スラヴ民疾の收北を见たのであつた0 

それから 幾年 かの 歲 n は 流れ 去つ た。 曾つ て 年少の 私に 老朽の 病弱の 如く 思は れた所 の ものは、 今や ^ の 
前の 浮 さと 感じ •れ た。 旣に私 Qc •ィン 時代に、 バルヵ ゾ S に 遠 t 乘 M すろ 所の あ の 齡 N しき 蒸與 
さがあつた：てして？銳い稻姿も閃めいたが、併し西ぐ氣味惡き暗黑の小へ叫び消ぇ去つて行つた0それ 
から バルヵン 戰讲が 起つ た。 それと 共に 神 純 過， 以とな れろ歐 洲の •大地に 於 初の 突風が 吹き 過ぎた， 今や 來ら 
んとする時代は、燃ゆる熱帶の ^ 熱の如く族しつ\讯为しき夢敞の如く人々の上に乘し懸つて來た。それ 
が爲に破倚接近の感情は、絕ぇ卯なき茲ひの結果、遂にーつの怵れとまでなつた。般¥阢止するこ卜の || , « 來 
ぬ運命に對して’天は自5にその道を與へて吳れ\は允いといふ位れにである。その時：：十くも般初の说圯が 
落下した。 一天 忽 1 荒れ 出し •その 常ぬ の 中には 供 辑大戰 の 砲火の ^ きが 促つ てゐた 0 J(s‘ 1721173〕 



『一九 一 is I— tit て ，—— 參 

. 41 - 1 ^^- 

hir^tHh」lilllflfif 已！ 

議 ill 

して . K に . i— 置 襲 —“ •1 くして — なる — 

UIPH^ 

みが 美な 
rhuh 卜つ て， 看. iiil — し—。 
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fr ! たとぃ- と，'!! る パ“：: 
暗殺 の I が.，、 ユン ヘンに® へられる や 草.. じ 

け ルら れ ないで & •り. 1 a ふこと、 第一 一 こ 戈. 今 マ ブス. 力 ff = 一め L た。©: には- f は这 i 
ら— ふこ— た _:... 。 ： ニ や' フス…— 111 な 

こ if III — 。 、 - 

拳— か 9—— ふ ii なくして.^— :/ te /-r iil トリ 5 ルビ, 
S に ■そ S . U 3 と wf S に® 十 之で ろ ミ ： ？'各 "ム に、 ドィツ gw がその g ; •じ 
た 。 f f 父— が- ivxtrh . ノ か：' 
iii 

終つ たなら ば. 我が W 浮 役大 i f i はなら な 力つ た。 而 して 此の f が 1 に 
なる f して 看 れることが川來た ^| ?! «>-| 0,5ソ^^と |1 て1し，兹に叫ひドィツ帝沒+个和の位人 
にだ。 . - ラナ 芦る づ 和の H に P 係の パンを® らす必 U 4 し 

ilf f 、 f 屋 111 1 
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K に 依つ 荔 明し 望こと々環した。挖は，恐らく炎心ょり «- *|持た.てぐ.&ミ.ニと-版 
々$ん .と — etli 思 はれた。 凡孟 1 が— して— の 女神 落— 拿が. 货§ 人 f む总の 
I さと 確 E 性と を# 初める 所に 於いて 一度— せらる、 ことなくして. 抑々 誰か 堪 f Inf f 
を 許 された ので あら うか？ 斯くて 私は 他の 幾.， US 人々 と M じ やうに、 今や 速に この 湾 的な 成 情 力ら® 
放され f と If かな 宰 S の 前に 心を 躍らせた の— つた。 私 U 频 りと 「ド ィチ 5 ン ド.- V . ァ 
レス」 1 ひ-そして f ん 04 りの|出して蜃を叫ん'たの1つた〇蓋しこの « 持ちの| |))1 する 

の 本人と し て永资魏者—® の 1 に宏 f こ とは •私に 遠れ 娃乍ら 4( へら.； 一 たる 量 St 

に扭はれたからである 。』 ( S . 1761179) 

三 志願 出征 —— フラン ダ ー戰線 へ 

梁なる 時代からの 解放と SSSQ 確保 丨 これが 前 5 に 於け 1 の 戰 ひに… プ 1 の 
認めた 戰.> 意 我で あつた ことは、 前® に见 るが 如 4 ある。 こ 25? 合、 傲 セなる 力ら ゾ W がと い 
ふだけ が、 恐らく SS ユンヶル •ド 4 の 『戰少 = 的』 ょ“ は tl つた 1 らう。 が、 この 氣 
持ちは，® に 肌 f 愛 愛し 而 して 時代の is じて むる 於、 特に その I は、 t に 
H 解 る 1 らう。 獎戰が 始まつ た 時には 彼れ は、 數 へ平罡 二十 金： つたわけ だ 力* 
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したと いふ s、 f f f ベ！ uisu r/' i つた。'? ァ 
?si .f に择 して 來てゐ た から et . VI M れ丨 i? 有— 邦た るバヮ リァ 
ク— す— であつ たからで—。— なら 适 i, ‘- vlfl zu ル Is— つて— 棄 
から，"-… ァ f て— す— あむ. 丄 f il — 

六、 にで あら 1 も ふ— はなれな かつた の— y m ;! ノト リァ の爲 には-例へ ドィツ 
丨 トリ ァ及 び， ィツ s 崩—. その！、 .、 +■ : - ォや（へ2 爲に 彼れ は、 P— ち， 
1 るが、 彼れ ぎ 2 ヮ しく 『0 尊』— つて ゐ たことは 1 

く 記して ゐる る— 层篇の 如 
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こ-:: 私の 冀を 光づ 充分 1 に 入れねば ならな かった こと— ふまで もない。 私は ハ ブス ブルダ Is に 
I ふこと* 欲しな かった。 ただ 私 は、 ドイッ 1 とそ® 1 ドイッ 魯の爲 に ■何時でも 喜んで 此な 

I # 

んと したので あつた。 

八 私は，. ハヮ リァ 王 ルド ゥイ ッヒ 三世 陛ド 一一 宛て、 M か. ハ ヮりァ 柳 除の 一っに 人れ て 貰 ふ 棟に 
請ふ て i 願 f 措した。 當時、 鼻 a 明.-^ に 多忙 2 った。' たか ら、 私が その f ¥ くも 私の 願 

ひに 對 する •返 f 叢っ た 時 ほ、 私 §.611 それだけ 一 焚 1 が あった。 私 凌へ 拿で &奪 開 

いて、 私 SS 61 すから パヮ 4 聯繁 f 一っ 一一 出 S する やぅ 一2 と— f だ S 2 ったが. その 
時には 私の 歡 びと 1 とは その 止まろ 所を 知らた かった。 かく* て それから KH 後には 谥 I その後 約 六 年 
後に って： 35$ 脫 ぐ！ iW った 所 S I を 着け たきであった。 

斯 くして 今や •恐らく 一切 C . トイ 又に とって 劳 であっ たらぅ T に* 私に とっても-」® S 私の n 活 
の 中で ： giKW い •そし wf & 大な 時代が f った。-」 の 絶大な 备 ひ® W 棄 には 一切は 
一の 味 氣なキ « 無と化し去つた。今0、この你大なろ ||1 來 »» が正 |' 十坶年を迎へろ時に當つて私广|レ 
かなる 悲哀 迄っ て、® 命が 1 を以 って 私に— 裟 加* 許した 所の、 こ® 我が 0 民の 偉大— 软 ひの 始 
まれる 數 ii nil とい ふ ものを 思 ひ 出す ものである。 

怜かも 昨 WS 出 菜 か ss く； r 努 腦 作は、 11 が 索ら 次へ と f で—。 拴 .私の 愛す 
ろ 1 に 交 2」— し、 それから 先. っ 始めて— し •驾 し、 そ 2 他 ft K 遂 ！ i 出征 SS 來たこ 
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とを 思 ひ 浮べる。 

新 flf へ •1 勝利 i 起 

fv 左 ts へ， パる；， に - f sgf ハ/ 4 れが f る f に思 はれ w - e / む パし-— 

(s, 179 丄 80 ) 

£ll“li H :“ f I 

け 4 ラ 乂 -cs ふて、 s ゆる rs— s 西 — 丨 —、 Ir cl u 

^ f IlII^IO^ ffHH y 

f I フ .ii て i-i し ^ r—pw 

f VII fE ル If び i 席 f て If ン i<7— ?, ,! 

方 ‘ この？ rf f —if 」. ——— — 1 。 r この 1 



及び 初 ssm 茂 £： を 次 Q 如 4 し'^ る。 . 

I くして 遂に •我势 がそ Gfl すべく ミ ユン i— する B が來 た。 ドイッの 河川 中の 河” たる 
ライン 河を f からの 敵の 1 から— ベく •そ S— な— ふて 我累 巧 と. wtl んた吒 私は 
始めて ライン 河を 兑た 。還の 菜 かな' t — ルを 通して 輝き 川た ばかりの 太陽の®* な光& 力- _.—ナ ヮル 
ド—〕 1 碑 1 占 $ かに— した 時. 沿し 1 梨の + から . A き ラインの 守りの 
歌が 嘴 s 空へ と 上っ た i ま？ 胸 4 り 浮る ば t でぁった。 

それから s っぼい® い 夜と なり* その^ ■を 我々 は 沈 默裡に プラン ダ 丨 へと 入っ て 行っ た。 そして 琢 の" 力 

ら夜^ け 宏每 、突如と して 嬰® 鑛- 101 で我这 空に 訪れた。 銳い赛 と共に 小さ— 
片 が： 添 於 大地を 叩いて •我 實镗 sm ! i ! T 6 窍 た。— 1 洛诘. 幸ら 2 S 1 T f 

人 も S 戰 友が* 否し い •せ. 卜から、 胬の 死の 使 满に對 して 結の 1 を 叫ん i れてゐ た。 それ ヵら實 
- r 泛 - f / 叫， ひ •吼 . Is ひが 始まっ た。 いづれ もが 热 した—— って. 前へ くと fi に 
ivf に、 い；^ 及，— 離— ぇて、 その 彼方に 舉 が*, Hi が 開始され た。 そ® 時. ft 歌 
除. 1 耳 12 S いて 來た 。それ •1 々近.. っいて 來 一」* 中 嫁から 中隊へ と f 深っ た。 そして、 死が wg 
達の 除— し < K はんとした 時* その 歌の 主 SS もまた i の 除に 到 痛した ので ぁった。 斯くて 私達は 
相 共： 111 して 丹 ひ， 「ドイッ： トイ ッ ，比類な し ■世界に 比 f し」— ったの て 主っ た。 
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—wks I 。 t — 露— i た。 il — や — 同じ — 

蓮 $111」11 巻く f とを 

これが 1 の 初^: であつ た o 』 ( s.rff 



四 



处の髂驗と闽内の政治に對する‘心滿 



こヴ % 線に 於いて ヒトラ J よ 、 矣こ皮 I ク 

た。 今 n 彼—!? し, nrH lci PTHrsss — をした の！ つ 
着 i る f f しての— 叫つ^ i る。 uon — して— は-この 

その 細 末 i — II 志 起齧隹 f UIFrr 8 略賊 術は 

くも S で f は， ナ— 1 A にし— S 1』 こ S し ー "f S — に 基づ 
しく S て ゐる 所で あるが* 若し これ：^々—. ナ i - f しら ォてゐ るゲ丨 リングの 親 

りの — 人 If f れン 17" 11 V; ル —, f — 校 上 
し ニル 成功し て — if rf ィッ K iL uu し — か— 霧 

•亡- き P 勝を 示 I てゐ るのは* 勿 ^ 
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极本 的には そ s §? wl $ ■ち———— に f もので— か、 S 的には テ じ 
トラ 1 Q 兵士と して e 經驗に 因る こと 大なる もの 1 る。 1 
紇し、 1 に 於け る 兵士は = 常に 於け る爲大 1 に 外なら ない。 HWS 大衆の 生 f — 

り、 これ hi 心 12 し s ?、 1 忘 ts 志 舞 ちも5 知 t とが 出 1 而 

して g 線に 於け る 兵士の 氣 持ち S を找 つて 知れる 者に して 始めて 七 r に"^ ィ效一 rrf る* 

P ば 彼— 重 i 舊 響 」 f llfi.fif A : t ± J-JC u 

b 多く、 後这る 『馨 プロ パガン ゲ』 の 如き— の 代— な 一つた る t の f !ニ承 
場に 於け る 死 S 描 S . 似らざる 嚣に 就いて 次® 如く 記して ゐる 。がれ*'^ 丨丨 ，グ' 
ぁつた。 

『今や一 言 一年— て—。 1! 111 て、 7121 i 
た。 1 は 次第に 冷邱 して、 热 I 犛の f 法— の径出 なくなつ た。 1 か. 自 aw 21 
— sill — つて •苦し i な. sis で—。 1111 

^1^31に|-ら|*苦：の何|2忌いものがこ|し1 
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f が斯 .If に h ai-c uuudf rw if S 旁た,： で 暑. 

令 そし 1 ，た 1 の mz L r かる 11 备 1 つ 
した ぴ糾 ければ W け N4 と- 而 しこ S — ;); .ソ -< |.1ホ"しルたの|つた‘浩を|8ぅ 
反！ 潘 しくな り、 K い 間に ざ 内 益 — y ■これに 対する 

た ■私に 5」 はこ S ひは、 K に 一九 ー茫 ハり . g こ；^ にみ'、 為 .) i .3 — つ 

Jivi !! た。 出— 初 S — へ^ ⑴にな vl !_ l ! 
1=7— ぁつた。 g もこ 湯は—— fp ^^ r . J - i — つたが • >i 

f ‘ I 

然し これ—- 畀 f 所— つ s 1? 

あつた。 ! SK f 袞< して； g めて 2— の 炎— だた ので 



一 I 然し 斯か 



た。 



iypf i つた — fi 小 



正に この 唐 依つ て？ $ れた名 与；;— 名 01 志つ てな 



f 」 始めて そ 菸—べ 4 ぁつた。 斯くて 一— 年と 純て •その 即 ：- つの 

た— 1 へと 人 i と— の 寒 な— 中 遠 ひ y け， しみ— に f て 來てぢ 
めて そ e 無 双 s 裘 s 蜃がぞ さ拉る も ® 1 つた 。』 i 

，トラ— はこ 1 丸 I ? から 一九—— る St 益 抓，© ち大— の 始めから 終 
りま 蒜し、 そ 1 f 5 て KS 還され、 S 8 S 時に S に 於いて—" 
た』 ので ぁつたが、 彼れ はこの 前 火— 於け る ドィッ— に 就いて 次の 如 4 して S 。 

^ irsn ^ fi ^ -^ K , 0 i 

る 產雪靈 -」1■!11 た 1 ト h 

ッ 入の 存 する wi 、 これが 竹つ て ドイッ 馁の •十— I つたこ 4 n 』 

& ぅし sfssv 丨 51 SWS 就 SV 感じた ミ适 づ* 1 ， 『政治』 爵 する イ消て 
ぁ 0} た。|ドィッ益治は，铠これ|紹介して來た所にも§れる如く.ゥィルへルムー| 
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り丄丰 る兹 •遛 •兹 € I tls - ; i Ig' 

力— 的には ノ f 中 |1から成つて货，^ヴ“1.>.-6と、，の|からヲ_勢 
1 く 葬に 呼應 し、 涅 ゆる 還 ^ ^; ?|と=-、にそ2左右を問は$げ三先 
に て來た 如く-彼 斤 久し デので ぁるが. ヒ トラ— 益れば. 旣 

is て 房 i — たし f Ji — もの f 、 そ S — 
11 に 忘て は> f も， ト f i そ s * 



はこれ に 就い— ss 如く 紀 して 



一反 51 し 

•に f までが- ^ つ 崎れ^, 
磁 して ゐ たので ある。 これょ 
I 命を W して 1 锭 つ 



ゐる h 



.にと？ irsy 没す—— つ.」。 



彼れ 



1 T 私は 常時 兵士で あつて •敢 

! iflfH:s 
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の— なる 人々 が-これを .達— 敵 1に叫ぷ か， 然 .i ば その ロを i 中— i —ジ 
て , 1 到る|々とし1務1した時怪於け|1い_餐！高んだ-」とはなヵつ 
た o so - —|これらの凡ての範&」备ん1若し私の自2治來たならば-私は|にこ 

れらの 霞 flf I パ f 大———5。 f 十 れば 養、— し 1 
H なる 人—」 夢 管—— •態 だけ l.f 彳 

る ことが 出來 たで あらぅ 0』 9, . ^ ど 

y — v 咎 V へ— とも S ず bl 、 SUS 字—々 t 奚 f ぞ孟晶 U 、 己は f 

にして i にフ ラく し 次から 次へ と 過-— 犯し 乍ら、 而も ns けば S に Is みを—-、 Is み 
を— す— ml ど、 S 2 尺に とつて 禍ひ 1 はない 。前々® i 今 i は 

ヒ トラ ーこ ¢8 れば、 ： iK に それ だつ たので ある。 

S - 用，^ f 」 ト T が B 上級 s 人々 W へば容 人』 34 = って ミ s 3 # !a jj 
§ ”^| *-' ソ|3 政— そ S 近に 於いては ， 4 2 I 興 れ る* も 欠 7 

fr ; ; l !” H 『 H » JS r 』 ！|?ッ(ー九ー九 |1 九三 15 )し ^ 
V - -K t ニ W を屮心 れ て！ JH Mt ! バ^ 

s; H iKt r r ヴ T ! — II す i ?。 



_ 79 ― 



五 SI •マルクス、-— 對 ずる， 誤れる— 

yl __ j UHH! 

先づ壬 前 森— しては ドィッ こ '' 丨 

iLC'f 111111 

1 震 元——.—,— h;;;^uu <o uu 、 l 'o 

•，ご S みなら t gt すれば 蠢的 她蠢的 にの 孝 

の，-— ぃ ー の h ?; r 口 
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もので あったので ある。 而も は 無 ' |1 货にしてこれを沾技くことも||別することも知らず、却つて 
これに « 成して追随したのであった。ヒトラーはこれを愤慨してゐるのである。常時爭相はべートマ 
ン •ボル ヴヱ ークで あつて、 右 ^ からは 『 a 山 主 雜的』 と兑 られ、 •/.•: 逛からは反動的と兑られ—付ん 
でも阿諛し啪るものを奸んだと傅へられる有名な人物(勿淪议族)であるが、これからヒトラーの訝 
つて ゐる ことは この ホル ヴエ ークの忱格を彷彿たらしむるものである。 

r 斯 _に私は、常時、政治に就いて敢へて何を知らぅとも 11 はなかった。然し私は、ーたび全 |^ 以に關す 
る •殊に 我々 兵 十： に關 する ?? 十の 辨柄に 就いては、 無 ^! 心の 態度を 採る ことは 出 ^ なかっ た。 

常時私を心から悄慨させ 11 っ私の苻辔と考へた所の帘柄がニっ耵った。 

勝利の 報道が 來初 めて 間もなく 旣に 、芳干 の 新聞は 徐 々に •恐らく 多くの 人々 には 始めは 分らない やぅ 
に、 一般の i の 感激に 否 汁 ^ さし始めたのであった。而もそれは\ー嵇の1^乃茧審意の似而の下に、馊 
に： 種の躲 心の 假 瓸 の 下に さへ、 行は れた のであった。 人々 U •餘 りに 大^^な— 祝 ひに 對 して 位 惧を示 
した。 人々 は 次の 如く 髮傲 したので あった 。左 棟な 大裝裳 な— 祝 ひなる ものは* 大國以 に 相 魈 しくな く丨 
從って大國民の爲すべきことではない。ドィッ兵士の勇敢と剛强とは今1ー日ふまでもなく始めから分り切っ 
たこと であつ て、 從つ てこれ に 就いて 松り にも 夢中に なつて 喜び 後ぐ ことは、 外 g に對す る 手前から も旣一 i 
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g f ぶ、— 1 

— g ふことは 人 男の Tf ので 含た。 么 』 L く— す. る こと— として はならない ：.：. 。 

々は •こんな W — そ I い 耳を f へ I い捧に f 付け • W つ — f t 名 

V 器/ 1111 学— ない T にはき -:) - hi 义 

相聪」 な— に對 して I を 行 ひ 始めた の— つた。 - • ■ & FIJI ゆろ 「： 小 
人々 は' 感 f い t のは 一度び 打ち 碎 かれ、 ば. 草— に應 じ こ ; 

y -11 ^ ry . H - 

隸 力 If る— に 堪え— であら —.』 csrf sit て 人— vs — i の 

✓ 



然し 戰場 の. 

府の 態度であった': 



常時社钤以主蒎は、 



.ラー をして ヨリ w 慨せ しめた もの i - 



ルクス 



主 i ち 社 5 產 is する 政 



3： 法！ 一から S ば®: 菱 iyf 5 ff つたが， 



然し 
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旣に»钤に於ぃて第一截を该してゐた。從つて，舉阈ー致の纽前ょりすればこれを無視し捋なかつた 
ことは明らかである。殊にその 1? 後には努働大衆があつたのである。彼等は戰0©前夜までこ.れに反 
對 し、 戰讲 豫筇 ©承 f 拒否して ゐた 。が > 戰 爭旣に 免 れず 、大勢 また これに 賛成と ^ る や， 彼 ^ は 
慌て i 例の 『轉向 』 5 r なし • 较 ^'- ^ は問題に非ず、'トイッ3: ^ 阐尺が問題なりとして>殆んど尜撖こ 
れに赞成し*而も迆んでその推迪勢乃たらんことを期したのであつた。この點はケ次ぃ乂那啡埯に於け 
る 我 國の『唯ーの無库裁』こと社仰大衆截一派と全く ["1 じも0であつて>ただドイッに於ぃては社# 
尺主黨がョリ遙かに有ヵであつただけであるが、この轉向 |± 全く周阒の形勢上巳むなく行はれたもの 
であつ て* 明らかに 一秫 の 擬裝轉 向た る もので あつた 。イデ ォロギ ーと い ふ t のは， 斷 じて 左様に 簡 
眾 に 轉 向され 抖る ものでは ない ので ある。 假 0にその時は本心であつたとしても，その後の結姐から 
兑れば 全く 詐欺と しか 言 ひ 得な S もので あつた。 

然るに ゥイルへ ル ムニ 世 支配 下の 當時の •トイ ッ政府 は、 この 社 會 K - 主 黨の 態度を 兑 て、 社锜挝 主 主 
蓰 B マルクス主義は 戰喷の 勃 数と 共に 敢 平死滅せるか0如く，これを立：び迎へたのであつた。後に ||'1 
狨のシャイデ1,ンその他が入 ^ したのもその表はれたるものである。斯くて社矜玫主戒は政府の有カ 
な 協力者と な 0, 大つ啮れ戰带の奴舞者となつたのであつた。 

こ1は、ヒトラーに撺れば*常時のドイ.ッ爲政奔 |:» 級には金くマルクス主莪乃至 .«. 想といふもの< «: 






知る 者が® かつた ことに 站づ くも s であっ こ nt, 

,r fl : 龜勵 J 層： = 

"層 = 霜^^ 

f し 身 翁 f 。 ヒ f —^ J 'ch Ki 馨、 f i — る 

麵 

11 に— ことは. 人々 〔f て 

な； n7 ;5 :I.i:! 运」 1!— 

•- よ 含つ たこと， v 爵 する ものに 外なら なかつ た。 人 t ■，乂 パ;;ンノ || 」？ても，少しも知 

て* マル— 0 

ふ：— ii とい. 一，^ ，1 產に i は— 所の マル ク 虐と い 

!‘if • I, ト：： H i! !l H:o 



讨にも秘しないやぅなことを勉强することは、金く努カに矶ひしないことに 4- へられてゐただけに*それ*た 
け 理解され る ことが 少な かった ので ある。 斯かる 「翊腦作ーには’：^^大なろ ^ 草も ^ 令に ^ もなく -^ ^ さ 
れて/ふ0從つてまた諸々の ^1 家施設も，多くの場八 |1 、私的施設に劣ることになるのである。彼等には*農 
夫は彼れの貧はな‘い物をば知らないといん何諺がょく常嵌まる。少敉の例卟はこの場ん (| に於いてもただ职則 
を ^: ^ する だけで ある。 

一九 一一: 年 八 H の 時に 饬 して、 ドイツ 勢 ^ 者を マルクス 上 在と！！： 一 ^ した ことは 愚劣 も ^ しい もので あつ 
た。 ドイツ ^ 働 ^ は、 あの 時には、 このね 辟の 疫^: の 抱 械から 放たれて ゐた 。蓋し、 さぅ でなかったなら 
ば、 •トイ ツ吩 |^ ^ は餓 ^ に |« るといふことも決してパりれなかつたであらぅ。然るに人々は趟かにも，この 
ド イツ勞 働 ^ の® tv -见 て， マルクス主義が 今や r 阈 K-? 的 j になっ たものと 恐らく 考 へたので あった。 :]»; 培 
に 示された ものは たた、 この 長い ^ :1:の問にこの{ '11 笟1;求§ ^ 達のー入として*マルクス、 | : . ;敎说の本玟 
を 硏究することを以つて、努カに似ひすろものと沒へた ^ の無かつたことを说明するものであつた。さもな 
くげ、あれほどの忠鹿げたことは界兑に行はれやぅ沆はなかったのだ。 

非 ユダ ャ的阈 家の 破壊， 究祸 U 的と する マルクス ホ a は 一 九 一 叫 卬七 パに* 彼 ^ のこれまで f し來 たれ 
る ドイツ ^ 働 ^ 附級が =:鈒 めて、 刻一刻と 益々 祖 _への如公に赴き始めたのを兑て、谴かざるを似なかつ 
た。 攸か数 = の 中に、 その 恥 づべき 阈说 瞞着の^^ は 吹き飛ばされて r って" 突如と して、 ユダャ 人 i 者 
のみが其鼪に淋しく殘されてゐた。六十年の間大衆に注ぎ込んで來た涔想及ぴ花想は，敁¥秭刀もなく ;{1 え 



— 8«j — 



失せた かの 如くに 思は れた 。それは •ドィツ 勞働溝 階級の 欺 g 者た る 彼 ^ には 全く 當惑の 瞬間で あつた。 そ 
こで 彼等 指導者 達は、.： 1!!分達に危險の近づくと兑るや、大 5: ぎで虛言の隱れ錢を眼深に被つて、睜顏にも、 
改府と共に阈以の鼓舞と ||\ たのである。』 9 184—185) 

斯 くして 铒 ドィツは 前 大戰に 際して マルクス 主我に マン マと やられた ので あるが* 然らば この ^ 合 
如何にすべき であつ たか？ これは宽大問題 |2' なければならぬ。その場八 |1 には、マルクス主義の既床 
たり 『朋友』 たる • [:! 山 生 義も當 然問 題と なつて 來るの である。 ところで、 ヒト ラーに № >1. ば-こ 
合斷乎として武乃を以って、戰 ^ 關始«に或は戰爭開始と坩に、これらの分子を祕范すべきでぁっ 
た。 彼れ はこれ に 就いて！ G: l'c 次の 如く 113 r 4 つて 居る。 



• ^ に今や* ^ 民を辑するこのユダヤ人共の令 » 欺師 ^ 龄をは辦学べき時が來てゐたのだ。今や-起る 
こと；：： るべき 絕叫や 悲嗚に 少しも 介意す る ことなく-彼 ^ を ば 迅速に 片付けなければ ならな かつた 〇 一九 一 
四 年 八 H には、 ^ 咬 的， _の妥想は：舉にしてドィッ资働齐の腦裡から沏ぇ失せ-これに代つてその1後 
に UV /リヵ製の榴散彈が進け中の我綠の軍險の兜のヒに轵膀の祝踽を注ぎ始めてゐたのだ0ドィッ.锄者 
•か抖ぴ1:民生蕤の逍を兑出した今や、この阈民生礙の ^ 亂老 ;|!-- (をば游秋なく ||] 滅することは興に阀家 ^ 民を 
蚤 ^ する 阙家 政府の 袭務 たるべき であつ たの だ。 
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戰線に最良の阀民分子の斃れて行ってゐる時"阈内では少くとも彼淡适蟲共が谦滅されて然るべきであっ 
たの だ。 

•然るに ドィッ 泉 帝陛 •卜に 於いては、 彼等を 掃蕩す る 代りに、 自ら親しくこの沾半の犯邱者典に手を差し延 
ベ、 以つ てこの 狡 槍なる 阈民 暗殺者 共に その内 部活 動の 保 _と可 能 性と を 興へ たので ある。 

斯樣 にして 今や咜 は 1 T ひその 活動を 锁ける ことが 出来た のであった。 彼等の 行動は 以前ょりも IIJ 心 深くな 
り、それ /4 け锊にョリ危險となつた。杂閣のおエラ方が夢を兑てゐる ||4 1 1 に*この低誓せる犯邪老ルは革命を 
III 描した ので ある。 

人々が當時斯かる恐るべき中途半端な手段を採ることに決记したことは、私をして愤涵 |". 祺ぇざらしめ 
た。 然し、 斯かる 生半可な 手段を 採っ たこと が 後に あれほどまでに 恐るべき 結 沿に ならぅ ことは 常時 私 も尙 
ほ 考へ能 はな かった。 

饮 に 人々 U 常時 如何にし なければ ならな かった か？ その 八 上 運動の 指 ^ 者を ば これを 直ちに 捕 純して 裁判 
に附 し* 以っ てこの 國 民の 邪魔物を ば 一掃し なければ ならな かった。 人々 はこの ベス 卜を 掃蕩す る 爲には 、 
撤 敗的に界赦なく金武カ手段を動ねすべきであった。諸々の揲をばこれを解散し、网 ^ は若し必姐あらば銃 
剣を 突き付けても これを 正氣に 立ち 戾 らしめ、 また 最善の 處骰 としては 直ちに これを 跤止 すべきで あった。 
今 U ドィッ 共和阀 政府が 政 黨を解 散す る ことが 出來る やぅに、 大戰常 時に 於いては a ほ I 胯 多くの 理山 を以 
って 斯かる 手段が 採ら^^た のであった。 致に 企 阙民の 興亡が その 如何に 懸 って ゐたの だ。』 (s 二 fs 6 ) 
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六權 力に 依つ て 思想を 倒し 得る か 



ヒト ラー に 捣れ ば* 前揭 に兑るが如く、前大戰に |^ して'トィッは，胜$-の勃發と扣に也ちに『武カ 
手段』を以つて*或 |± 『起ることあるぺき絶叫や悲嗚にも少しも介 £: することなく』、 ^ 内マルクス 
主 衣 者を 次いでは， |"| ||| .土蓰方を .ig 溢ず ベ s -e fc つた。 然るに 常時 ドィッは 敢へて これを 爲 さ 
なかつ たのみ か， 遂に 彼等が 旣に 『轉. MJ ぐるの故を以つここれと拢携して戰 ^ に臨んだのである 
が、然らば -« しこの場合 1¥ |2に斯かる處砬 3 ;: 斷 17 してゐたならば、圯して前々戰にドィッは收戰を免 
れたで あらぅ か？ 

收 g か 勝戰か は艰にマルクス主莪者の反硪革命にわみ四るものではないが故に啊らくこれを別叩題 
とするも、斯<することに依つて见してマルク>、主通を倒し得たであ |-, ぅか？勿論その場合マルク 
ス主雜背を肉體的に『片忖ける』ことは可能であ 0 たであらぅ。が，マルクス主義《存かれ恧しかれ 
1の 14 ;^な精神的川心想的存在で>0*|1はゆるヴエルトァンシャゥング(世界觀乃至人 /1- 3£>である0 
斯かる *- 在を艰に描カ巧至松ハに依つて见して倒し得るも0であらぅか？多くの賸史的祺贤が..小し 
てゐるが如く，却つてア-れをして盛んならしめはしないか>- 

これが玆で當然間題とならねばならぬ。叫くも思想家た0政治家たる荠は玆まで問題を搁0下げて 
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^ へ.こ寸 11 *. ニた-しない。而してヒトラーは迎んで )1* に徹底的にこれを ^ 究レてゐる。 

彼ぐ 1嗞れば、冷かれ恕しかれマルクス生雜の如き一记の思想的根據を持つた運觔なるものは、 |01 
じ S 5 の 而も ョリ 犯しき 悬的根 f 持つ た— 乃 i 力に 依つ ての み 倒され 以 る。 然らざ 衆 
なる 權ヵに 依つ て读 して 倒され 得たい。 例へ ば マルクス、 _ は 、沒 ゆる ゾ ロレ タリァ 附級 
から資木 .1: 說の改廢を中：眼とするものであり、而して資本主雜なるものは哝かに -/ ロレタリァ/、衆乃 
^ « 民火衆の ^: ^ を叫 ^ するものであるとすれば、间じ极に資本主雜の改廢を期しげも3リは仇 ^ 
I る— 例へ ば附 級的毫 からでは なく 岱的 S 的 i :t れを 期す る 1 及び 七の 
權ヵに 依つ て され £ る。 然ら ずして 資本_ を 抱く 患 維持し 擁謹 せんとす る 1 ゆる 现狀 
雜找の 立場に 立つ 運動 乃 :^ 權 乃に说つては、例へ如柯に『神』を擗ぎ『.火』を擗いでしやぅとも、こ 
れを 打倒 しれない。 何故ならば、 マルクス 主我の 如きが 在の 打倒には、 何 ^ かの.' 示 敎を打 倒せん とす 
ろと |--1 じく、上からの權カを以つてする場合に於いても、下からの述勖を以つてする場合に於いて 
も、 む他0改勢的な不捲不：5と-いふことが ^ 大の盟件たるものであるが、斯かる.个校不 ^ なるものは 
ただ， |'4 己を .|^ しとする信念からのみ生じれる。然るに、资本主筑が现代に_民大衆の浓仆を肌讲して 
ゐるも q で— 場合に 於 S ては、 これを.：^ f す 為へ ょりも、 これ 条 f す 衾への 方が ョ 4 
gne あ“ 5、 ョリ：： 3 念 的で あり 付ろ からで ある。 『祌』 や 2 との 關 係に 於いて 名 へても、 斯か 




K-iH — ぱ it 2 も IK 所—. i へが— 的に 成立し、 而— の— ョ 
リ へ"现的であ〇ョリ |,|- 念的であり得るのである0 

も沒 これ— 1 力を 以 つて— し S せんと 1 に 於いては. _ f ぶし 
f に；？ r つて：. 迚楚を 虫 じ、 ョリ 览大な 結嚳 招來 する ものである。 第一に、 斯 かる货 "に ±, •ヒ 
し- ouf^" ノ， wv-=; つ Mif 感 5强5 中 の^^ 分， ^』 «:- して却つて #- 々^^こじらし^、，で 
st —会 し f 。 從つ— たこれ を— $|大|ヵ苦つてしなけ^ならなくな 
!?_-sl: に. そ S1 は-内部的に 精力 S 非常な 识耗を 米た す の みならず. 『货巾の贊>4 
J ■そ SRIi 分 i を f & り 投獄な りして f 失は ねばなら ハ ことにな り， SWS 
EI 化— たす。？ 者 话神的 能力 的に 劣#,^ みと 念. 於— して 相 S1 
S 力なら し： e* 議§擊运| る も Q とな。、 i 我れ と 1 すの 镇と I。 

次に する ヒト f SIS 以上 sfss たも— るが、 これ a 我々 に 忘ても 过 
に 無限の 「小 咬を 含む もので なければ なら UO 



『 尤も その 案 次 S ことが f つた。 そ もく 辟 神 的 理念なる ものは 來 して 劍に依 つて W 滅 され— 
であ ft i た — 力 SW12 依つ— して— 觀 」— 服し ら么？ 
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私. U この間 題を ば 旣に當 時 is 一 一考へ て兑 たので あつた。 

殊に— に 就いて 楚上括 される 賴似 的に 考 へる ことに 依り* 私は 次の— を蝴 た。 
諸々 S— や 1 もの、 並びに 一— 讓的溫 を 持つ た— な t のは • I それが 1 つた もの 
であらぅ と 成 な もので あら •っと， ただ 次の 場合に 於いての み* その 中 成の V, 山の に 於、 て糊サ 了 

© S — 的—： ' V 打破し f 。 f くその 弾繁畺 が、 MS 11 それ . U せ： e 新た— 燃 ゆる. か 如き 
1• . SI — 格 S — 求た る 時に 於いてで あろ。 

そ ，‘— に 翼 的 根 1 カ姦つ ことなくし 系读 力 SV - S ひる ことに 依？ は， 斷 じて 一の 理 
1 SIM し W ない。 f そ SISMS 挺 f f 餘す 所な く該 し 、 S — の— 

-?f まで L 赵戎す るなら ば • 4 た別である。が*斯かろこと.は多くの場八 || *その 1.'!!| « -^^が政治的に ^] カな 
2. 當から 、 W 々久しき に a り 或は 往々 にして 永久に， K 学る ことを 意味す る。 何故ならば、 斯 かる 琉血 
の J 牲、 なる ものは そ S 合 W に、 從來 2 經 除に 依れば， '資^-の 鼓 分子で— からで—。 とい ふの 
は， S 神： si なくして S れる 所の辑 な t の U 常！：. 鐵的 li 惡 1 も® とし 一」 證れ ，從つ 
てまた 繫な挲 をして 却つ て 誤に® ざ-た. 七：而生 ふ 皆* し H 杏 ら - T . たり 

篛 たるの S 神 内界 基 W して 更に らを强 化せし むる の宽に 至る からで ある。 斯 ぅ した ことは 多くの 
f 務カに 依る 一 の 理念 彈 SS - 企 糊に S すろ 器の 蓓 ょりし-'’ fK けは n ろので ある。 

而も gv して そ e 内部： 5;5榘3控 •樂： が增大 すれ. ti すろ ほ ど それ 岳 比例し Y 訾咐大 する。 從つ 
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21 •ただ I 一大— の— i 

り -.' こ pf き — 謹 —, 蒙 — 1$ の —— iqqi, c 

“_ y:MPIr il l ! ie , i ^ 

i にこ i に 於い i た，— 幼 — f lit 
1 ゲ年 V 加.' ni つ.' そ— 力— て來 る。 そし 11 く | 
於いて = つ 別の 理 山からで！ が：— けび 新たなる f 為に 始 するす になる。 ^ て！ 丨丨 
/ n ' l ; 於^^ 1 益 f ..i こ となし 洁 品 力に K つて 一 の教|笔の1 城 g 

れ達 PIP If ft て • If 所と — 幾 f そ 

I な努僅 裏て する M'Isf 必 f i は f 杂 W とい ふこと で— 勢 •このみ 

4111 ili — If て— に 2. I 

H t ° そ — tl 靈 If—, も—— し ilirH; 

ひ— す 1 なら t そ— f 咐す淫 新たた ろ潑— へ抵て 來る。 それと いふのは 、 W か.— U ( の 
波の— た 後には • i に f た If II 繫 S 泣に 势 f 』 l . f ， と 兆 



一 92 — 



に、 旣存の 仏 本 ^ は以 前ょ0もョリ大なる反抗心及びョリ大なろ拊惡を.以つて彼 ^ の敎 ^ を益々罔く吖0" 
更に前に離反せろ裏 ^ 片までが危險の虫つた设には ^ ひ元の从郇に设歸せんとするからであろ。從つ_」、た 
だ永久に變らざる ^ じやぅた.權カの適 )|1 の中にのみ、斯かろ方法り成功の第一前提が存する。然るに、斯か 
ろ不控 不吣 なろ ものは 常にた だ 一定の 精神的 確 佾の蛮 物に 外ならぬ もので あろ。 碗 乎た る 精神的 根 據から 川 
ない 權力な る もの！ i 凡て ^ 動に して ?|. つ不次定であろ。そは砘岡件といふものを缺いて尻り、この確 1^ 件な 
るものはただ熱狂的に |»: 界觀にのみ存し以るのである。それは作人のその時のエネルギー」ー斷デたる決订と 
の發露たるものであり、從つてその人物とその個代及びその强さの相逛に依つ乂それそれ災ろものである。 

これに见に次の如き來情が加はつて來る。 

1切の |||: は觀なろものは、それがョリ多く宗敎的性 5 *{ のものであら.「と成はョリ多く政治的性竹のもので 
あらぅ と 凶に この 場八趟溝の限碎を捌することパ多くの3八=保めゾ |^ 難である ー 丨 • k ft の ^ ^ |«*: ^ の 消 
祸的なれ倒の爲に戰ふょ0も.寧ろ窃，しの理念の拉版的找以の爲に碟ふものである。從つて |1*: 爵觀の戰ひと 
いふ ものは- 叫衞たるょ0も寧ろ攻踩たるものである。攻擊の場へ"に於いてはその1 « は、既にその=檔の 
設定といふことに於いて右利する。何故ならばこのロ控は結 ^ ::: ;1 」の理念の勝利を形成.厂ろからである。然 
るに反對に敵の敎說の打倒といふ消播的：=||の場介に於いては、何時それが迮成され確饩にされたと兑做さ 
るべきか、これを判定することさへも2難であるのだ。旣に斯ぅした理山ょりして监觀の攻幣は、その叻 
衙ょ〇もョリ計银的で有りョリ强カ -^ 苻〇捋る0從つて贲にこの喵合に於>ても、一般に於けると !..1 搽に、. 



斯くて總括して次の如く ^ ひ锶る。 

香 i ジ —i 

15 A- f vlf..^^! 1 -01101 

招来す る ことが Hf パ 一 2f I ' ..と.」 なく ■▲川され、 その 在す る 側 eg 利，， V 

ci とし f i —録 と」— _ 

If ニ — _f i 一ら れて 



— 94 — 



も 持たな かつた 許りでなく •彼れ は その < 1!> 岡を ば / ル* ショァ •デ t クラシ ーの勢 カ及び介僚に依つて 
行は んと した 爲に •その 折 ^ の ^ 愆の现想も甚しく企められたものとなつて、無磷な結识に終つたの 
である。 ヒ トラ— はこれ に 就 いて次ハ如く莴つてゐる。 

『斯ぅした 點 •|^ 於いて從來マルクス中袭の打例は常に失敗したのであつた。それはまた、何故にビスマル 
クの社 科 主 ^ 取締法もその凡ゆる努カにも拘はらず逖に用をなさなかつたか*また砹任でもそれは »] をなさ 
ないかの理由である。この立法は、その萵揚の爲に戰ひが戰はるべキニの新たなる |||: 样舰といふ足坳を缺い 
てゐ た。 謂は ゆる 「國家 權威 J だの 「安 ^ 秩序 」だのといふダヮー 5 が、：の屯死の阏卞の適叻な精神的進 
茶 礎た 夕 以ると 考へ るのは •たた 政府の ぬ 級 せ 僚 共の 例に 依つ て 例の 如き 知識の みが 能く これを 爲し付る所 
である。 

.この 闘爭の 興の 精神的 |者が無かつたが 15 にビスマルクは、彼れの社何 11- ぶ取締法の施けをも、それロ 
55 マ ，.クス -|- ぷ的の考へ方の鹿物であつた所の制度の判斷と总内ヒに否ねなければならなかつたのであろ0 
この 炫血宰柑は、彼れのマルクス主義に ^ すろ戰ひの述命をばソルジョァ.デモク -> シーの好您に委托せ厶 
ことに 依り •描に 輝 ^ の带を させた ので あつた。 

货に斯ぅした凡ては*マルクス :|* ^ に‘封抗すべキ/强烈な征服总志を有する所のーの根木的な新たなる 111: 
界觀を 缺い てゐ たこと に蒞づ く 必然的 ^ ^ に 外ならぬ もので あつた。 
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そ s!i ビ, < 2 vs ひ 4 ら i し—— たの I る。』 OS. i—— 

七不可避なりしマルクス卞歲の勝利 

及 ^ぱ |* |€ける'トィッ|は！！か1轉1||*前—. 

7 7 ブ ，，.くゥブへル £ ||とするユンヶルー黛の取|爲義的勢カと.審匸..ぺつ 

れる 主として. フルダ ョァ S を 代 李る とから 成つ てゐ た。 斯 かる s ffil 2 

H If これ— し 1! か ニ時屋 し— しても、 そ — If 

L i 广り网 卜 I の— 化せ— に. t まで、 犯して 能く I クス處 の 接 fs 5 たで 
— 常時？ a シャ • f ジル 尨 治巖 泛ゥ丄 ヘル 土 一世の それは、 人— 

洵主 ^ 思想{ ¥ フィブニツッやゥォルフを也ここ、[ >4 ^. 0 --:ュ.^、- : ! 

LF 詩 sis ll r 

ゾ ff せる 『 S の 平和的 較 一』 腐 指せる もので ぁつて. 取なる， 1 と— ょ 
?ノ1 那に 於け t の 政治— 1 el — つて 戍は『蜜』|とでみぶ々か乏叫 
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合ョリ適切なものであるが、それは低きょり .*.?; きに ^! つて迆む觖史のーの發祕抆附としての近 11« 則 ^ 

紕 織と 5 tQ 益 S て 何 導の 器な 蠶も なく、 從つ てまた 必然的 运木滿 的 說如贫 なる 郎 

に 於 S て、 S ゆ— 山 主義と 一致す る もの： つた" 私は 裳に この sfy •ち 入つ て 究明す る 
の S を 持たな S が、 • 所 かる— 主^ ^ 治— や SII を以 つて、 於して ニク 3 主 f 終 M 
,0に打波し ^ たであらぅか？また打破しれるものであらぅか？ ^ しこの.邮思想丼にマルクス主莰 
を 終 封に 齿し 料る に t ない も € とすれば、 かの S ドィッに これに 代つ て X ク sfs 
すべき 如何なる 思想 及び 運動が あつたか？ 

これに 對 する じ トラ 丨の从 ■は、® 憾 乍ら、 甚 しく 否记 的な ものて ある < 勿 論 彼れ に攸 4 ば 恐ら 
く — SS に S ネ 、かの 變 M 斷乎 として マルク 1 后し V? ま 1 f 採る 

べきで あつたで H を 誤么 切る 言な 篇 は、 假令 議泛 がね になる 盎と雖 も 

gyM かるべき ものでは ない。 が、 その 結 供に 就いては 彼れ は、 姑 W 悲 K 的は 解に 終つ てゐ る。 攸り 
にマルクス主 ^ をば祕潘し得たとしても、常時ド+ッには，，ル'/乂中 ^ に代つて闷，謂尺を指擎べ 
き 何物 も 無 かつた Q : る。 S 揭 Q ビ ニル クの 問題 SM 及した 後、 彼れ は H 裏 反め を r つて'^ の 
如く ^ し\」むる0 
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t—if 靈 —I! II 參 —? 15 

ば H 

If ^>1- - sa^c , fi ^ 

iy—zli を H 來 ——れ少 
/ i たのて t |漠級の .%' から5斷された ^-^ャフ|はテ-し_-|し 
f にし ニ® して * 一 ff 夢： の—^ u ,, f ———〕 が， 今 十 

人 ^ ippylpulff 
は，， f り ▲1 が i しい If とれ H 戒 HI る。 i — に 於いて 

- I ® かな W 学— かこれ— >1て *2) ^1|*|德の正しか公 

.— 1— 。却ち. 平和— ,: ^ つて〜— す f ‘ — li 摘に 依つ ご® 

f … 111 t!« 



の {,} _§んど全くブルジョア£級ょ0川1い*かことで|。言 (.'.1 ほ '|*'1 沒人ものゾル.ショブ諸 
財が 毎朝 ユダヤ 系 新聞を 侍ち® れて 熱心 运 んでゐ る W り •支配 暗 級の^^ には 「ぃ®」“ 力を''々' る 
饺格 など ii 全くない。 彼 交 も 騖同 じ- - f 潔 物 為み 込んで ゐ るに f ない ので ある。 その 氓 S 袞にそ 
の製#3人は同じくユダヤ人であるのだ 。 

然し この ことは® ら 4 く別盟 としても， 我 SSU ゆろ gl 級が 次の ことを 1 しない」' いふ— 

は •彼 f ら €|能カの|さ|すもの1へ卽ち：也 |- -のぺストに外なら3プルクス|3 4!| き 
存在の 籠を W 半る ことの 2 來な かつた 本 情 こそは. 今や また •そ® 火'、 る 姿 W ひ 拷—贤 す 能は f - 
しめて ゐるの だとい ふこと である。 

r ブル ジョア j 鑒彼 等は 自ら さ* 1 稱 して ゐ るので あろが ィは ，球 決して 「フロ レダ リア」 プ衆 
を 箨の饗 に繫ぎ S ないで あらぅ。 何故ならば* 益では この* つの 世界は、 十は . U が 的 r 1 は 人 F 
に、 ビ 6 に 隔 f れ 一」 登して s ' そ SgS 货 5— とし T . ii た' た gf ' o 付る の み 2 ろから であ 
る。 そして 其處？ (£ 芯い方が勝利するであら\.而してそれはマルクス匕篇である。 

..九：？： 年には 社炱 主赢 に對 する 帶は蠢 に 確かに 考へ 得られた。 が、-」 れに 代る へき 何等の 舊 
的 代 m 物 4 か つ たこ— f 時* -」 の— を 何 し 得た かは 請で あつた。』 9 STI 

然 り、 そ 1文 || : . に. 1' >>1 能であつたと. >1 ふべ * であらぅ。 « し，その場八"マルクス主满を « にす仕し 
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ぬん が O ' に tr ヒト f ね ， 

蠢丨 て tK l: ^I ,l f しめ！ 所の —- 卽 ちぞ公 |1-: なる ^ 本 

靈 f 9 ^ 3 u , rrt 一 r - は， illi 

プブ には . SS -. I ベく もない こと—。 じ 5 右て ィッ 支 S 級 及び そ 
X ?1. 翁艺 めて ゐる所 U ■は—…— 泛は g でぁるが、 
妓 2 X ク—浩 S しつ 、. f f^ 'i Ir h ll t そ S fsf : 食— たのた。 

z ^ 

ミ N は ゆる w {5 rs §2 黛 以外 utc ょこ'"; つて— SS •す 為り • ヒト f 
て、 その f : ミ® す ベく もなかつ た f 
侄して « らねばならなかつた0 ■ ll y ^ I ド— ミ’ ■ ! J l l- o 

乃ゼ打纪政猫は常時に於ぃ f If lI II ^l M^^ 

lrllf f iif t ォ ， ， …—— I て， 

r くて…— f — i 、 2 盡— 1 1 後 I 
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が、 戰卞か ら «つて、 |'| み述勒=1: ]'! : 社行中-孩；池励を起すに.个'つた1つの抑機 |± 、こハ戰屮に於ける 
片怒に始まつてゐる。彼れはこの冏題の敁後に次の如く訴つてゐる。 

へこの 點に大 なる 缺- £があ つた " 

私は执 |- 大 1 .3 ^> ら斯ぅした ^ ^ ,>-'“してゐた。それ故にまた旣成供 11 1 1 のいづれに加人する決心に ^ 0? 1.»' 
なかつ た。 が、 私は* f 大戰に 於け る講 件の 推移の 屮に '「談 付」 常 Hks もので なけ ゎ ばなら ない 所 
の® 妯が # 1|-: しない爲に’社伢民 :1 ; . 主 ^ 〔マタヴス 1- 发〕に對し-'' ^ 借な '< 戰ひを遂行すろことが |1.'| らかに 
.小 1'1 能であつたのを兑て、私の兑解ャ益々强め.りれたのであつた。 

私は これに 就いて 常時 •私の 少數 の戰友 に.公然私 1 , ) ;« へ々披雎してゐた。 

その上に 91 に私には今'後に何時かは政治 |_ -??. 動しやぅといふ ^ へまでが始め；」 !?- んで來たので & つ 

こ 11 

货時私の俠い範阅の友人達に對して’鞔後には-:^一^分の職菜の傍ら ^ 說孓として估脚して从たいもの 
だと«々カ '11 したのであつたが，それ (3: 1 , £ に斯ぅした励襖からに外ならなかつた。 

從つ てまた 私' は常時これに就いて極めてれ劍に名へてゐたのであつた 1£ 9. . » 1丨 3 2> 
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八 誤れる ドィツの—® . In めの 

」 ラ|ヵ 1 ^ しとして , # 場に办りこ、.寺ゴ 
す——」 て.—— fid ッ 111 1 : •ル i 

t 能は な 1 .深—^^ HH ' Jr 4 f I 何 i 
バ -■<!: は • If — SI — し— 1 „あつ4^ 到 f けれ— — 
トじ やっな— S かれた こと！ 方み が-? hi fl べ爲 つて 
C 朱た 如く， は泛 ゥィン 時 t ?' : 1‘. ミし パ— であらぅ 。 f s 浩— 

f Ir . i ! 

ys であつ たので ある 。 g も 被れは 今 tlT . l- h . ひ 『si 嫌. S 丧 J に f yA 
力の 2 指 f に、？ そ 5 S3 を _ i ? c .\ の危容 亡 2 時とは.. 3 ハトら 'これらの 勢 
々として P - はね ぱ ならな かつた $ * J る。*! くこと S 明.— S る S 下に 

I 命を ^ し -- Jg 

こグヒ トラ 1 力 M じく戰 場に 於いて 同じ tt : に 反—;; く— • 

l:l II I!: “_ If if 1 

i • 1 is ; 人 审にィギリスはこの宣 
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傅の « に勝ち、'トィッはこの{- ||. 俾の爲に收れたとまで 3 はれるほど爪火なものである。ヒトラーはこ 
れをば，轿論に於ける | 1 ;£ 本：=次轺介 1 /) 中 |;: 沾るが - 41 | く、特に 1 -戰 ^ 宣傅』と題する獨 1 , /: せるー萆を設 
けて 論じて. 3 るが，. l ( K ^ iln lc t *- /<; ? ^ lt a ^ ® v > „ i % i <£ - c - t l fo o > r » j 」< K ^ tc ^ tt ?> * s ^ ^ iK 
でも あるので， 我々 の硏究 に 於 5 ては これを 本. tl lc w せて 硏究紹 介す る。 彼れ は ^ づ こ& 問題に 就い 
で次の如く記してゐる。 

『政沾上の凡ゆる艰象を注意深く硏究せるに «- つて-¥くから絶ぇず私の人なる關心を (1.1 したも0 <£ プロ 
パガン.ダ〔.："'你〕の1であつた。私は其處に.の ;£1 具を兑川したのであつたが.この道具は夙 |- マルクス 
社矜卞 « の ^ 1! 5!! が *» まことに ^ に人つた巧吵さ，>-以つて*これを媒侦し適 >|] することを心35てゐたもので 
あった ..：.. o 

が， この WW なろ t のが その 適 明に； ® W された 時は 如何に 恐ろしい 1 を 招來 する もので あろ かは、 人 
々は人戰に際して始めて知0得たのであつた。然しこの場合に於いてもまた迫撼卞り，凡ては敵側から3&ば 
ねばな へなかつたロ何故ならば^この點に货けろ我が方の^^たるや货モ消保的といふょりも增ろ皆無に 
近いものであつたからである。然しまたこの我が'トィッ側に於ける全啓 5« !3©の完全な « 能こそは —— その 
無能の杻 (£ 殊に我々兵十：の眼には誰が見ても餘0にも明らかなものでなけれぱならなかつたが I 私を して 
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.今や この：- 1 パガン グ品 題— に m く 立ち 人つ て W 兜せ しむろ 3 则晚 となつ たので あつた d (ゾ i 

所く しで トラ-は ’ 1 に 於い こ SOS、 .V 货 びそ 佐 罢 i (If 君 品— 深 
く“-：; ち 人つ て に セつ た d つたべ 此， もまた 彼れ は. M 證 政片 ss ? 货 び® 能 
を i し.^ 4 泛ら なか C た。 <4 トィ“ 拎 いて 翌 S® が 名し 穴 sf 行 c た 3 
I るが' それは §洁 ィ ギ リ S 比し S か罘容 な も S であつ— たく* 方？ に 於 
い，- Jgt ^ A 0 ,. 神つ て逆效 f へ來 たした 3 あつた ふ. 矣れ が^^ 接 ま e 改めら ハ 

たか c<。 ヒ トラ ーは前报の如く述ぺた後に次の如く ^ つてゐる 

:‘こ 3 题に就いてタ、る時 !^1 は、我々には* ^ 々にして00餘るほとあつた。3し.その竹ぬの敎.ボと 
いふ ものは 我々 は 敵から 與へ られた s e ちつた て-一 も それは 矮^' 餘 りに 4 れた もので あつた。 

ぞそ S 哀が 方に 於いては 沒却 されて ゐた 所の ものを ば. 敵は f 、 艺 尝と执 に 天 K 的な ろ 遠 
と S つ 5! 一して 來た s であつ た。 この 敵 S 擧这： i は 私 4た欝にれへられろ所があ .:^ 」，.然るに 
找が方 に 於いては， これを W も ¥く 採つ て以 つて 自 rJ 茲 訓と すべ备 の 人々 SMS に 於いても 何等 
'さぅ した こと も - t しに 益し く 時 V ; 過した ので あつた。 彼等は その 場合* その f 满は f した 他からの 敎咖 



—け贫 るには 餘£ も 小 他の 膂沒 また* れを 受け 寶る だけの 興 界な蠢 為い 

てゐ たので あつた。 

一， 我が 方には 果して 實 傳なる ものが 一般に 存在した であらぅ か？ 

'过憾 乍 ら これ li 對 して 私は _だ- 《と 答へ 得る だけで—。 この 方 虎 於いて 我が 方に 货際 に$ らネた 砂 
の 一切は、 その 最初から 拽 しく 不充分で あり 誤つ て 尻り、 その 爲に結 紐 少しも 役立たな かつた 許りでなく、 
却つ て ® 々 禍赉 さへ も來 たした ので あつた。 

その 形 爸 於いては + 充分で あり， その 袋に 於いては 精神的に 旣に 誤つ てゐ た。 これ ヵド イツの 賤 S 
傳 を注矗 く 吟味して 搜られ る 齧で なければ ならな かつた。』 20 wjB 

然 らば 一 g ドィツは — S として 如何— ことを して ゐた であらっ か V •その 詳しい ことは じ" 

ラ丨 も 述べ vs ネ . f 迗 sis 判 1 中定の 為— けで— が、 彼れ に據 
i 何ょ り も 先づ 第一 y * 前大戰 に 於け る-トィ ツ s 馨兹— も s は、 そ eolgs 識 ょりして 旣 

に ハツ キリし な s も！ 5 であつ た。 否. 基し く說 ■せ ts であつ た。. 

そもく 擧宜 傅は 何ん sblo はれ •る も か？ 5 まで もな く、 そ 盆 1 S にむ は 

れるも S — り、， ve 勝利— ん說 れぱ —3。 3 ちノ ve — 迗 S ては、 戰 
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t - が： m 的で あり， 贪傅は乎段である。從つてまた ',<: 饨は*その (1 的に役立ち«るやぅな形式及び內咨 
に 於いて：；； ： e れなけ ればならない。而して玆までは先づ何人も兴#の無い所で&けれぱならぬ。 

が* 然らぱ 记に1: « |!1] の戰 1''-- は1擗何んの«に戰はれるものであ6*また戰はるぺきものである 
か？ 戰平は 戰. 平 a 傅に とつて は H 的たり 虫 人たり 枓るが、それ， ['| . # ^ 極の 0 的た〇柑ないことは明 
ら かで ある。 それは sf £ i 者 s 何等か en 的の 爲 s も s でた ければ— 3。 そ se 的は 何んで ある 
か？闽诚發拗か，世界平和か、人逍弘布か>成は史にその他のものか？それともその凡てか？ 
これは戰爭の運命に關する 1]1 大問题であると :!|; /\ に，戰 ^ 宄傅にとつて极木的柬人 |«1 題た乙ものであ 
z . 。 s ' tt なら ぱ * t - c n - tt ^ 0 - c J ; « l / J ft # 7 II ; ^ ^ s itl ^ t - J ' tc その® 效 か ^ a 力 も y ‘ > t . 5 < -(: 十る 
ので ある。 

ところでヒトラ|に捣れぱ、1:家 |!|| の戰 -11-- なるものは，常該1:尺 '5; £ 0' _1)の生仆の確保，その£1 ||| . 
獨立 •名^: q 維持 SU 戰 a れ f s で t * 戰は るべ* も 39あ つ v ノ 何物た る もので 
もな 5。勿淪、その場八 || 、 11|: # の正我とか人 21 とかいふやぅなことも考 !« 2れねぱならない。然しそ 
n - は. その 場合、 第二 葙的な 意 ® •袖 助 的 役割し か 有しない もので あつて •也 接戰 叩 の H 的た る 
ものでは な so 何故ならば > |«: 界の.此葙とか人遊とかいふことは， |||: # 人知從つてまた民换が有つて 
始めてその間に成->-する所の概念であつて>..儿來人類 |{|| の1の规制槪念に過ぎないものであ0、人 |« 
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の 作 ••(' I -： を 離れて 存 / I : し る もの では & v < 。 換.' 13すれば，それ《人類の屯介といふ吕的に氺 1|: する网の 
手段た る もので あつて、 ；=的を離れて一切の手段はナンセンスであると |^] じく人類クル * 關係を ®; 
1て 11 : . 蓰とか人 21 とかの :-1-: 报は1切ナンセンスたるものである0それは祛なるものであり )1 偽なるも 
ので ある。 ところで 戰 -11-- と いふとキ- |± £!£ に， |!1] 题の ||- 栽人逍の ^ 礎たる人鉍の生札 5 V / 該 w k ^ tffl - ,」 
に關 す.；： も；； である。 と 扣 に、 戰 wg 行 はれろ 時 に， 從來 3- A 丧人迅 SK 念を 以 つてして は说ル 
し M ない も Q が*. = ' しない も 5 が— か， ら であり， それ 泛舉が o はれる ので—。 そ“ 
に 於いては Sr 罡 f か 人 f かを. 言し、 これ t 以 つて 戰 ' S - R 的と すると S ことは • t セぶ 
以外 S 何物た る^* S でもな S 。 戰ふ あつ V は、 tVS 戦 4 こと.— SS が 高 淡'^ 卞‘ 
人 逝で tg で ある。 M が SI るか* 何が 人 ft か. 罡斯 かる 槪 fl する のみでは、 

少しく思 ^- する «- には何人にも- 敵に も 味方に も 1>|! 解 3 れるものではな5。これはヵに『ノ 

和』 とか 『新 秩 印』 とかい ふ坳合 に 於いても 问じで ある 0茗し 1!? に斯かる槪念をして生きたものたら 
しめ、® っ VI に 役立たし めんと すれば* 先づ ハッ 生 保と いふ ことを 以 
つて 義印 S H 的と なし、 そ Q 击立 つて 新た 1 s S 關 係に 於いて これら St 主— れ 
ゼ ければ ならな S 。 そ SS に— SSW も S し、 他 もまた* VS 了解 1 ない- 
持つ ので—。 そ SS にこ そ祌 も' 太 も 薪し 紛 ふので ある。 W 故なら ば， 神 A 人 も 人類の 生 打を 望ん て 
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^， り 、そハ生 >(/- の ^ には死をも 11« して戰ふ'个 /;|1 にして剛强なる以族の生存を望んでゐると1せられる 
からで ある Q 

然るこ、沿大戰に於けるドィッの ^ 政 «* 附級はどぅしてもこのことを洲解しなかつた。， ['1 ^ ^ ゾ生 

贫 確保 a ： S 玄とを ば 晋含 にす ベから ft き 罪學も t く 乃へ、 取に 频り 

に 1^ 界平和とか人逍とかぃふことを强調してゐたのであつた。而も七れを以つて何か、内，しゾ *» か ^> 森 
fl する i し t の』 の 如く 巧へ、 獨 爲がり に陷 つて ゐ たの— つた。® 1 その兹 
も秫々の點こ於ぃて.ず府したものであり、無效见なものであり、逆效见さへ见ざるを得なかつたので 
ある。 ヒ トラー は 次の 如く 言つ てゐ る。 

r 先 づ 设糾に起るべき叫題に就ぃて旣に、人々は充分明瞭にしてゐなかつたやぅに兑ぇる。郎ち、穴似は 
利把であるか、 11^ 的であるか、といふことである0 

• K 傅は 手段で ちろ。 從つて それは =的の觀點ょりして判斷されなければならない0それ故にまた穴傅の形 
义 は •それが 准 仕す る 所の ッ 51 の 達成を 肋け るに你 然迫八 M した もので なければ ならない …… 。ところで，， .八 
戰， V : 迎 じて その lr:i に戰は れた 9 ^ なるものは*凡そ人 [1 , >1 にとつて考へられる ^ も ^ 0 にして^つ^^瓦大な 

もので あ？ た。 ちそ n は、 我が 迓の帛 と翌 であり、 その 蜇の鋈 の 確保で あ 0、 而 して 货に燈 
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ドィツ H 泛 その 人間と しての 中— 吾— こ K ぎ……*- - tl t 文 
f 口 パ W ダ SU 的た ろあ1、 これ 益け て 裳— せし むる ことこ そは そ® 品- ? 

な r 」 rw— 二進 貪 II の — ひ 、 i 

! て-—— 4 

: ? l r :;:_^ 

e ,*.* 斤 w して—-— な vs であ o : f それ 1 そ s も e 、 辑— する fw」f - ず 

ruai iil ti 气浩 て、-」—— 霞た— fli れ i 

4.- ハ— とかと いふ* 11 の人盟 伐む I から f 去つ— —」 t 

v “. 卜 る—— て， 裏！—！———, W I 1 

hr し Ur い — ti - tils •そ ti の— i 货」 

nf ——'—— や、—」— i ———」 1 it 了 ミ 
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ある。 これは 竹に 常 •一 从られる所の榀め‘-叫姒な結 ^ であろ。 

それ故に.この人 111 叫跑に關してはモルトヶも奴に次の如く述べてゐろ。. |2|] も、戰 ^ に於いては人迈は常 
に念旭に療：：广ることに尔0、從って般も激しき戰 ^ 方法が ^ も人泣的なものである、と。 
然ろに/八艿し沲ぶたの：1:んだのといふ *>; 談を以って斯かろ ^.] 题に臨まんとするならば、それに 3*| しては 

^ Lii^ rr ^ o yi ^ w -ff om ^ o ^ ^ ^ ^ M^W ^ Mi ^ fHI IM ^ ^ m ^ ^ lf co m^^r AW fMl ^ ^ ^ to ^ a 

の 如きは 1 UJ W : き 飛ばして でふものであグ乂と^人刖小沾の中に存在し泔る於も：个 ^ なるものは-常に戧颭 
の跋奸 たろ ムので ある。 それとも かの シユヮ ー ベン 的 デヵタンの陡は*ドィッ阀以の今=の沉命の如？ヤ以 
つて 「辦染 的」 と ^ へる であらぅ か .! …… 0 

ところで*この人 )!2 とか奕とかいふは地が戰 ^ に對して1咫び阶上されろものとすれば、それはまたその 
^ 踔の说 ^ としても涵川され泔ない。 

人 ^ に於いては穴 ^ はリ的の 0 の一の个段であった。而してその=的は竹にドィッ段权の生介の爲の磷ひ 
といふことであつた。從って充た穴傅は¥らこの：^的に安常する ^ 览则から考祭さるべきであった如侃に 
战酷な 方法と 雖 4、 それが 勝利を 迅速ならしむろものである卟には、人泣的なものであつた。また、その方 
法が該阀 ^ をして.：1::山の拽齡を確怵ゼしむるものであろならば.それこそ唯に美なるものであった。 

これ こそ tr 斯かろ 1-: 死の 賊ひに 於いて* 戰^ - VI: 抄の問 迦に對 I て 捋らろ ベ ? 唯一の ^ 阶 な— であつ 



袭こ 月ら かこな つて ゐた ならば， 彼 写〕 の § SS の 形式？ 

书 しこの こと— 备 — i —3? つ た！ 5 i ... " i 9 rl 
1 於い v - i —1-^ I ハ 

九逆效 1 博 i 1 象へ— 足 

ドィ 

&つてゐたことは41パ^ふ^^贤1!に§|である 
K 1 S みそ 匕く'„.‘*ノ 111 ;_1|6とエこと絮つた。旣に立 
が、. トラ-に 掩れ ば， 至に'— には 幸. |ち，」&1 ” 

p 的が ハッ i 中、 1 i !、. 1 
(7 M 然 であらぅ。 ヒ トラ— はこれ に 就いて 次の 如く 偷じ て — r 

线“ 

31151 さ 5 ン 
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ダ ヒい ^ ものは無くして*吊問的紱化といふものが奋る。ところが寅铋はその内料上ょり兑て決して摩問で 
ない： 卜は* 恰 かも跋 饩ビラの炎现そのものが美術でないと^しである …… o 

我等が 今 u -/ t バガン ダ •こい ふ 語を 以つて 呼んで ゐる所 の ものに 於いても - 4V 悄は正 に 同じ ものが ある 0 
寅 傅の 使命は" 齐人を ^ 叫的に敎化1るといふやぅなことに { 1*: るのではな<して、大衆に或るー ^ の取 
K や 純 緯やそ の 他の必 此來 項を 指： ボ し、 以つて それらの もの >m. 迎性が 火 衆の 視界に 人り 初めて 来る やぅに 
すろ 所に ある。 

從つて {2 » のコッは琢ら*これを巧みな方法に於いて行ひ、以つて成る亭时の現 ^ 性や、或る過松の必然 
性 や* 何等かの 必艇來 項の 妥當性 に 就いて 一般的 確 倌を 生せ しむる に 在る 。だが 然し •货 傅は それ だからと 
言つて必然忡そのものを來ヒするものではなく.また事とするものではあり捋ないのであるから、而してま 
た贫傳の使命は鹿れビラに於けると全く：1様に大衆の注总を喚起する點に主として存するものであ0、旣に 
繆問的に純驗が相つた0或ひは敎養識兑を记に搜んと努めてゐる人々を敎化するに在るのではないのである 
から*その活動もまた常に主として感情の方而に向けらるべきであつて、謂はゆる理 #. の方面に對しては栩 
めて 制約され たもので なければ ならない 0 

更に/ ぜ：阽は凡て ^ 衆的でなければならず、その精神的挖準は、該泣傅がその向はんと考へる所の槊_の 
中で も、 その ^ も 無 ^ なる 人々 の 感受 力に 適合して 定められなければ ならない。 從つ て、 その 捉 ふべき 人間 
大衆の 迸が 人 なれば 大なる ほど、 宣傳の 純 秘祌的 高度は 低められなければ ならない。 それ故に また* 一の 
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そ Sts 神 的— の 1 SI ける の m 心は -s 何に— あつて 4 の f 過ぎ ると い 1 と i もり w 

jiw 活 くし v そ 尽盟— 装 家な け れ活 ない ほ. と.® して？ 奈 S 技— すれば— す 
ろ i と •そ 1— 爾墓 11 。而」 て-」—」 fl — 捏、 f f そ 
の ゐ II い S す—— tig 決—— 慕い— な 

どバ して、 その 心理—— i — の— 
に その 心 f 1S 方法— 學— f の 1 とされ 文々 が この こと SM しな 
かつた と.. ふこと if' I する： i 彼 11 炫れ を— 1 に 外なら ない。 ; 

贸な大 IU . VS 赏搭 1 中 I el 蟹れ— らば •裁 运の絮 f 力 

主して 來る '. 

s ち • _Kwis な 1 f I 加へ t とす 怎 SI 1 VV 」 41 。 

大— .力と い t の 逢— された もので— るのは io 尔ら . f その wrf 

ろ 方— V 警—"」 足 震— f 

ならない。 また •こ 1 .v—u 滢す 一一 も. 您 1 以？ 而も— —if ん 4 し 一」 ゐろ こぶ 
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最後の 一人にまで も 明確に 推 祭し 得られろ やぅに •寸鐵 的に これを ^ J ] I するとい ふ 風に しなければ ならな 
い」この原則を忘れて多方而に亙らんとする時には*忽ちにして宣傅の效ヵは飛散して/ふでぁらぅ。何故 
たらけ-大衆は其處に提供された材料ゃ-ば消化することも保持することも /{1 來ないからでぁる。從ってその 
結 ^^また大いに弱められ’結 ^ 無效となって了ふのである ^ ^ ニ笑—一の① 

このヒトラーの穴傅對繚に關する盾述は、前節に紹介せる宂傅：=的に關すろ論述及び後節に紹介す 
る鼓傅態度に關する淪述と :-11: :に、訏はば彼れの :[7: :攸槪淪を榀成广るものでぁって、波れ及びナチ<の 
優れたるーっに數へられるものでぁ0、私はこれをば人々の ^1 かの『お役』に »/: 0 かも知れないと思 
つて比較的 *>: ち人つて紹介する次第でぁるが、前 « にヒトラーのオつてゐることは要するに、{乂协は 
そ ハ對 歎を 常に 破に 大衆に 求めねば /: ら ぬと いふこと*從つて大衆の如 ^ 及び心现といふものをョク 
现解して適切训到に行はれねばならないといふにぁる。 . 

然るに恥大戰に於けるドィッの宂傅はこハ點に於いてどぅでぁったか？何虑に |.>) けて誰れを件蒙 
する«りでぁつたか知らないが、*だ大衆の心观に添はない、筏から後からとそのゥソの皮の驳搏す 
るやぅな貨傅許りをしてゐたのでぁった。これが爲にその :0: 侦は- ^ 内では佝ほ：2じられ -'(: ゐたので 
ぁった が、 戰線で は 終 ひには 『氣 違 ひ』 だの 『發作 』 だのと 曾って 桕 P に さ れな くな ったので ぁった。 
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; に反して s S I は？ S も ハ— つた ご トラ-は 次 S 如 く Si つて ゐ今 

§て， その Is くべ — ® •1 習大— ' It ほ. と， その 浴 ( l > i. lt , 心 

WH 、 一 ru —.1— •一— 1— マ—— K . 化， ミ 
1 01.0^ 

つ 一— 1じ た のでぁ つた。 兵士 達は 去— したの f „ ,o s.if : トィ 

と 彼 ill る ことのない Ti したので —。^ Ml 

f こ* ゴ .s ヴ -f しい— を m ひ yf ぅと も， それは 唯 だ •態の 告ぞら i て f . な £ 
HrM — なく-— た = 從 つて— 泣， 1 C て— 11 し i — 
W — 强 からしむ る—. 他方に 於いては* 沒 ゆ——®'」 対する— と f — ? 
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しめたので あつた。 蓋し 彼等は、 今や 敵： is して 敵の 武器の 怖ろ しき 作⑴を 知つ て* 而古分 達の it 
或 ひは！^ 恐らく w => 以 .^恤 ろしき 作⑴を 敵に 與へ るで あらぅ ことには 一松の 反 要， 加へ る 暇 もな く •益々 位 
め 問いて ゐた跸 较 なる 敵の 「神 奴 的」 殘 店性が扣處に七されてゐるとのみ思ひ込んだのであつた。 

斯くして姝にィギリスの圬 ;!: 達は、その木阈に於いて獻低を敎へられたな.とといふことは少しも老へるこ 
とが 出来な かつた。 f に 我が ドィッの 方に 於いては、 醫尔ら その链 S 介が g ろ 多 かつた。 これが a 
に逖には-味方から你ほも过せられた{#の凡て：^ー校に「氣遼ひ」だとか「發作」だとか言つて砧避さ 
れ ろに デ-つたので あつた。 それは 明らかに* 宣炒 には M も 天才 的なる 椅神的 能力 家を 任じて こそ 川 S す も 
ので— ことを 理解せ ずして* 第二 流の 人物を 丨— 或ひは「竹通收」に贤い人間を I fr : 命す れば re いもの 
と考 へられて ゐた姑 果に 外なら なかつ た。 

ドィッの 罨 •遠は 撂 •」 心？ 宗 しい 反^: 客く 缺い てゐ岛 に •その 贸に 於いて 正に 逆の 效 兄を 

來た した 货傅の ^ 上の敎訓の贺例を七したのであつた〇』( ^ 10199) 

十 寅 傅 態度の 不徹底 —— .ri; 傅に 旣に敗 る 

笵 7- ーに、-其處には ^ に{:=;傅態度の叩題があつた。ヒトラーに摊れば、前述の如く、食傅を迆めるに 
常つては人 |!:] の心现作 ^] を充分 ^ ^: して迆むべきであり、徒らに敵を ^ 格化したり弱いものに思はせ 
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た— る tt と —i く. へき— つて： ullcuu -'' ^」 您 つ 

も _! し ■しめ—!？ U " し が f f I 、 ぃ S 
て— kill る もので 方 if 基し— ば 重 

r 錢い“ _ 

;; p !、 從 i l 心 inp —。 

h !! :—— 害 

犯して— 『ド— が—— の I は— へきて は M i :4 -,c リせ十 

.1 しこ！ ことを ssli して— el つた。 そ も， H nf f 斤？ 叩 
U 5 S 人って 

とする 下心 つた eg 、 るが U 舌货 sfs し— で？ 1 い 

- ' I I * <*n • 一 〇 , ri o \ 



つた 0 



メーは 次の 如く 語つ てゐ 
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r . 然るに 人々 は、 そ もく I 切 の益録の第一前提たる次のネ柄に對して、ゼ甚しくその霖を缺い 
てゐ た」. く .：2: 傅を 艰 とすろ 者は •その 聚 ふべき； 切の 問营對 しで、 ボざ浴 州.、 ー浴(金心 
(die Indllicll subjektiv £5. ?| ^ 5£» &者&30)を採らねばならないといふこと、これであ， 0 0 この點に 
於い r ' トィ ッの 贷傅は甚しく過誤を犯して ;.«, 1 0、而もそれが戰氓の劈邱から般後まで改められなかつたもの 
で ナヤ：' て •そ S に 入々 は、 果して 嚣ま での ナン. ^ス 沙汰は 取に 漦な f に^: づく もので— かとう 
かを、常然疑はせられた捋であつた。 

例へ ば* f 一の 新しい 石險を fmf とする 場合、 その费 に •同時に 他 S •心檢 を も 「梭 U 」 な も 
の 卜して r,i 敝 したなら ば’ 人々 は それを 兑て 何ん と考 へる であらう か？ 

人々 は それを 見て 唯 •た 頭を 横に 振る だけで あらう。 

政治 ヒの诹小：1に於いても車情は令く；^じものである0 

fi 傅の 使命なる ものは •例へ ば、 幾多の 相 異ろ 茁常性を比較 #. 货するに在るのではなくして、該货傳がそ 
€ 爲に遠 せんとす ろ 所 S る 一つの 物 基ら ■する に 在る。 •鼓は、 似 貪® であらう f それが 他 
に 幸 ひする もので— f 、 こ れを .■的に 追究し 5 つて 大衆に そ i 公明 造 知らせょう などと す 
べ去1のではなくして，常に唯だ0方に奉仕するものでなけれ.はならない〇 

戰审の蘀 を 論ずる に當 つて、 ドィッの みが この 破：^ 〔筆〕 の 華 •に對 して稃 を瑟ら るべ— 丈な 
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くして-寧ろ，—— 震 i — 一致し ない—— としても^— 

こ— る •1 い •とい： vi .— lt て— f —— f ナ見 地 
112 行 はれた の— つたが ー极 本的& れ f の 2 つた。 

パ i 產 If 会、 i 響 i , 純 1 件 的 

こ 判 HMPr/ff i ない。— ろ 、— f f パ t 

f “：||議露 

の.？ か何授 f : H 网の それが 何 SI などは • f ! u けい" だ^; 
U 1 し 1 れず •控 敵が M の ニな. とはせ ずし V 、 そ 名 o と ルる释 

fvl^ip tc tu ti 0 . 1— いて — gilf ir I る 

lit — J :! U U M 

_Elf 
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この 點に 於いて も 殊に ィギリスの 貨 傳は、 興に ^ 才的に その 一切を 理解し- n. つ これを 考迸 してゐ た。 其 
處に は、.： T 方の 疑惑 ヶ惹 起す る やうな 屮途半 端と いふ ものは 全く 兑られ なかつ た 0 

ィ ¥ リスが右の大衆の感覺の ^ 朴姓をョク知つてゐたこどの ^ 據は*この大衆の狀態に應じて、涔赦なく 
:=つ巧みにも、敵の兹逆を货傅し、以つてその ^ 扠ヒ大敗北せろ時に於いても你ほ能く、その戰線の ^ ^ 的* 
抵抗を 保ち 俗る の 5^をしてゐたことの屮に ;1 られたと共に*更にその敵ドィッを以つて戰爭妓生の佑*の 
資 化與となし、これを飽くまで徹歧的に轧师せろ所に兑られた。それはーの版低たるものであつた0而もィ 
ギリスは これを ば、 無 條忭に •鐵而 皮に •一方的に、 飽くまで 强 引に、 ひたすら 强調す る ことに 依つ て-惑 
情 的に して 絕ぇず 掙 端に 光 0 ^ い大衆の傾，1:に役じ、 .1|. つその 0 にまた遂に：^ ^1 を搜ち$たのでちる0 
斯うし. た 敵の - K 傅が 如何に ^ 效で あつたかは、 それが 1 :年の後にも仰ほ彼等をして頭强に戰はしむること 
が 川 來た許 り でな く、： 史に それが 我が 2 :试までも；^蝕するに至つたといふ來饮が、1^别 ^ にこれャ >^ して 
ゐる。 

これに反して我方の ^. 傳が斯かる效 -^ を擧け得なかつたといふことは*令く人々の择しむを ^ しない所で 
あつた。我方の宣傳は、旣にその内部的ニ筑性の中に、その無效朵の呸種が中まれてゐたのである0それが 
大衆の 上に 必耍な 影發を 喚び 起す であらうな. ととい ふことは、 旣に その不 撤 41 - な 内 ^ ょりして、 所設 、期 侍 
さるべくもなかつたのである。斯かる陳腐な平和主義の流し水を以つて-人々を死にまで振ひ立たせ ^ やう 
などと考へるのは、魂ひ钿 ^ 我が「它1治家達」のみの «1 能とするものである0 
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斯くて i . wi 话れ 1 效で— I なく.. li へ ぁつ 5 is — 
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ム の？ フ - li て、 ill —於い ては， 如何— ゥソ 1 

“ il . l := u:pp J 

1 luHHHy u 

x - v と VKPif へこ f 、 っ 忌、 モ d : i ' 4 f :ぺ4 ! 

qi t ' 以シ - r ' j p ニ" ぼ ぷ 、はボ、ら、へシ ^' %' 。へ气らぬゃ"で资协でな5と 

如何にも S であ つても 良い』 流に 課 出 紹介して ゐ る‘ 
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が， ||: 111|: に2:念に 1 |1 ! ) んで让れば恐らく何人にも分るであらぅ如く、ヒトラーは問题の倘所に於いて 
/'• «-: なこ <>: 1- .. 1 :1 つてゐる 1.〇 ではなく， ^ ^ 寅傅に於いて1の主張をなすに當つては塔ら自方の正當0 
み * 强調す •：-きであつて*假令茈现であつても、祀手方の 3-: 當を思はせるやぅなこと《斷じて云クす 
べきではないといふことを.：： |1 つてゐるのである。 『职 則 的に 主 觀的 •一方的な 態 ® .|!と 7|- つてゐるの 
も’私に拽れぱ、必する 1<1 ;!- -の意味に外な？ゐ.>- (/> で 3. る。 ^ し > れが、班に或ひ |'± 私ら，扪 ?- を 
逝く印欢 1-|- けるはには如何なるゥソを寅傅しても揹 |1 ないといム尨味のものに解する & らぱ、ヒト5 
—が 1!:!; ぐその前に述べてゐる前節に紹介せる『敵 5: 徙らに滑格化して认せ』た所の『ォーストリァ及 
Ti -' v トィ ッの设 * 新聞』 に対する 彼れ の 反對淪と也ちに背反し*解くべからざる矛£5に阽るであらぅ。 
と !1: へに’斯かる宂傳は «: -貶に、多く5場合、ヒトラーの111:つてゐる| —ストリ,の新 11!-] 漫掖と同様に 
逆效识 を來 すで あらぅ。 

これは，こ«蚴含我々の篤と比意を耍する所でなけれぱならぬ。私が放へて斯く付ふのは，ヒトラ 
|乃至『マィン.ヵン，，|1を辯解せんが«などで |1. ない。 ;.- « な蓰理 |± 私には何等無い。斯かる淺鄉 
な 『マ ィン • * . てフ』 解 釋 1') 我 1| に及ぼす影博を恐れるからである。供の '!' は，私に褓れば>如何な 
る 場合に 於い 一 >も、 .4|| 何なろ.：.ゾを 7| つても * いといふや0な性«のもので |± ないのだ。 

ヒトラーは-こ 10 :[1: 傅態度の |!!] 闻に關聯—-て || «<: 後に，例に故つて例 10 <1|| く、 『小 挨不； gj とい ふこ 
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に 裳す る も s ではな s 。 從 つて それは ， i る 反*^ f .i : w ノ ー ..11 

,:る。 從 ii- —i! ル i だ： u il n 

には、 終始 1811 び 人物を 以つ SI ければ な ' が！ ：-：‘ 
してゐ る 0 . 



甘 H tl lllli!l n H < a 
1 V 」 — び 人物 I つ SI け slq 彼れ 全 JI- 



-、 s_x M -2- なろ 才能 も ■そ S 极本 i とい ふ ものが 常に 控 if た"^ ナ ，レ ^ i I 

-^ llx ^—!^ ,—- v - r - u - ^ - 

— Ipny ^^ 

こ 於い こ气その.結内货表科|麗ひょ0して、|に 大 '\|,9 

寧：:；; liil $— の— 1 。 lili 、 fl — 



純な鸪钗を缺いてゐて、而も常に新“な刺糾を求めてゐるもの0あろ ?.^ 4砬險々碭版されろのである"こ 
れらの 沖中は忽ちにして凡 *< のこと 1* 谘 ? て广ヤ彼 -/ は^化を ,, ?4 た岐 ^ はノ |- , .1 ほ彼细のやぅに破收恥に 
なつてゐない |':1 叫 (^ の人々 ^ €菜を我が钟に移して考へろことを知らず、またこれを令：然诹觯しょぅともし 
ない U 彼 ^ は 常に、 ^: 做の 或 ひは ョリ 適切に 言へ ば その内 涔の第 一の 批評家で あ り、 その 内界は 彼 ^ には 除 
りにぃ：：奥いもの^餘りに你 ^ 的なもの’從つてまた餘りにも ^ け述れなもの ^ ^ に思はれるゥ彼 ^ は ^ に新 
奇を欲し、變化を求め、その爲に湓に令く1切の右效なろ政治的大效拖得の处沽的仇敵とまでなつて了ふ0 
:益し，*の议傅の机織及び |^ 界が斯かろ >!1] 中の站求に；|され始めんか、該货姊は忽ちにしてその統<砰を 
失ひ、逆にぷ全に飛散して丫ふのである。 

介.陴といふものは、然し、斯かろ克ん 7 1 : 小紳 -|: 北 1.1 絕ぇず興哚ある變化を與へる爲になと « 化するも'0で 
はなく し -.乂 說 泔する 爲 に、 而も 大衆を 說朽 r る 爲に 、存在す ろ ものである 。然るに 人 衆なる もの U 元来 起 
純に して、 或る 一つの ことで もこれ を 知り 很る までには、 常に - 511 の時問を必 ^ と十る。彼等は、祸めて ^ 
m た 槪 念：、」もこれをば幾度となく繰0返して敎へられて、始めてこれタ-资ぇ込むや*っになろ。 

從つて K 傅は その 幾度び 操り 返へ される 場合に 於いて も、 それに 依つ て 傅 へらるべき 内界を ば 斷じて 魅へ 
ては ならない。 それに ^ に •その 姑 ：5に於いて闢じことを語つてゐなければならない。勿論、その標語は秘 
々の方 |^ から說叫されなければならない。が、その ^ 介に於いても、そのー切の ^ がは常に改めて挖游その 
ものに向けられるやぅにしなければならない。版くして始めて背傅は*統！的に 11. つ强乎に彩綠し得ろもの 
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ので—^ 

u lH ll il fl HP”^^ 

き 

—i ぃて -ils, u l l tHH” ! i n 

p 於 ^ rl!li ぁ ilif! 

ら 敗れて I で—… ラ - i に 次の 如く— 

, il !. i ! i ! in ! i rhr し 

111 ff 重 ，—— i して そ E— 



— m 一 



に，終始： « 迎用されてゐた。その穴傅は於初は、その.}:1ふこと？餘りの銥而皮なろ 0 に、明らか |- 狂：机染 
みて从えた〕が、その後漸次_小快を叩ぴ起すやぅになり、そして ^ 浚には遂に倌せられるに笊ったのであっ 
た〕 斯くて N ヶ年中 の 後に. 1:トィッに年命が起ったのであるが、その ^ 命山拎詰はこの敵の戰印 5*/. 傅から 11\ 
た t のであった」 

ィギリスに於いては人 -^ は史に次の爭を心以てゐた ㊁ ^ 十くこの精祌的武器なるものは‘これ一ブ冬砧に侦 
)!] する 砂 に 於いての みその 效災 の ^ り祁ろ ものであるが、 然し その 效來は その 凡ゆる れ川を充分似ふもので 
あると いふ こと* これで ある。 

• K 傅は ィギリスに 於いては • の 武器と して •取扱 はれて ゐた リ然ろ に我 ㈣ に 於いては そわ：： r 職 無き 
政め糸逵の蜒後の筱喰ひ秘とされ^小心な先卞迖の炸か許りの阽榀料の稼ぎ：：とされてゐたのであったぃ 

們くゾ我 ?.: .|-|. 傅の效见たるものは*その一切介切集めて結 ^ セロに噂しいものであった ^ 9, .203—じ04) 






第 六 章 ゃ 命 • 敗戰 •崩壊 

| 敵の :.41 博漸次奏功す 

こ堪 }’|戰こ 於ナ, ィッ S 榮 I は f で して • にも 
,トラ1レじ」 ''|3 乏- ^1 し*|ょミの极為〒|3|の大方針&つてゐたのみ 
錢に ETrL . ト it て クス 蠢 及び^^ 轰爵 する 措 肚を晋 、史に 

たら 中 、 —i つ —pr—tf 1 41 
I1UH ヨ が ，？ iEi 

Tnr 气 I』 と f4 ス龜 -—1 中に これ— til, 

y up 蔭 —^^^ 

r n pq r :— 丨 i— —1!^^ 



て.. ]!-: に 『マ イン •ヵンプ ー全ニ卷全ニ十七窠中の彫卷個所を成すもので&る卩私は曾つてこれを幾 ^ 
か ^ み*幾度か识無き能はなかつたも》であるが.この個所は拟著に於ぃては、その比較的短きにも 
拘は らず • & 々の :& 张に於いて ^ 火なものである0ヒトラーは兹で『政治 '^ たらん』と ; 1 !:: してゐるので 
あ.る。_其詣氏に於いてもその玷りで_んで 1?| き度い0それは冗ょ〇他\堪であるが>然し必らずし 
も 他人 事なら 十* 其 處には 我々 の 採つ て以 つて 深く ^ 硪すぺき幾多のものががするのである。 

ヒ トラ— に 摅れぱ 、：ト イッ rt KU た 戰 に 光 づ g ^' - yf w lc 於いて 敗れた ことは ! it に M たるが 如くで あ 
る。 彼れ に 據れ ば* 戰 叩は國尺的尺族的生怀の !.3 に戰はれるものであり、從つてまた阀尺的尺 &; 的认 
地から. 阀 找的3:族的熱情 $: 以つて"推し迆めらるぺきものであつた。然るにドイッ側に於ぃてはそ 
の ュ ンヶ ル爲政 龙 5£ は， 1方に於ぃてはそ (0 1:民乃.至兵士に ,;|11 ふるに、很に ^ ら『*イ.ザ| .7: ^ 帝〕』 
の « に戦ふぺきも5かの如くなし、而も他方に於いて外に對するには>そ》*イ.サー乃 *: *イ.サ—* 
•トイ ッは 『世界の 平和』 以外に {''1 冷望む所なしとしてゐたのである"この態此なるものはゥイルへル 
ムこ |||: もその影释を裴つてゐたとゴはれるト 1'1 支那の『大の政治』思想反び屮世哝洲の『祌の政治』思 
想に深く 1|| 來するものであるが，斯かる戰'卞態度が近 1«: 阈以的尺族的人 & , ! 的沾地に立てる敵の穴傅《 
iifl に 如何に 無力な t のであつたか、如何に乘じられ妫いものであるかは，少しく ^' ふる '«- には祥以に 
察知 L 1 られる 所でなければ &らぬ。一體-*イザ|は (''1 んの爲に戰？-を求むるのであるか？その. 
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'ら をして. ve 安住 SV しむる S らば、 寧ろ 戰 21 

誚 ふが 如く 取に 5|のミ »? -^ つて來る心2必1でなければならぬこ」 

f ざる るを たね 

っ n - は先づ is ドド i il の )! 

ィ；|品に、|は|^^1^- !4* %.」|:|4=3か為3功して 
ss き— 的な こと— f -の以 - e'l v てく！ に 於いては こ s 
來た の 1 つた 0 If "-つてャ、と ^1 5:- ^4して-^备しま2|俊全ハを$で 
洁 ょり 例 S -- スク リフ (|壬のープ ^ い. >- *|して、呼配し迎應したものは、先づ第 
ゎた S で— 而し てこ SS 傅 id :- J '- る レ“ a 如く • St 『火| の 覆を 
一 i 義 si た。—,—. IM ' icr ^ ひ ilf i ふべ しと 

ュ I 政 if 

なし * ギろ贷 1 GS に V め -?,^ J ァ 的 — つて、 货的 

MP ll II H::;^ Ii ;u ;Fi る。 丨 i 
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以 つて 次の 如く 記して ゐる c 

'敵の S は旣に I 九 一 五 年 〔戦 1 年 目〕 から 我々 の 間に 現れて 来たので あつたが •それが 一九 一六 
，牛 cs ^ s から 益々 激しくな り、 一九 一八 年 〔第五 年 H〕 の 初めには 遂に 全く 一 火 氾濫を 成して 抑し 密 
せて來た。斯くて今やその眼に兑ぇざる垃の效见もー步々々现れで來たのであつた3ドィッ ^ 法ょ次第に* 
敵0 ^ んだ如くに考へるやぅになつて來た〇 

然るにこれに對してドィッ側の反擊は ^ 然行はれなかつた。 

常時の ドィッ； ホの ^ # 的 及び 意志的 指 3 ： 部と しては、 恐らく この 戰印分 野に 於いても 敢然 戰ひに 應ず るの 
^ ^ と決意とをれしてゐたであらぅ。が*〔4_にはそれに必姐とされる所の平段が無かつた0 1|. つまた、こ 
れが ^ ^ 〔 > £, §01|^!この |,1- 9適課は1寸見出し |!1= ないが、この垛介2は「解叫」乃至「開叫」と言つた 
,(1. 味に近、ものと解して欲しい〕を * ^ :!:1せで行ふといふことは*心理的にも間違ひであつた0 ^ ^ 丈、そ 
の 典に 效 1 的な らんが 爲 には •故 寶ら起 つ 一 t 來な けれ. はなら なかつ た。 斯 くしての み兵_ の 間に 效來が 
^ られたのた。 ^ に兵 :!: 達は結 ^ ただこの故阀の ^ に、旣に大方四 / # も »|] から英雄的 ^ ^ と忍 ^ の不滅の ?1 
動を 絨け' 來てゐ たの だ。 * , 
f に 我が 錄から は 何が 起つ たか？ を 無爲 は： 姐 • 1 とい ふべき か、 犯 如と いふべき か？ 

殊に •一九. 一八 年の ® H マルヌ 南岸の 撤 沿の後に、ドィッ諸新聞の採つた態度なるものはノぱこ_靑汁な 






い 2 ど l;i して、 置 金 に— 的な も I つた。 t これが 迳 ’ H 占 f f ち、， この 
SSSSSS 神 SI— める 人 m は 故 ぼは 果して 控 一人 も t: ない のかと. it めら れた 
■ ほと であつ た。 

•し -W 年* 我々 が 米 努 の火勝を以つて » の «|| く7ランスに突人した時.ノランスに於、て (1. と-.-」岁 
つた か？ ィ が ィヴ に 敗れた S •ィ では. とぅ— つた か" • S 一九 一八 年の 1 

，ひ，— ッ—が 一 罡益运 らんと す— f 霜！ gli 腕が .V 芯き S めた S, 

•/ ランスではどぅであつたか？ 

?1 ぶ； i. WK 裂 思 沸— つ— がそ S— せ 1 忌し < 浴 f' れ たこと で 
あつたか！ 5 何に そ'' 時 敗れた る戰赞 兵士 f 控 却？ f 終 W 的 K 利 s 確； 5 を 叩き込む sli’ •泣 
と獨 M 的な 大衆 的 S® とが 行 はれた ことで あつたか！ 

それに 引き かへ て 我が 方では， と •■■'でもつ たか？ ゃ 

•?も |- , - らなかつたのだ、否-何も-^らないょ0もモット .@ いことを行つたのプ 、 、 
1 私は 1 か-露 cf 新しい 1 にして、— に斯 か— 现的 大農の 犯されて— のを S 
¥ (;' に见 • f と— とに 燃えた ので あつた— 100 3 
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^ 内爲政片£級の『馬捉といふべ今か犯：=%といふべきか.|1は|1らく如として，然らば敵は觉時ドィ 
ッ 笊兵卜-に對して如何なる立傅をしてゐたかで宣饨は似令その結见に於いこは全く相乎を欺くもの 
であっても、共處にまで至る過程乃至+段に妗いては襻ろ逆に、 /| , , 来るだけ趿に、取找に卽し眞柯を 
得た もので なければ ならぬ っ斯 くして 始めて その 所期の 效艰 も迮せ られ るので ある 〇 然るに その 點に 
於いて敵の穴傅は巧妙を極めたものであって* ||*; に，ンヶル.ドィッの弭點の极本を突いたものであ 
つた。 ヒ トラ— は 次の 如く 記して ゐる Q 

『一九 一 五 年の H 12 始めて 敵の ^: 傅 ビラが 我々 の 手に 人った 0 
その ^ 现 C 形式には ^ 十 2相 違は あったが-その 2:许 は 殆ん ど ^ に 21であって*次の如きも -.') であっ 
た。 ドィッの 阈 A 窮之は 益々 咐大 して 來てゐ る- 戰ハ ルは孙降纪てるやら分らない、而もドィッが戰 ^ に勝っ 
兑 込は 令 無くなっ て 來てゐ る。 だから 故 一に 於いては 旣に货 は 平和を 街し；」 ゐ る。 が、 「 gg _」 
と 「カィ ザ ー」とがこれを許さない0全 1|»: 秘はこの ^ をヨク知つてゐるので、彼 ^ はドィッ阀民と戰 ^ して 
ゐるとは忠つてゐない。.唯だー人の以 |1: ^ =カィザ|と戰つてゐるものとのみ考へてゐる0從つて支た、こ 
の 人類 平和の 敵が 除去され るまでは 戰 T は 終止し ないで あらぅ 。然し 、 ||1: 林の ， [:1 山 -1-: ^ 的玫 --|- ^ム杓諸^^ 
は戰丁終結の ^ には'卜ィッ ^ 民をも永久の 1|1 ^ ー个和の姑含に加へるであら*00 ((|] してこの結合は「ブロ 
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シア i さ-、 打 ド. 「—ら の手紙」 なる も 11 て t 
て t の iMif に 31111 れ る— 

布して！ S 大 1:“. 与た ので H 。 与た， それは： ハて ア兵贫 
が . S もな く* こ贫 S 益？ 5-41 パ M i / t Ti lisu れ たこと 1 つた。 而し 
た槪 —货 f 笆對し if 竹 :'* 0 ^のそいくの1人1 « 柒1ることをカ說すると 

pr II n ” r : iil 4 n H ^^ 

:;、 然し •ハ ヮ リアが？ ゾて设 1 各に 火 小の— ね ふべ くこれ f 

■ ぃ て，— 一 il ! ゐ た。！ i 

斯ぅし—：: つた。—— し 11 た S 龜^ 

pr か u^pii 写 f i:lli 
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议 4 ひられな けれ じ.— かつ—,-。 ぞ 「ブ： この， i してでは なく.， イツ 爲 - SL こ 
で—。 ■油して バヮ リア その i 3 もまた 聽 それから g れる ものでは なかつ たの. こ。 

"く 敵の 萬は， M に 一九. 六 年から 無限の 成功を. ポして 來てゐ た。』 Q..I ) 

こ盆荽 傅 S る 2 は ドイツは， そ sss ^: st — S て 川來— け 公. 化 化する と：.,. 
に .てゾ別4が装的-4姦が上にも内外に强調しなけれぱならなかつた0斯くしてマ.,ロレ 
クリア 1> ルジ ョア も. ブロ.， アも バヮ リア tf 一致し— ひ以る もの— つたの だ。 f 运 
時？ イツ 21 は， f した こと &ば 玲んど 何— ベす して’ 一方に 於いて $ 1 ぶ 
水むる に啦 S カイ ザ 1 J 3 を以 つてし* 他方に 於 い ては S をして W 益 I として 『5 P 
和』 を. テ， せ t めて ゐた ぬ で ぁる0 これは- 1 せ 中して、— の择— だ 一 人 『カイザ — J こ；！ 
— つた S に： ト イツ 0 は rf — して ゐ るが、 『カイ ザ—』 5 - r ブロ シ^ 
3 L +: 殍カ これを f ない とい ふ、 敵 の 穴 W — 堂す る も の でなければ ならな かつた。 

® く— - て r ツ は':: 几す く 故 小に 我れ と 内ら g つて 行つ たので to ヒト f ± こし 

U1£yi く 能？ VI た * 然し sf 螯 ： lu «l i* 

力，^ ただけ— ■れて M る：^ なかつ た， 彼れ はこれ に 就いて-^ 如く 路 つて ゐ る。 
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h !l p“i !I u!y_^ 

一 f した F 赛か • I めて iil— した ii して ^ urh 
卡 rnr もこ —— との 出 — i い X たので！。 私は • 肌 — 

に ッ —II 所 でぁつ 

•; … i し 私气介 癸 — 文！ o • 八 HE 志 中 ® 一人に f な 力つ ハ 、— くっ 
へ — は • I して i 琴 slsi 為 ill」Tf is 

たのた 0』 (s ts o a 

ニ國內 窮乏の 坩大 とその 戰線 への 影響 

Hsvc^oi mux* nslil^^ l 

u^^.v i!ili a! 
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にも敗れたのでぁるリ 

然し，敵の穴协だけの肜谗の |!|| は未だ '||: かつた。2:内の© ^ が梢々し*玫 ^ '/> |1 隔が兆しくた0， 

モ ^ が必然的に内地から 1/') 尜族の3祉七ハ他に «< つて戦地にも加られるに /4. パで-戰線 -!;;- 士の士叙の 
動嵇 |± 加述度化し，敵の '.1; 傅の效汜は決定的なものとなつて行つた。戰線は涊 ^ に充ち、旭々『仅抗 
g ぎ』 さへ も 3 つた ノ V ねに-;:!、 故鄕 S 女述 = 处や趨 から 後 SZ 为 を； g へた 『無 還な 乎 紙 J 
が . gi つて 力 ぁつた。 が、 V ソ- に愧れ K .: 4* 士速が W 慨した S も 舞が むかつた。 『 t 奪は g 場 
に妞么苦しみ>そ？.：灰虼は ^ 鄕に /|; つて茹 ^ ハ屮に ^ してゐたのに、他の ^} 所には跑滿と汴迆とが有 
つたの だ ^ 一方には， JI -: ' liv ^ JC . ^ <^ \ 々 lt %0 ^ « i sr r [ ! i v ' - c > L t ' J > 5 w ^ « tt 5: ^ is fe < s < l . 、 tv 136 
の 食 ふべ* ,-物も & はず、榮费不良で -/ ラ-^してゐたのに、他 ^ には>金カ有^補カ苻ろ ^ |± 拽. 7|-- に _ 
依つ て 却つ て 利益 •し、 ^ 竹有の致 (;1 及び出供を兑-その金ヵ樅ヵに饮つて時 /..) の名 « 下に却つて满侈 
逸染 を恣に して ゐた ので ぁつた 。而も それは 必ずしも N 内の みに 限らな かつた 。多 かれ 少かれ f "] じ や 
ぅたこと |± 戰線にも «. られた=『戰地，；1:妝に於いてもその點に於いては企くダラシが無かつた0』前線 
第1線に於いて.は氏士述は、幾=ともなく食も擗らずに敵の砲火の前に呦され、血と泥とに飨れて戰 
つて ゐた 罡， 後方 4 〈站 2 於 sir 殊 y 怎將校 共は. 稍 t す i ば f s ら K 酒 食 K 興じ て 
ゐたのでぁつた。斯かる情況の下に於いて、前線の兵士违が悄激し騒いだ0も，ヒト，フーに拟れ，„、 



全 • 



、無理 もない ことで ぁつたので ぁる。 彼れ は 次の 如く 甜 つて ゐ る。 

『—rg tt ^^l wg co li-t i. l to ll li hlzYV ffil li ’-spf lf Tr 

の -1.5 やそ e 他 e 方法 i つ 一 舎— に 1 する— は、 培— なかつ た。 而も これ — I 
?K rJ 少し 舍 としない 削の 如き 「 I 以外 5 何 つた。 1」、 I へな 
a 人—— で發 す— 画.' 以 i •—滿 された。 B 彼女—. それ—」 し'— S パ 
ヒ sh もな 4 めしめ る 手 f 欠、 從つ てまた 1 にき 彼— の關 場の— 强く す— 
fell ると は、 I かぅ f なかつ た。 •か、 この ドィッ W 人 寄® 藍な— は* それから 仙 もな く繁 千の ド 

/ッ SSSI— つた？—。 1- , ぅ こ,。®-- レ 
斯くて 一九 1111 ベ— れ た。 11 • 「コッ"&」 テ K 丨多 

く sill - f S た した tlu な-^ たこ— 遠 泛飢— しみ •その 
11111 ゐ— .他 1111 i 。 f ' 1 於、 
ても、その點に於いては、全くダラシがなかつた。』 ^ .—〕 

，トラ-は、 洽 紹介— る 如べ 二て； に g し*—' xv-lt j へ 
is し* 次 S で f ? ブ 11 た 21 か、 右— らく 
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間 にの みでは なく •全戰 線 = 全* トィッ 取 隊に亙 つて 多 かれ 少かれ ii られた 現象で あつたで あらぅ r 
然し、それでも何ほ敵の前には |5 敢た取隊であつた0今まで !'1 々と不平を ?| ひ、『ゴッタ返し』、 
『反抗 』騷ぎさへ演じて ?-> た典士達も-1度敵が襲來するや、闽民的尺挨的木能ょ0して、『洽かも 
ドィッの 運命は 彼等の 守る 數百 米の 泥 穴に 懸つて ゐるか の 如くに』、 その 陣地に 飛び付 S て 行つ た。 
.个平も筠 3 も反抗も尙ほ、祖阀の崩壊を 0! .;むものではなくて、祖_の健全化を免むものであ0,その 
『禺鹿』や『犯 31 ' 名』抖の騮逐を空む现れに外ならなかつた。『それは尙ほ 5 |: のま>の立派な精2 
.であった。 

『斯くて 當時 fi ' J 々も すれば 不 . fs の形勞 にあつ た。 然し それは- 3 ほ 「内部的 J JJt 件た るに 止っ た。 今まで ) ^ 
倒し 不平を 言つ てゐた 者 も •數分 の 後には- 恰かも それが . H 明の ことで あるかの 如く* 默 * として その 基 務 
を盡したり般初は不：个+滿^/あった-中^怜かもドィッの遝命は彼等の守ろ數^米の泥穴に懸つてゐるか 
の如く，彼 '^ の守るべき «1 :壕にしがみ付いた。それは仰ほ元のま、の立派な精祇であった〇』( :« .208—209) 

1九1.ぺ¥と曾へぱ戰爭第 -: 年ロであり-軍事的には-トィッが例の有名なヴエ.ルダン攻擀に|打餘 
阑の屍を築いて遂に失敗した年であるが*右に兑るが如くヒトラーに渖れば-それでも-2ほ戰線に於 






: 路 



け .'6 ドィッ »|»- 隊は立派なド 

パ H - I-C パ— ii — て^ — 人心——— U . JK 

ノ tnu * Q や c I 戰 • 於んだ 1 ら V 。 艺 f 玟 力れ.，* ナヵ 

:と^^ '3 1^^^|し.奈化！运つて、換ギれぱその|黯^^“ 
つ l_islf f こ |つて、|^パ 10 4パパ^ 

tTU_r !! PT I! !f : T ^ 

nn " u ; r -: t ! 本 寒 ぁっ！ i : これ,—!! ” 

傅へ——， 

は斯 くして I 、 後 s ヒト ラ-の 叙述の" に梦— r ? て！— 1 U 
^ せしめ ニ K 火 衆 el を增 火し 5 つたので—。 ス t J などい"^ i パ 
’も此 set 。 生 半'?— 本 i 的な 1 B とい t eal エミ £るも？.^び 
ト ir 心 ii す— 十、 從つ てまた—— への— ぶ— 
とが出来なかつたのである0 . 
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三 ソンムの 戰ひと Q fli 歸還 

ヒトラーはこの舫乏と勖榣 (/) 阈 |') をぱ-そのれ似歸汲に «< つて肌、の ^' だ 〇' に兑ねぱたらたかつた0 
一九一六ザ十：^彼れはソンムの戰ひに识傷をれふて-丨確かが火腿部だと記惊するが ー丨 阈 IN に 送 
還3れたのであつた0 

一九 1 A 年と 5ふ苹はドィツにとつてはーの ;1£ ¥であつた。谛に此年に ^ 内マルクス -+: 葙方及び.；；： 
( 11 +: 雜背の 公然の 反 戰の叫 びが 艰げら れた 許りでなく- 51 ': 帟的にも疋に一の危機に立つてゐた。此年 
养！；十々ニ：；：，戰：5のー大 ^ |1« ?: 期し -(: ,叫部 ^ 線に於いて始められたヴエルダン攻 « ,か、 遂に た 
る失敗を兑てゐた許りでなく， ^ 部戰极に於いては 0 シァが1 ;.- 、攻勢に川で、进にルー：.-1ァが )!?- に 
敵煳に唼戰せんとしてゐた^これが^:屮半ぱ六：：：卩ソンムの大戰の開始される虹前の狀態であつた。 
此時 •ト ィツ 側の 令 战總長 It * ィザ— 及び その 冏 阳の坻事晒叫訂逑の；£用¥か0しファルヶンハィンな 
る 人物で あつたが .i N lc 、 ii 初の 參謀總 M - - t - ル トヶ ■は、 旣に戰 ^ の始まつた一九一四苹のっちに、 

.1 V 攻略 失敗 n ヱーノ' 一:畔 橄汲 1£ 後、病弱の故を以つて ^| 货擗 « してゐた：—彼れは>或ひは彼れも 
また、 『無能』 の # れ .'•• 1く> ^; 年(ー九1五年〕に於けるィタ”—の參戰？經驗にも慫0ず、今庇もま 
た ルー マ -ーァの參戰ょりして旣に岱ぜず-この柬部戰線の新たなる危機を兑ても-これを別にどっし 
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る。 そして— れは S し 為 内 if れ、 ffsM を h ばなら 念っ たので—。 
彼れ は 前節に 引 E せる 所に j £5 て 次 Q 如く 5 てゐ る。 

『この 1 と g 內の 相違を ば 私は •その 著しい 翳の 中に 製に 知らねば ならな かった。 

一九 一六 年 九 H の 末， 私の 師團は ソンムの 戰 ひに f れ た。 この 戰 ひは. 我々 にと っては、 それから 引极 
、てむ はれた 大白 兵 戰の黯 で t * その 印 免は 虐 筆紙に 盗し ねな V ので あった。— そ i 戰 r - 
ふょりも 寧ろ 地獄であった。 

トイ ッ軍 は數 HcS に 互る 跑 火の 災 じい 旋風 Q 中に 曝された。 幾度と なく 擊沿 されて はまた 突進し、* っか 
な 怯まな かつた。 

一九 一六 年 卜 月 七日、 私は 负 傷した。 

私は 幸 ひに も 後方に 送られ、 1 列車で ドイッへ 送 f れる ことにな った。』 (S — 

彼れ は：* bT そ S ドィッへ 1 され 1 次 及び. へず. X 近郊 S ® 戍 S 疾付 SSS 思 ひ 出を 次 
『今や 私は • —1 らニ 年— が 流れ i た。 それは 斯 1 SK に 於い 忑. W ん— g の 



m!oi ^ 1 0ri 

ィッ s 人 1111 
年. 

urhrh 過 Ur ” い —— PI ii — 

れ t の— 出した の でぁつ た。 

ち鲁！ .、 iv — した 時- i , 我 ii —」— つ 1 。が、— 

X 5!- iiifi— 

in— !^v n^ilif— 

ならな かつた 所の ものを ば、 い まー I せて f ナのブ 彳 



た。 



43 



, Y — 0 ツツ 衙戍 ^4 院に 人つ/ 

sfn* —. r..r ^.i ご ———! — 

M んと いふ K 化で ぁらぅ*，. ソ i の f .1 〜ヒ し..^ つた。 久しく® つて 始めて*？ 

の^,は？はぶん|付いて.へッドの小へ人2!含つ 



は漸 やく この 新し..， 世界に 似れ る ことが 川 來た OJ ^ 髮丨2ー3 

四 變り采 てた 祖國 —— 漲る 反 戰氣分 

『ソンム Q 戰 6QgQ 中から』： へす ン 郊外 Vi ッッ銜 袋 Ks r 立 ffQ 内 S ブ •ふ 
けへ！』 斯くて？ f は、— 豐 S 為 ニヶ— りで 岡ら ヤ為 び Is たの—, ぃ， 
そ S 故 的 •そ Q 國 内は. 悲しい 故、 餘り y も 苦 娄、 ゐ た。 尤も、— 限らず. その 
1 f f に して 舞 無 f ?|から’ この— 运 ^ て も • |から3に在つ^ 
パには そ fief はれな かつた かも 知れない。 が vv § 化 2 齧な くして S し 胡らず も 
九 礼に 一生 愿て 還つ た 兵士. 少く とも ヒ トラ— の 吸には， それは 餘ね にも 通しい 變 化で t 、 而も 
それは 1 で 知 つ哀 QI = J :' fc ' r 思つ てゐ SS 傳羔 1 す る 悲 し tsl つた 。 S 
らば •そ SSSS って ゐたか ？• 

何ょりも 先づ、 SI 、 g — 想の H 而も それが— まで A して， 3 たこと— つ 
六-成程、— 紹介せ る 所に 见る 如く， 戰 場に 於いても f 『反抗 騷 ぎ』 は あつた。 然し そを ： S 

f 指 忐 爵 する 遲を產 す t Q であつ て • SS 2 寶 戰ひ そ Q もの 匸反 

れする ものでは なかつ た。 否、 1 に 於いて 辟、 如何— 肪が 多く 如何に 闷 下』 e あらぅ とも. 喝 



ノ q ri 51 れ 1 の 1 0 然る に、 此 f 谭 

№1 Sutx & 

病赁 兵士 品！ の 關 ruurv cfc K て W しないの みか、 S さへ して ゐ た。 ヒ トラ 
! r 『 t 勧 Hpuf r 匕 i 中— し—— て— 後 

%、 次の 如く 記して ゐ る。 

『然し，— ら .こ iii いても ^ し， た。—— いて— ら 

11•11• —I— こ」 — 与 成 sii 
——1 、 I 者 t 
1 や！- ゴッ *& し J k •す？ U れ .それ以上の 他の 何 杏 も错 しな？ 
资しとす|のでもなかつた。や-这产^_^.-.4羞读1に费してゐた。然 

”1 墨 ■ !!; 11 

y y p ^ nr ! l t ^— .. , u . , 
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意に， y-TSIli 手を 人れ S 傷し' 以つ てこ el に來 るに 至つ たこと U; して ゐた ，彼れ は その t 

If I ず： 旣に 1 ぃ閗こ 111 つた。 それ 爭 •何 か 11— 

ィッに. f れたも 0 としか 思 はれない もの 2 つた。 f 5 卑劣漢は. も， その 己れ の— を 
以 つて.——— f ©—if i」— II た。— 11 て 

S いて ゐた 。或— は 去つ た。 が. 他の 睪 S は 益 14 打つ てゐ た。 

& は# 吐 I ほす T な 11 じた。 が. 忘 觀沒— では 何 f 無 ふ— れて ゐた乂 々は 一 
&とぅぃ. 奋 01 つた tt そ S— 篇 岳に 在つ た 者は. 彼れ がー® 何— か— ク知忑 
ゐ なけれ はならず •また 知つ てゐ た。 而も 邦® には 何も 行 はれな かつた のた。』 2 f— 



右は ベル 5 ICS 軍人 S 病 K に 於け る狀態 I つた Q だが * 1 莹 品には、 X クス t, 

雄の— がな 4 も、— SISAT 鑛 し，？ tQ — 今？— glf . 
F ばみ yf 衾は 彼？*， <5 t : る。 殊兰れ は、 益 鼻に して . f S 的 リ 
1' .キ.+ し，、 ゲ -に矿 いて 不可避 Q も Q でぁる。 が， 断 かる 反戰 W 向 も、 戰傷 兵士の 問 だけなら. 
ばが ほ 觀 する に當ら 2 もので ぁる。 それは 大戰举 には 何處 にも 有り勝ちの もの ミ つ. て-货 に 
は做ほ幾多の救濟手段が有り得るのでぁる。 , 



i 庭 i て 既に 同じ でぁ つん。:' nrl TVI i とい ふ少く t 我れ— て 1 の 火 
に 於いて—^ ひこ 於 い ては > I 三 t にして くなる と 

Hu;!r の ”； PH 

“；： IP 福 ii: 

:! “ 11 1| 1; て !^ で！！』と！る。义. 

II 、 
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兵士 ils ねた f V 篆 と- n-i. •1 と； g じ 学 た。 そ.； 零 kg 的 Ml 
# 彼 S 赭 sgsf に is る® に 1 に f した—— ん i ねた か S.UI 與 
へる もので あつた。 

ところが：.、 1 ンフ— の狀 態に至っては、ョリ遙かに.通かに\ひ )--' .'» ぃものでぁった) 

私は— して— から 璲 され • i x フ SM—g へと f れた f . 洤こ et に帑— え 2 い 
氣 がし た。 不平と 不 滿と愚 •我々 は 嘴た その 小に 3 つて 來 たので あつた！』 (5.— 



1 8 . 1 = 车& 、繁 ys す ベス f 苦 — .Iff W はな S 。 こ s 反— 

朱は 被れの 新たに 蛰さ れた 補充 大隊に 於いても， M . じ ものが ぁつた。 『逃避は 於 かも ョリ 大 たる 
1 S 義 2-5 く ！^ V られ、 f 抱 UIAIQ シルシ e 如 4 へられて 定』 り f 
っ た。 - a 

而 して それ もこれ も、 結 s 、 le •ト ィッは そ S 木 指導— S5 つて wo、 從つ てまた 
斯 か— (uw Kiss を缺 い て窆涅 外なら たかつ た— るが、 然し こ ^ 
阅内兵 +£化に就5 て tr S 證邊 € 或る 麓 Q 盎が與 かつて 罱 して， g た。 それは、 これ 

ら S 兵士 S 『敎贫』 として 常時 古くから 阈 内 I に f つて ゐた將 校 乃 セ 下士 f 謂は ゆる f 
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i — 僅 • 而」 111 1ョ 
，トラ 丨运 泛、 は S a ' l iuu 5 gs 、 fi , 如せ 者で to 

ク 分る 怎 1 つた。 既に S , し =す/.ハぺ !|1 '1? |交|らぅと部||らぅと、|£ 

^ 0iicish^uHiii^ o § 

1* 11 u ^ f — 11 so «£ 

Is 1! . 

ill - 寒 il tj± utf ii ——— 1 

ur ; r し pp 上^^ 

1- 七の 部下の— 及び 服從 もれ だ 一?— に K ことが 
た i 、 I! して 為 wjuu:: 功 iili — は . _ 

も， 货8货亡 晶 する— F /° IV > l rIS つ 5 突如く 芝で 努 かつ 

へ 111 、 5 f y ::; 1 ilsl 

たで あら ぅ。— 话ち— ち— OI ? 遇- 
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t なく’ 唯一— 里 切— て齊出征し— は“々 号 
て 内 つ 力， Tt も 3ぁ つ §1 これが 這— 盎 OS 公 も 3 が 

^ f It! 1 



1 の ものに •於いても 證は 全く お 1 ら ない 41 つた 

L < 奴に それた け 層から しても、 佐い— iifiv ® いもの！ た こ 

焉の 袋 _ゐ|屋8 し if — たが， 

il — た。— 反して、 だく— 41 
少く倉 れ， ，■する こと—。 從 つて ■ f 邊 そのものは— 

j - i 一 msl — などとは f W つて— されて ゐた 。が. 斯ぅした こと 1 にす 
てゐた 1 と 言 i んど 凡て ユダャ 八で t ユダャ人— へば 證と いふ—— た。 & はこの^ 



ばれ—— 重 s ——lllili 

ろを$なかつた0』 9- . 1 3 0 

ul: J TU 議 IH E 

!ii e_®_3_ 

rV の 3'その戰ひは -* づ1ひと1ねぱならなアて1 

五 全生產 早く も ユダャ人の 文 配 z 知す 
馨三 i して" 1 機上 f ぅ lilllp た」 やぅ 
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.一-;: ィぶ ォ |ス トリ J - の かれ チノ，、— 2 人つ て 行つ たので あつて . おから 
KEmp :: 的と s - ts はなく、 その S — むる か a —if I であるが k 

|やか^^|奪含。||、&ん赢||」拿れ匕 

杵 それは やかましい— とたり-遂には 2し|§ 問 通とまで なり、 

潭 とまで 成つ たの： つた 0 » ^ f - 
が-それ もこれ も w.lsa と、 H ふ. へく， SS12 た — S ノ vsf に— 刻 こして 
5 个公疋 癸し 大— にあつ たことは 捉 ひない。 I クス—、 は、 これ こ ~ f こそ 

—if i る。—、 f ィッ— S 蠢露 i ! lv . 

これ S いては，- トラ— は ホンの 少しし S つて ゐ ない。 これは f く 舞— 适れ のせ— 

f ベ — iiif f 、 ilsf ^ 

I 的 ssg 41 摘し、 gtsg — を以 つて これを s して ゐ る。® 1 

e _ 11 fi 繫蓄 の：— 痛 ナ— i 的^ 

十る 所 ssf 、 I 的 UIS 2 、 -KS へ 全— SK .$ l Lt 'r i 

つて f 3 大衆 sf を 1 する もので t が； トラ— が SIf なかつ たこと：.^ 

とれを け V くも— 的 S として 蠢し— ことは. 艿 y 彼れ と 1 .へ— ぅ。 I の— 
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ユダ 1 り、 ヒ トラ - s Jssf る戰畫 .一 パ 牛 n I 四 年 

pnp lr ngrkM 

f S して ゐ たの. 至 M 1 とし 2 备 つて ゐる。 斯か る議 
破滅1 ら S — 穿 Its る 1 な— ぁ 
は、 天性 Q II ヒ トラ 丨- .1 就いて 次の 如く— て to 

S 彼れ は、 前節に 紹介 ぜる國 S 戰狀 S 就いて S 

-i, 於、 て ti i! 。 ！はュ 1 共は 「？！ ぬ “! へ .“"— ^ ' i 

illl > —ii 

民 的 自由— を* 次 破滅せ しむる 1 拾して“ た。 

I では-無 制 1 〕 集中の — がカ說 f て f ,!,ls.li) の| 

P 一九 S 丄餐— • 1151 

に 在った。 

然るに、^^ の 比 感は賺 に 向けられた か？ 
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然とし 1 * Mlf る In に'^ すし £运滅 に ま— らね ばなら 5 所 S 命の 近付け— 知 o、 傑 

i タヤ 人 .If i し. そ sg 下に 全豐 を篇 して ゐ るの こ、 人，， ，* 「ズ ， f *.a. 

でもつ た。 鐵に 於け ると 全く 同様 こ、 o . n.l I .• 」 したの 

益く であつ た た そ i 共に— の 底に— ねばならぬ とい ふこと を •全く 氣这 

V A アに 1 11 fe 9 r ^f ’ ユダヤ人は まの g 下の 存在 〔ヒゲ〕を引拔いたの;;つた。,: 
fcs . 2fs2 〕 } 仕- に ユダヤ人は ギ命 を— し： フロ シア も . f アも 典に® したの 

玲んど 全 生迕 、全 舞の ユダャ 入—— I 

ブて fill i 本 1 主— で 



ら 
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Is 所 ！#—^: h •カンプ』 の— とする ドィツ人に 诗明の . 

何— 人 i ii u . n 於 if ? ミ 1 !! 

rt H n uilg r ll 'I u l? ^^^ 

中、 — 11 i2n lu ;^hf 0!—! して (一 

し、 .i び . ハ — 4 UFi は 、，— 観 
九 一— 寒 一へ 必 qii 料 "ISE て . i 

殆 A ど—" 丄に轨 u jtl l - i I I 物 SM 、 帝 sslts し 
Hrly ill ——， 1 ん 
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1 食馋管 g ; ••にまで 麓し：® に 後には If 
11 ffll 
下 看— 能 

lil— 
は •何等かの 眞實 の社符_ 例へ ば Z1 ナチ. ス n 卜^し •この 統制 舞 
共し く 『I 無政府 義』 とまで— られ u _*1 ヵォ 非 t 的 = 非 計 被 的 も 
るべ から— 主 if し.— f f I 

定 し： ハ— ぞ秦 r IIIL ^ u ^^ ff とした— でづ i 公. 
f 露け で—— そ し吧 
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Jv 



-4_锷：： 1 I 錢 y p ll 

むな く 行は れん 少 .ぁつた f II し. この— の弩 w やけ. る 1 

物— .1 な—? 1 母の 创— でぁつ たの だが Sr 身は 卜 も • II * 

资木 —霖— しとし てゐた1」 |* ^^ |に於いて||-|出でなぃ 
S に 前 火— 於け る ドィッ ふ— w “ / il し 系 1 主 

の— つ—, — i いて i — く^; uvir もの』——— 

?り すれば： ト Tt つて 免 u .ょ、—? ィッの SS 殆ん 

丨こ|は ?! ]1 4 |? |? ”じ.|11は期し！な 

J 靈 if 職 職 

I り ニ 九 一く…； i ん ' 名 — す — 11 れ 

I つ i— 1— 』 r- -cll しが 1 に 

ば-そ 3 S » 小— や 小— はどぅなら ぅ— で sf < f 
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! ソ し S I ず 1 23 れな s s e ぁる。〜 „ I - 

c—af 大— 大衆 gll¥ I i/ , -ii 'l f 7 {ぶ 罡 それ — つて-そ 
f なかつ た S だ。 . 丨 中 - Air 黛 S 踅苦つ ねば. な 

六 還の 出陣と 一九 I 七 ハ 牛の ドィッ 内外— 

All! 

ぁつた。 If は： 彼れ i へら— もので 

1 —:: 議 "" 1 :— 

№111 
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! こして， ト 〒は， 5 SIS ら ずで 一九 一七 S ち戰 1 党 nn び戰义 為 
っ こ， 宫つ こ.、、 この i ドイツは 的に も资 的に も 益々 W 対を 力' て 来-?, 
ァビレ11しニ、'|、上#拽線に於いて約三ケ月の戰閊の後に、两部戰線ょり鳘|匕 

ドイ 1,1 づ ニ，— dud スト— s した る&| 

iiiv、 ！_-n II :” “」 _ pi 、 SS ! して 

として' 經—- 

l て、 托し かねて， 3 た 例の 無制限 51 行す るに 决记 し^" — す 

ち Ilf xs . S 沿 令る S — 擎 f 1 はら sn ?,~ す 

Ir UHri!!l — 以って i を 

る もの 1 つた。 常時 e ドイツ— 本部 S 給に S ば、 敵 S に 8法泛し' ' 1| ? ? 

み,； f イギリスに 對 して 有效 な 打 f 典. へ 付る とい す* 1 . ァ 

ss . — ' — 

メ i_iii_li 



III て ニ— 買 iif ッ财 

裏切られた— ちを 以 つて 没 る f Til 眞 つぬ 中に-故 g 
この 時は- wsr へ-トマ ン •ホル ヴエ —ク内 S その 泛办 つたが、 ヒト f こ f 
” f てから a 九 一—". 口) WS 殊に——— して 行つ た 0 ! 

て ui 努 11 .1。—— た 力 

^ Sr ,—! 

結して 響ない ii にか i して 、— f 
り- ^ P ;' ” し，—! 靈— —れ てゐた| 衆が 、 S に 

をつ i . II 翁 f。 i = lf 、 I ハ、 『震— す 1 



た0戒跋狀態を採利したりしたのて岁つナ」 0 * ,ノは、全く拉期戰を1せャゥヵくと車印に人\ 

純 _ u _ li 4 、 洁 一九 一 51 il 後 uu 

太な 1危機|时したのてぁつナ 1* |^にユ€泶部戰綠に於いてもドィッ取は|ヵ^ :* こ 
S から、 5 歲 2 火 缺乏— し f — illn ょ ols れて 1 課總 f び f 丨 」 

I S た。 雄 八 I 常、 yuur ! SS 生 11 0® . 
f た^ ン V v 政 i 喔 U て'^ 

と全 生 商と 品— & みす-,'' ノ ぷ泛 『滿 4-. A ? Ksl v -3 
生— 力％ 變 S 勞 — P も i 案し 艺—— 求した < こ ci 

111 is 

ま; 所—— if —i 



ぃては ’ I ょりも s 一般 .— s が 兆し . “ 1 m !; 時！ . f の IK に 於 

:BfJ:rr.i.ii I! ::H: 

“ 議 ？ “ 賴 _ 5 HMHHn “ 

i— 塗 i 屬 — : |1 

I は s!t ■■ て — ； ; r frr o^:^^ た i つた。 こ 
f 弗大な もので あつた 。さらで だ clw b / c -' メ ]'• -" Z 人 忘 及ぼした 肜 
—狀 すべから f た ド i ドは、 これが 
5 .| パ -^— W シリ — : ン ょりして M に .— f はお ^^^^ 

f s SOI — 
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，ご .. t ッ ベル f 1 が たの— 

ぁつた。 f に 益 UK 来；:;^ u epj w た M らば、 含 资大し 1 なかつ たで life “ 

” ; 、 ル !! 人！！！ ii!f 

てゐ If 物— つたので to - して 傅、 られる 一説に 2 •は： ト ィッに wi 
こ： 2 エ ルッべ ルガ- ef" は i I; “ 1 3 ふ， o 及び 女 糊に 极づ くも？ でぁつ たと 3 

促！—?!!!" 1 J ”” v “ ド-' こ S ミて-!— けれ 

i が、————" cl . ”、 1 1 ^ 111 •か 1 し ' S じ— 
ら 未— つた。 然—れ If く-一毫た ifi ゲと T デン ドルフとは、 そ 
七 u - T ト マン 政府 の 1 E るに 主;;; rf 4 >?o とし、 斯 かる ことでは SIS 
れ もこれ もべ t T 政 JSU^P L-li H c'J ^r そして ミ； エリス— f も S .& 

f 期し ■'しとして、 1 に 友 浮 I . ,1 パ" にして I . 新たに— 

iilply 

あった。 









— 



rv. 



ネブ ラ— が— 卜び 科 線に w is せる 一 凡 一七 书 の 作から 犬 匸-ナ 

_.1 た — f Ilif 

,P I- I! ?1 :P 4 

f-f PS に 於け る イ タリ Is 造で あつた 0 



七 



ロシア 



o シアの 崩壊 I ドイツの 最後の 總攻擊 耶備 



11 , 謂顯 <?1 _疆”“ 

めと する 聯合 諸と 飽く專 —i 7 < s cl p — 的 望 _ 的英 f 始 
して 枝 けられて ゐ た。 . - 、 攀 とされた ので ある。 帝政 55 f S 依然と 

が， こ— 蓮 ——— ss If ——1 て 行 



81 f Hy 

M し 是 …- 一 f i— 0 派 
一月 、 i 亂 Is. II 靈 f wudr — 倒 し、 

es ゆ — ルシェ ヴ ィキが * 51.SA ハ 士 』— ^ こ - ノ との 2 讲萬 

i!aliMPPS;qi n M 

和 :| ^ *1 11 ” !^ ^ -^ルク||世|| 4 (: -^ . 
h 載 術 rrh ば —— 。 1 ツ俩 

ィツ ifrhhhy たが、 y i — か 

= zff UU … r4 雪 — St I f I f 

1 iu こ ト 

s, t H “i! ァ il — ぁるが、 l 丨 i 、 こ？" ァ 
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C — に？ とも 1 1 トイ ツ则に f f ものに . f 

タリ - S : ハ、 S が* つた。 イザ— — の 7 = じぅして 起れ るイ 

y I 證 端， f ii 端 Mu jii f 

タてゐ た。 Isf ゾン / 河を f s "? n ノ.〜 1 M トリ ふ 馬け て 袋を 
マ I 七 T 矣 •獨 P 遠は これに S て 一大. r .^ f — てれ— た—— に 

平— 攻め入つ た。 イタ リ丨 取は f 胤して— し *—, i tl J 」 イノ メリ— 知' f イ タリ— 

た。 この 時には バルカン—" 抱 部— ". ?! 澤れる 打 f 父け 
唯一 吾 g たりし ブ f ア及び トルコと _ n ^; J n 昼 f て、 ドイ心| 

ァ が———。 署 ii る— 1 u Rfl u て f IV— シ 
11 el HI は— それ— I 
神 tc でな ければ ならな かつ 今 ：^：^ £ g として •走— 造 f 

トラ-はこれ ilf 、 『こ ^ 利;^；^ '« 111 い i —' ヒ 

破し—— 雲 SI— つ^ 、 敵 1 

これ— する に ドイツは. その ml 苦戦 

酬 ひられ、 ロシアの 崩|びイタリ ;: ノ;^ゾ一七，又に士つて-問らずもそ5益 

の k と > is 一元— f れ たので 
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は‘ gs て は窮1达し， 1 の嫌烈 化し， 外 1 零 i ® 

し、 始んど 全世界を 塞に 敵と する宗 つた 爺の^' で つ'^ テ ！ n I っ こ。 こ 1 ,、 
挫折し、 ニ大 ——.1 st 。 1 る — is 部 Sue - C / J ^ 

四ヶ sf 苦 I け VIns に S 泣 火 — 癸し ra Av lrrt r '' 

しな s!0 全 1 なる S と S こ k ひ 立ち， S には S 歌 s 'i -fl ”hw l I 

11! ッ ii ! 墓—』— て n 

然來 るべ— 後 Qgsls つた s で—" トラ-は 次 S 4 = して ゎる 

Tr pryrMMPPhli— 

JH bo w け _ n H illu した。？」 ii そ “ 

ァ—の 以高れ て も •敵 V.— ねろ 可能 这—が S された の;^；; f 
1 の々 の 心の 屮运れ 出した。 そして！ て， 安心し— UI つて 一 プー 八怎 if 
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たので あった。 これに K して！ 5 は • 3 に 1 喪」 て； t った。 こ SI い：' もょ 备か— ものが あ 
った。 それは 嵐の 前の 靜け さであった 0 』 ( S . 213) 



然 o ' それは！ i •に 『以 S 前 舔 けさ』 であつ た。 此時 ドイ— は* そ q 『久 し— 没を 
的に 終-^ しむべ i 後 Qs .7 l 5® ses 5 つて ゐ忘 で—。 

常時 ドイツは • S 的 s 、 = 絕奸 ssf S ネ 、劳と S と 3 とが、 
彌 Is 货衆 513 走、 1」」 して 、 sv K 1 SU なつ—? ゐた リ^ 
閣はフ トリン ク ，^防 に』 つて， Q た ■逛に 於いても. 帶 には 旣に裘 の 反戰選 證ま芸 I て 

来て— が、 『 I なヒン デン ブル ゲと 『■な ル— ri フの蠢 本部は、 その 凡てを 押 

し 切つ て 4 後の 決戰を 德 し、 旣 に 敵の 農せ る 器戰線 そ® 他から 叫部戰 線に， M けて. 兵士と 武器 
とを f I して， G た？ あつた。 f これ ま S 部 •南部 . SQ 三方 H 敵 $ M けて ほ 能く 
これを 爵 y 2 して 來た QiT gy そ gig 敵 g る 時に 於 S 、 そ S れる 一方の 

敵を S し $ ない S は S にあら ot これが、 ヒン デン ブル ゲ、 ル— デン ドルフ S めと する ド 
イツ— 及び 全 ドイツ •ナシ ョナ リスト Q 名へ： つた の だ。 ロシァ •ボルシェ ヴイ + 水 命に 依つ て、 

〇 シァの 對獨 戰陣は I したが， 然し 同時に それ 运つて 敵 " X ミ議 f 勢力は 却つ て 
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> I て も .y 來が ユンヶル 出身の 班なる 1 ゆる W 取に f 」 
俄雜 的に 强 f れた こと— ラ i c * 一. --: トラ _ 客 』 a Is に ま— 加し 
I た-? 右の i 
た 『|£ レ u ' r KKU ょ 勝て^: S &| か つたの だ。 つい 為まで 1 と Ur 

一さ 和 一 rhrlp ——1、 六— 11111 

ゃ 

ti , p c , 

いて 倒れる』 も S 美 へられて ゐブ d ? E / u 、 ょ ただ 3 な作戰 S ! 例と なつ 

,、，1 ンデン ゾルゲ f — デン ドルフ SS やけ— 七 — '/ i I こ 於い 

y ド ィ5| た—— 轰 裏。！！ ィ 1や f 

敵を S して、 S に そ e 力 S 中して— ので！ , ; ，*‘ 1 フラン ダ-から 抱は m チ 
V, ド, 及び . V に^ 4 SSS けら y の 如く 記して 2。 

口 ルに— 掛けて 恐怖 会 2 艺た ？ 時？ 吵' 
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_i IIf E 湖谓 Hoi ;” 

扼 のみで あつた。 f に h 、 は 彼れ 巧 部に 於いて f だものは _ だ— の 

I II 變 f 」 と i ^ r ' l UUIUI 2 ig」ii に そ 

ら なかつ た。 敵は. これまで も ドイッ 1— フ —£ r で# に® が來 たり 加 はらねば な 
ばなら なかつ た。 P ' プ ？ n な 力つ たのに， 今や それ.；；：# 攻擊に 学れ ね 

人々 〔敵〕 は攻 取を 他れ， 勝利 1 へた。 

hu^I cii ^e oal HlHr へ も f され — 1 トイ ッ ii 
て もの 1 れ た。—— 
に對 する — e 内心— へは 今— つて 來ィた ：； こ てに fl _ I めな ドイッ 兵士 

• !! f 崖 言！ ■た。 然 !' そ ? , -; - hr , 1 ’所 If i 

I とし— の — 1 つた —— f iuh Jfe ' T p ^^ 
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1—— ネ 

urh piL- hrur— 与 — i‘lllli 

えた。... ぅ V レグ s ひから 1晷7® 捕 旗が •！ や 1 して： トィ ッ に‘ ぃけ 

_ r Jii£sssi 

HrH !* n .“ がそ—! r II ^H 

rpppp が ’ 然し 必ずや 來ろ であら- 「とい 

た 。 t i — その 
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. 兵力 の-部し か . M けろ こと •の 川 來な かつた 所の 1 を、 今ま If I , 
やそ si な— W — 力 基げ て その W 部に— を |セんとし -; '," 1|| 

して 能く これに 1 行し か V .—1?? て t に 

sf . J リ - S の 山々 の 影は 幻想に おびえて— 敗れた カドルナの 遂 sis „ 

^^_1^10にそ||てゐた。敵|靈^混 
-A 鞑骼 戈 の 勃 狡 一 -ドィツは屯命の前に作り！ 

1 一九 I 七 ザから 一八——— S から替 の第$ に W けての 冬 = ドィツ 

UMIS — つ s I に、 こ 足泛勝5 2 f 马怎 — qf tj 、 

p ft fl lliiii っ た！ っ— 

!|時： ル— 時： トィ it . ルクス主 窘^ 鴂 
1 ゆる — — l!If, 5 11 1 す ^^ 
it て 4 ノ—ハ へんと した S に-そ S 2 S 敵に 依？ 『 霖 か—" を以？ 刺され 
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た j SI つた。 これに 就いて t ! は泛如 i して^ 



で 必つ こ -* s-nh \ • 

i !? 丨 4 し錢ヘ M.HPU 

il.f If ベ —- u\o Mi oll= 'iil— 

光が—. つで、 i—ruf バ K - f 4 i b ! —〕 It た— ( I 〕 

111 、—イツには 

, - g . s こ f 押籙松に對して 

『—1, ! し！、！ —4 ハ“ UMVi で —! i 

兵士：；——.—、 111 いそし んテ f 

Hi 。 ' . 1 — マ 1 、そ 1114 

ド イヴは W た 5f なかつ た。 時」* ネは 1 ;-( 11 こし.. ベく • 1 と 思 はれる 手 R •か (U れた 。ブ 
1S 小 11 せしめ： ト イツの— V イ “！ 

- ラ イキ— f— が U れた j かつ た。 そして，— 迗铵 
t … ズ ill; ィツ ” if ” パ Tvli— 災 i 〕 の 



i? 
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クス— ski の 内部" 的 1 せらるべき 2 つた 。』 p 41 1 

右に ヒ トラ- 2 C つて ゐる f スト ラィ . 

後の Is •湖の 接 則で あつた# ふ t 南 こべ:: U , 一れ;^ U ふのは：— ッ S 

麵爾麵 

とし'— 耑 Is ,: も s であつ た。 而 4 れは - lil \‘、 Mm 、 :! vv 龍 業 
焚 X クス 主 葬 3 指 描 ？！^ f - l r 及 こ. 1 --( ''〜 riis 介 5 思の 左 
?缺春 しむ f 以って 磨 H ?」 A : ^ li ^ l . l?‘sisR 

近い もので あつたので t : =ナブ"つてヌトラィ牛套ふょ0も-|乃| 

hKl"H ^ !l p I ;? l3iiG-!i 

«?ixnslosf I — 
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、 合ん' と 七 まる 所を 知らな かつ 巧 

li く、 1 幾 Mui た。 iii に 

戰ふ もの！ nm fiiH " cl > “ トラ ィキ— した S で 1 は 一？ ん k ミ 

fsi. s 

I は $ そ stsEst 央っ ^ UW 、 艺 f 力 — SS1 と 货、 — 的 ^^ 

l^ t lg H u lup 

i — す專、 — t? M'' rs 卜 ii — っ 5 、遂に 

、った 。 | こ — f キ ッヵヶ 

n, 一 Fill 。 



— ラ— 



、.さ 疼い i , その 所期 elsl 

—|たミラィキは機|すし4^^,0;:し，これ|來た|精神的打| 
餐し て —. やぅ に， 蠢 — 滅 に 1 せ はしな" つ 
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や 如何に 恐ろしい もので あつたか！ 

S 1 に-故 H 何等 勝利— して ゐな いのに' 還は； g 何ん の径沒も戰ふのであるか？こ 
の® 大な梟 忍 f tif く g れ St . 垔§利§に® つ I る S ! T 故 g で il -. i れに 針し 

て ストライキを む つて ゐ るの だ！ 

第二に、 敵に 對 する 影 ^ は. とぅで あつたか V 

於％ の は？. 沒 無： M . あつた。 が •それから 十二時 gQ 問に •敵 搜息を 吹き返し てこの 化けに 飛 
ひけ、 て來 た。 今， I - :舉 にして、 聯窠 兵士の 無くなり 掛け，、 ゐた糌 為び _ し ••勝利の S み V , 新た 
に 確實な もの：“ 仏せ しめ、 來 たるべき 災 W に 学る W 桃らぬ 證ハ ，斷 乎た る. にまで 變 化せし むべき 手段 
が见 出された ので あつた。 今や 入々 〔敵〕 は* 凡ゆる 時代 屮 のぬ 人の i に 於いて、 ドイッの 攻繫を 待つ て 
ゐる請 隊に對 して 次の i を傳 へれば 究 かつた。 この 1 の鬆を 決 李る ものは： トイ ッ 軍の 说 の 如き 
突 擊の黑 ではなく し 一」 • S 銀の 防 f 忍！ H - V ざ」」 •これで t 。 代 f や、 ドイッ 班は その 
欲する がま、 に 勝利 塞た としても.. その 故泛 凱歌— げ t のは f つて、 勝利の— ではな かつ 
たので ある。 

イギリス、 フランス、 アメリヵの 請 聞は、 この 考 へを その 褽の 心の 小に 响 & け 始めた。 と 典に •斯 

かる 一方、 f なく 巧妙なる 豪を 以 つて 噩の艰 除を 海 起せし めた。 

「トイ ッは 本命の 前に 在り！ 聯合 购の 勝利は 必至な り！」 と。 これは* ょろ ^' いてて ゐたボ _ レ 〔佛两 
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wr *—。 小統と 機 脚 f は 今や 毋 1 

1 ゃ… ィ IUU 04 て.^: iil — 

^1IM1V1,!U 

斯くて 入々 iwtrh isu i • こ ——— めて、， 

网の もの— ベ— き:: 決した の— つた。』 2-13 

之 f 含 卷—; ,、 i 猛—贫 ( 1 

『ド iif isgulpild 

で r—iiuur i — な — 1 ドィ ッ i ri 

il- 然し — Iffi 
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義的諸 C M 及び マルクス主義 黨が I R に、 常時 ドイツ 社 會 以 生 铖 =マルクス主義黨は、多數社#民法 
{热と獨立社 ^ ^ 主黨のニつに分裂してゐたが^多數を ^ め’それが一の聯携を成して^-議科年數 
派』 を 形成し、 W 家中： 茄揹跋 の 結合から 成る 少数派の 汎 ドイツ 派 = 主 派 戰に對 して 『和平 派』 を 結成 
してゐ たので あつたが、 ヘルトリング ^ 開はこの『謎矜多數派』=『和平派』の耍求を容れて、 5; 速 
に 『 fs 科 中心 制度』 へと 移行して ゐた 。そして 遂に ^ 命とまで たつた ので ある 0 

九總攻擊の失敗と社僉鉍主黨の冇ヵ化 

『ドイツは屯命の前に在り！聯合_の勝利は必 .11 なり！』 —— 设：： 十 『ドイツ 取は その 欲する ま、 
に盼利を獲たとしても、その故 ^ に凱歌を舉げるものは -^ 命であつて、勝利の眾隊ではなかつた0』 

が、それにも拘はらず、戰線のドイツ ¥ 隊は戰はねばならなかつた0ドイツ取は、斯かる情勢にも 
抑 はらず、 一九 一八 年： ニ 月 二十 一日、 必 i を 期して、 約 二百 侗師 m を以 つて、 その 豫定 の總攻 嘴に 人 
つたのであつた。敵は飽くまでもドイツの粉碎を期してゐる時、ドイツ取としては荇くも恶しくも* 
それょり外に途は無かつたのである。この時の戰»のドイツ兵七の惝讶は叮なり悲壯なもハ6めつた 
らしい。 ヒ トラ— は 次の 如く 記して ゐる C 



i i 8 



1 も、 1|-|11^^^'| 今|ニ九ー 

，し 私の i'i 於け る f 博大—" 4 た“ ら でぁる。 敵の 货の卞 1 年蠢" h 

h!lll— て . ！ 1 M の rllf 上った。 

nlilhpr く yfs.ijuu」M 

1.11 し —— —1 、 夭 —— 01 

— I ! 11 f 〕 . 

1.13 、 I! て ：-— 冗 

rt —.-f tur 方の biilf I 
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■縁： 1 

ィッ 量—ら 出て i . vlT , ラ；‘〜…！ り— fy n ト 

企て， f y して ソ：ー ム 河ト； 流の 敵^ 突破し： 办ぴ V , 3 く- SJ へに を 

S ハ S に 1 叫した， 次い, ン朿！ • ソ uw ' w 」— 卜る— へ 

た！ し f ! 敵— 破し， r ! ( ！ ls ( 3 n u ^ 

トくノリ晶るトべ六茁の澴にまで地川したズ … - .!1 
が、 然し •ハ— や 島び ドィ つた 

i フランス.—— ぶかは- 1'? ノ 1 相 UU 43 U - つたり— 
巧—'、 危 t ドィツ K — 帅 へられん とし 1 J り， P , … ，ミ 

I iiiisv i^u,u i 

て'! i は“ f 大多 11 つた sit wws々l— 為し 
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て も，— 靈歌 1 る も i — つて' 勝利 il か 

? 迄、 何 S こ'? 45 サぅ か！^^ らム f — .I u 

Mf I を S のみが f かつた。 それ— 公 誤れる 他 

(1 ; 魏 pyippi 

の phu して、— S 、 111 iliilr こ U 

• ut … 1 し毫 1 、ぢ — ii — デれ* 

hf ;JI i— 附さ iif E ら ilrluhhH 
货れ ば、 こ 2 嗲 く* ei だ 注して- ァ ri > 

ふ 会かざる 上に， g 於いて gl の 比では なかつ た。 斯くて 戰 ひは Itl, a 
戰 とな =、 討ちつ S たれつ、 漸次 ドィッ 思 不利と なつて 行つ た。 

iw llll i 除 敵と if I も， 々は 上を ド ii 
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i F plh 9 

Pd しを p す i^pduf 

I …！！ u 

.• Jy 

I ドィ| の 神聖 $ llt て 斷乎とし::が:^—しなかっ—で 

攀亲 —i 」 這き — 

て 外相たり し ti マンは- ドィツ 1 0 ノへ; 'トリン ク のた 代 戰時内盟互 つ 

—屋っ if 鳥 



一 182 — 




, ど,^ 0 .、、 St * J ン デン ブルべ ル— デン* トル フ— めと する 

p l ll l. p9” l l :r 

1 はこ - SS 有— 1 、 ssgif w UI ^ I . なかつ 
，、.，つ こ 〇 史上、 H に 我々 の见たる如く*1专のものなとに？ . 4| ..ぅ，ジ 

〜 'ブ ' -< 、 it 若-'、 hi 主— ょりも、 沿 SS 运翠 ぁつた。* Sr . C 
た。 斯か— に 於いて 彼れ はナ ..！ ]± リ の S 分は、 

も s がどぅな るか t ぬと いふ 時， 而 して^の S 選 fu 士 hi 一派が t を かる こと 

& gf し •その 爲に粜 饿 览 の- 魏— 一延し, iu » L >-'. 

tlft — ぁつて i 『死せ 1111 1 - ix . 

ならば、 1 i — の 透 SI つて t 落 装 t 
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fi から f sg つて ゐるの1 义そ S 运ん .だの だ。 匕 トラ— S 時： ヘル ギ 

北フ -fw — ls つて ゐ忘— つたが. 常時の si いて 念 如く 記して u o: ‘J 

丨 f flf I た。———。 何ん §? —i 

< -f :- t と 1 み哀 ほこれに g 心を せて— に 過ぎ 
f 抑. っし テ こと 力 故 賊ヵら 傅 へられて 來 、戰培 も 論じられた, 

,1— ぎ t」f K — 31 た i . lli て ： f II た 

.-ぅ！ 我々 はそんな ことの 径叫 年為 つて 來 たので t っか？ そんな ことを SC : E I IP - 
l =- i の Mf ま i とは： i 劣な— 行 f もの P 聯^ 
プラン f に 於いて 始めて 死の 尤と 人つ てな た 時 if 多— 力 

7^11 

の* くし-, rv 人な— もので t 。 1 、その 筆 f W へられ る匕いふ押！ 卜〕〜、 

。そ ^1 |がそれ,！季，所〔？！ぎったのだ-|で,政|共7パ“；;;; 

E ; o 知らな 力？— の K ィ又は . f も その 楚な 1 «0( 
1 が， i には 替 人— などは ホンの 少しし か W なかつ た。 てゐズ ので 
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.‘フ ula - s 二-ペルト やシ ヤィ デ マゾ や. ハルト t — プ クネヒト 

以 ll ll ll H r ll ar H il lr 

つた。 而 して、 斯 i * 唯' た 人々 が ドィッ—— ん とすろ 場 fr - のゴ "4 
fc o /£ - 』 cs.21s—2s) 

it yH H H 

なく、 また g 々の點 に 於いて 劣 K 化して ゐた丨 く 
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フ| に戰 つて ゐた讲 除の 明 倒 的 大部分は S ほ 右の 5 く考 へて ゐた 。ただ •故 wf - f れて來 ろ 
だけは、 次から 次へ と 1 M くな？： i : つた。 そ S に、 彼等 sf は何遂 3 力を 强化 す f とに なら 
ず， 寧ろ これ— める i つた。 殊运い 補袭 の 大部分は— つた プれ •1 つて ィ— ベルンの 戰 ひ. 
に そ e 子弟 1 つなと 同じ •トイ ッ 网民のぷで— とは，；； ja ， 住々 にして. 功に 考へ られな V ので あつ 

た。』 ( s . 2S 

十北佛 轉戰 M 却 —— 押度の « 偽这還 

これを.姿するに，凡 ^ には心$ばす何物も無かつた。1^:は枣命狀態に入0、§はれけ » 」こム 
つて ゐた 。右高 s て tf SS て も， sy は 唯 だ 『破滅 SS 增大』 が 3;ら れる 21 つた 0 
•トィ ソ 爪は 今や-これまで 敵地 深く パヮ 近く S 入つ て ゐた戰 線を、 ？、 wgi 近くに . M けて 全 
的に 縮小して 行かねば ならな かつた。 それは、 一九 一八^. 21 ハ 組 i に— 的に 失敗 —七月 
からの ことで あつた 0 

斯 かる 狀 態の 下に、 北 フランス 戰線 於四 北端べ ル ギ丨增 f に戰 つて ゐ た」 トラ 丨途 W リァ 
f ilL K ' J 聯 ^ 』もまた曾つて彼等が嗅きつ突かれつ悲戰奔岡の屮に攻略した地 ^ を次から次、と*垃 
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ょ 、 っ.」。 そ ncgge 恐 ひ s す ts 9 ぁつた" 益には に そ 

却し 轉戰 して 書—— 篮』— 1 水し i 

ii— し 4 uhyllili へで、 思 f 俗 

つて ゐた 0 その 思ひ災 地を ば t は f こ 狀管 ヒト1 は 次の 如く 
び^. ら 、次から 次へ と 沿 却して" V ねばならな 力つ ナゾ • 

記して ゐ る。 

• hilnll !i f! 

S ひち K ひ S すだに 身の 罢各ぎ 恐ろしい ものて* つた ！ 戈し-- 也 S こちた。 

U H1 X* 11 :| 、 竹つ て — f II して i 

そ， 何 —— 卞 • ill-l—1!!。 g — 

一九 一 W 年 十？ 丫 ゴけ| -? 卜づ、こ|人つてむくが如くに、|に人つて：一:つたので 

sia 

ぁつた： 
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K に その後 •一九 月 •この f にと つて— f なキ 、地鑫 んだ ので あつた。 
pu ^ -cfci u 篇 に、— ん i にして，— やかし— んで行 つた所の| の 

I と共に でから 器」 T 3 た 我 ふ— は、 p - lci 3 2」、 こ S 「罡 — f II 

順」 の 背 ひの 地に 立つ たので あつた。 

その 時には？ は' I の i 前に 癸— 运 f たこの 地沒 、為 にこれ—. 匕— ら 

なかつ た。 ， ‘ 
ィギリ Ks . 大 i 始めと し マ— ii つて この 地 后 火—? 老 の— つ 
た。 その 時には、 死せ ろ g 友達の 靈も f 返つ たかの 如くで あつた。 我々 の 聯隊は， 巧い 泥の 中を M ひゾベ 
とい ふ 穴に TS : いて •ー步 も 引かな かつた。 そして、 この 前の この 地に 於け ると M 様に， 次第 こ f その 
人数が 減 o 少 くな？ 行つ た。 その 1 、一九 一七 年 七月罕 一 n に— て、 ィギリスの 攻 I 漸 やく 

斯くて八月の始め、我々は交 (^ させられたのであつた。 

. SW W は 今や ニ. |1涵 中隊と 化して ゐ た。 令 1 に 消はれて；^、め、いて§た時には.人間といふょ0も寧 

ろ livs 2 つた。％. VI 芝數菜 彼方；^ ィギ” —|し< 免で ゐた。 

この 思 ひ 出の 一九 一四 年の 攻溫 —S して〗 九 一七 年— に、 今や. 一九 一八 年 秋. 我々 1 



I たの—。 我— つ 1— の^, ネ 

たが> 1 て し 始め 1 1 蜜—— く i — 

電— 1 i 

匕-!— C 出に、 ヒ トラ-は ， I の 1 かの 激戰地 1. へ t 附 
斯ぅし— フランス S 北端 ぁつた ミれ は 、ドイツが— な S 及び 收 S 9— 

近！、 敵— た ruHer つた。 こ CS - R 内で 盛！ i 1 

f E ーヶ — uu ' n rl マツ クス 大 i ! (十 HI、 ii 

ひ， ヘルトリング S は a 』 して ， w 、 尺 1 ゥ i ソ . C に S して— 

らシ ヤイ デ 了べ バゥ ヱ ル、 ゲゥ イト 1 人 L dsKS 也 ふち ドイツ SS 讓を以 
に贤 めて ゐ たので ぁつた 。が、 聯合 3は『フロ . ; ァ^^、 <1 の は，既に-|の 

;|:=盡證“| !£ 

Hh !、 gEii — 寒な 



、 S 货に f れ ： t メル， 州. ハゼヴ アル ク還趋 忍 f れた SI つた。 彼れ| 

侮 就：',」 次 Q 如く 記して ゐる 0 



十： l : u から 十一; H にかけ ての 夜、 ィ- ベルン STWI く S 〕 盟 CW 方— 4 ィ：，' リ 
スボ |ガ K — が；；；； はれた 彼— その 装 色 十卞 ガスを 指した の でぁ ソ たが. 我々 は虔 こ Lt 没 
f ど以 つて 綷ぞ たことは なく- 從 つて その 费の fw ほ 知らな かつた o 然る に 私 は- その 11 . ‘ こ 
れを 知ら.？ ばなら なかつ た。 十月 i:us 夕方-我々 は ヴェル グィぶ 男の 一 i に 於いて. 挎？ 化 
ろ プ榴 S 迚證 火に 謹した。 それは 迟に i し 多 かれ 少 かれ g しく ■した。 舉 明には K に 我々 
の，部縫れてゐた。その中には取永久に4|れた戰友もぁ：'た。神方になつて私も刻ー|沾が、ひ >-*' <' 
なつて 來た。 gu 時： H 5, 私は、 戰 & に 於け ろ 私 爲後の 舞，, ， w ほ も U らして S に ヒ トラ- {こ、 
傅 令 為？ ゐた s で $〕*燃ゅ歳をして 1' ハふ ?' 例れハ|ら歸ソ、來た。 

それ 11 には M に、 私 SK は 灼熱した 炭火 のやぅ に® つ.； ん た。 辯は &- VS になつ て. 5 た 0 
扣 くて 忍は、. ホンメル ン州 パゼゲ アルタの g 戍 极 院に f れた 。そして i で 私は.： 名— 

らなか つた。』 CS . 220 —221〕 

ポンメ t 州と いふ s は >へ ルリ-北方 バルチ ック I 思 州— パ？ こ— いふ y そ 
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りこて リンを— に 例へ— らば：” 七ゥ I ' f 

し 令 i これ— el で！*^ f rh 也 f つたら しい。 ヒ トラ— は、 この ハセ 
い か— れ る。 いづた しても、 f て f v oo が、—— ら 推して、 a 
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十一 111 に 知る S 
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f I 、 ilil — 0 が—— o 、 マッ ク矣公 
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職“ 9 HU I 1 P I 1 U ; 

であつ た。 左— 派 SIX ク 1 ®sss 士 ^ 

斯 かる-方-へ” ル fiwr c * ': l uiu ,— して 名。 キ—ル 1 の 水兵の 霖| はそヴ 
する S — は fs し、 if ィ®^ M ッ— S 兵士 品 に 5 くから* ■ル； 主我の S 
代教的 な 一 ;;! 1 i u ! i ;h 

S たれて f 、 g 一九 マ uu KF r ^! か 3 S 1 否し 、 SS 火 f 
たが-問題の 一九 一八 T 5 ノレ r こ 及ん e J — 其 S 一 S とん" 併して 遂に 么 
し—! 麻 f smvfr 化 si に 1 

と— >1 もなぃ。— はゥ” Gu ur ns 如くで ぁっ— にこの 時 SIS ! 

以っ！ て， ミ 益 sg す 索^; け；: い;; ヒ トラ —— の 『单命の前夜』 に 、 f 

l __f HP 






1 晶 S て も - u れ t ク§ する ことが m 來な かつた： 從来 2 •スト Ur S 4 へ 
たこと (± ぁるまぃと考へてゐた”彼れは次の如く妃してゐ6。 



:、 旣に K い 0、 何 > f f 会い： 个 一」 ゐ た。 人焱 、近い $ 「始1|っぅ 一と 
..-r . 7 ナ 力 私は そた か 和を® 味す る 力 •殆ん .ど® 像 する こと さへ 出来な かつた I t , つ 策---, か >, て 
れ の 如 1 の ストライキ— へた® いで ゐた— からは f ず 古な— 益 へられて 來 た，. 然し これ も 

§. urnii. 

i, 重け i 震— バ lv」vtif I. f I 「歷」"^ 

へ 4- 6っ /1 こ闪に，私1當時新 |4| を韵むことは出來なかった0」 ^ .221〕 



L 丨ソ— に" つて. 玆 的な t 5 に 没れ' 大した も g では f まいと 没れ てわた 騷 f 
ポに令 W 的 1 るべ*., 『2.¢ であつ た" +1 ル sg 亂は 1 wy 波及し、？ く 抱® 都け ハン 
' メン リ - — ,ック ^ に怆火したのを始めとして、十1月に人るや-网 |^ 各也こ ^ 命 
I が货 した S であつ た。 エク K — 背 ？ S 機 S りと なし， 益に 勞 1.1 .4 の 

, t 备 4 ゐて 一齊に 公然 S した S であつ ち X クス 囊靠设 つた 1 ト 
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, ま 1, 4 S 州— 

相次い i. - 一 " 1 ro 「 Ir ss— i, 1— て if 
艺 た バリ リア fiu l w 4 又』 が： a ,_: された の— つた。 ：、 レ， ノ こも. 

と-—— 2蝥#52£ <.'; 』ソ. た0いー兑：：：へル1- 

$11 公 賃態 — u す kuly 三 公— て 1! 1 ? !-- 

—-2 び 兵士の— が— る や、— 全 . 獨茬 S — 代— 二人から 成讲 
る 『 s -货 及 f 科』 な t 時 チ n 江1パ。 デマン sns - 時？ 人 u 力 

If i - MI ) tf wh _ I :; — —。 fixssly 

ら、 S - IS 神に’ そ』 uur — の 大本 这 t i ' x リンに St こと^- 



亡命した ので あつた C それと 共に •ドィッ 民 ^ 太 、 

たので あつた。 朗ょ 從らに 敵の 子に 身を 委ねる ことにな つ 
- 1 こ， 枝し ぃ變 化を 餘 のべ ッ ドの 上で 坏 にして ぬた。 多分* 鹿に もげ— 

“ ： p II !! : n 

4uf if 彼—'、 i ん で * f i し i — し 
1 けれは— なかつ た 彼れ は その 時 如何に f . g — しんだ ことで あつたか，： uu .': :;: 

^て^べ，！"ねはならな"つた。彼れは1刀1る§つた時の1の如く 



『十 ！ 月に 入って ー |5 に 緊張が 榊して 來た 0 

u 」 f 一日 先づ 簾で — 午 — ？、 ド — iy 
の ^ U 叫 」— いた if I 「晏 f I ii 「I 」 K 

I 、 ニャ 人 共 2 った。 尊？ には 一人と し った u £ ( % 



— X9G — 



「淋 観」—— —— If 1 た。 そ if ——! 

ぃ I 11 P 1” 鋒 

W — ボゾ T と 1 し— やうに なつて ゐ 0—.、 ミと 1 、科 S 1 くこと が 出 米 
i—t riuurlrK 4 y 1, 1$ 命〕— 
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汰 が— する だら うとは‘ u — す y “ . l hc もニ敉 ユダャ人の— ょりは 1 な ものと® はれ 

ill 人 — 泛 ： ucurr く i&iifi— た。 

たの 1 た i て、 i — un ナ rf こ— ii つた— 1 的 
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- ' HJ - C 戍 和.： £の5^3 が • なお； S し； i -. すろ £3 に 的 K に來 た。 今や 我々 +! 凡 した 一. 
であつ セ。 

=5 ば そ し— いて— g-t— に# した。 老いた— 位— 諮は. H 分？ ひ. とく 棟、 
ク 我-, に .Y3.S く.？； つたので あ つた*- ヘンツ オレル ン 家は 站ド ィツ の没 を？ 5£ たいで— 
•，、ぬは 一兆 為」 Ji なる で—.' f は* 神が この© 化に 錯を f ないやう に、 また 我が 镗— 
—に胬 て％ れな it に、 神に 祈らねば ならない、 と > w:.r; は その— 恐らく f いふよ 0外 にな か 
つたで t う。 彼れ は そ em か e'::f M にも 幾の1 考 へざる を W なかつ た。 彼れ は： 5 乂ン、 
プロ. シアに 於け る、 否. 全 ドィツ +gw に對 する S の 功 へ T とした。 だが、 その 時. 彼れ J に找 
れ と.；：：： ら 低い？ 泣き出した。 小 1 ぽ 一 齊に 心から 深い— に 打たれた。 _ れ .人と して f 抑へ ろ 
ことが 出来な かつた T2 る。 それから 年老いた 彼れ Ji* 更— けようと し— の 如く 話し 始めた。 
我々 は 今 其い へねば ならな：，。 f は 今— ひ に 敗れた，」 とに よ o. P 戈 51 に 身— 
十ろ クで S ろを 赛我 •か 段は 览 g い 抑. g ； 5 る，」 とになる であらう、 休淫 ただ-」 れ i での 我々 の 
蘩艾為 じて g れる？ 1 .ち この 時、 KU 培® へられな かつた。 それ f —に—け る こ 

て 私の 想 •に 客 役げ；^ け、^^ る T な 要 遽€ 中に！^ た。 

私は、&つて « の1に立つて泣いて以來、これ|、つ1;^泣いたことはたかつた。私は、その交 



を. 被*-^ この度の f 戰 f 於いて—® 级しき © 
、、運命—-」. 取り 极 はれた 時、® つ I..-L.V 1 I 3 U ミ 波 f . ト ィッ s ! i 死ん. たのでは ない 

II 時 I、 S こ— く- h^^ 3< ,-L ^i やられ .— ぇな— 始め、 

か， と 。また、 I 種，—‘ q 戦;^ r / ul とし— も、 私の S — 怒— け 
グ 人に 省に な— ではない かと GUU ;; ゎ i rlv f 、ひ、と、い泛5てゐるのに、|が泣くとは何 
た。 ！い憐れ|!多^^£^ん|あつた。が'然し-今や|か—— 
栗、 と， •斯くて 私は 力なく 欺して U LV 1 ( PHS W 悲 gs — 凡て 雜に 小さい もの！— つ 

つた。 私 ii — l 黑— . 

たので あつた。』 ( SI 3 

十二 一切 競と なりて 政治家た らんと A す 

丨 ッ t、 h 一 C ： ぃ 一 B PJ 1 ち .^ 命 成立の ニ 

條 件で— し、 無條皂 £ しブノ 2 I ぃこは、 こ s 華 命 及び 1 解し 
其 M 的 要人 エ ルッべ ルガ' であつ た ご— ゾィ ， L ト 七 L 以 JJL 如 3： ともなし 得な 

も！、 11 
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かつた。 斯 くして 一九 一四 印ょり 一 i 八 年に 1 九ヶ罡 f 大戰 i 了し、 ドィツの 一切の 
核牲はたん一:^_駄と化した3であつた。匕トラ_はこれ裏みて念如く撂して§0 

r ■くして 凡ては 無駄と なつた。 凡ゆる 核牲 、凡ゆる 忍虔 無駄と なつた；， 幾 n にも 亙る®々 の飢 f 
f 、 一— なつた。 我々 が艺 ：$ ci かれで： .一 も - M その—— して 巳— かつた 所の. あ 
の f の？；— 駄 となつ た。— に戰 汗した ニ I の 人々 益 も 筵と なつた。 3つて跺1 じて 
E ひ歸ら ざるべく 出て； t つた-」 の 多くの 人々 は •凡，-」 そ sf - g へられ，-」 は ならな かつた の t . そ 1 
場は 與 へられ. 一，. 泥と 血 一一 澄れ たる 無： a の f 達は. この 世に 於いて 人 問 がその W 民の S に 体げ 妈べ惠 
高— 性— 斯 くも 嘲笑を 以 つて i つた 所の 故智.© み 2 f し— らね ばなら な か つた c か V •斯 
か—、 彼等 = 一九 一四 年 八月— 九月の 兵士 達は 死んだ ので あつたかり. 斯か . Is に 我々 志 賊 鼓 

除は，； 一年 秋-古き 戰產 S . VS 5 W した？ あつたす 繁る xglli 、 隳十七 隽子 i ま 

で.— ダ— の 土に 塊れ たので あつたか V . IQ , ト イツの I が， 悲しき 心しつ、 も、 その i ? 供 
達， Ml 度と § る ベく 手 g し、 これ—® 运げた 所© 裏 U 、 ， れ I つた.^.- れ 凡 一」、 果して 
, 一- 一 群 sai ^ lN な 裏切者 共を して 祖國 を 擊抱 せしめん が® に； け y れたも ので あつたか？ 

我々 ぎ イツ S - Hii 、 斯— ssli 、 太® SII ? に. 幾 I 系 眠东 しなき 行 ぁ- 
-2 疲れ卞 X 、 1つ*漱ぇつ、现ぇつ、1?來た？あつたか？斯か衾の©に彼等は、ト字跑火の 
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1—— 、 lil—1 慕 1 ji て 

1 i n も 11 蠢 のみで あつた 言 か"— の トィ 

然し-我 しなけ 1^ ;? ナ «1 ||いふこ|||いか？ 

IN 埕—— U な 力つ f I w,lu 丟 來に對 して' 如何 1 
我—— の— 我々—々 す— が—— • • 
るべき であらぅ 力？ 

fh 'T u^ii しょ — fsif f ii 

I で—。 こ— し is •薦 凡 1 ii —。 

yl>l -III I 
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，前 森に わける ドイツ s I— S § を ® " 社爲 .i S 岌切行 G C みに W する こ，-.」 は： ルょ！ 
f 以 たも S ではない。 2 には f S3 が 深く— して 凭して ゐ たので ぁつて、 この ことは ヒ 
トラ-も 充分 認 £ て ゐる 所で t、 それ故に こそ 別 y 『崩 坡 Q-.i』 と罕る s t-w 本® 十 取ふ£ 
袭 S を 設けて これ— じて， Q 71 る。 れし 夫れ-そ 远？ 求む— らば. 社 S1 一派 
にょ〇も寧ろ，ヵイザーを始めとする當時のドイツ爲政荠附級内 ». に求めらるべきでぁら〇0彼等 
は n'sf くその. 2： 外力 策を. 誤つ て 來てゐ た 許り か、 確た る爾 も溪 もな くして 魅の 時に#. 爭 
にノり だすへ 力らざる も ハ 各 じて こ ハに 一： ニと 鸯られ 、そ t て 遂に 霞^^を 杳 有の怨 
七 巾 苦に £ ゎた 1 杜炱春 > エク ス恚 一派を して i れ软』 を まとは しめ •革命を s 
なし W せしめた も？ .y はと.：.： へば、？ 一 g 慶にし isg パ 艺 ，.に 反れる 
^ 時内 ^ ゾ ^ #*' 丨" ^ /- 0しぺートマン*ホルヴエ ー -:と七のー孩 -0 らつ /〇: 〜.こ〇 

力へ， v 券は- X: く t 悪しく も 辟- 史の蠢 を 受け. 水久に その 地位 &去 つたので ぁつた。# を以 つて 
れた S2 つ. y。 然るに SI. これと 為 も SW く f 』 し-至 
にこれ をして そ 1 から— せしめた 所5、 而 して 木來 ドイツ swwo 仇敵た る 所の. マルクス 
中： f 社 S 主 箱 一派が、 これ y 代つ て 新た t ドイツ 缓 货 sst て 2 して 来たの I 
K~ 成程 彼等は 戰 e •の SSWS ではな かつた 。が-彼 赛は§, 馨が.个可 避と— や-冷 かし 
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期し かへ 艺 1— tvliuh^JtJ Ltf 011 if め 

y f fhth 

yurhM 专 — til i 

で t ぅか？ ,-.*、斷じ；かることの这戰つた3はなく、^^1い 

少！、14ハバ^ : 1 ^ <! 1,!|ミ！！ミ 

こと— 兌んだ S ではな* 7 の" • ：、 

IH^nHI S H1 1 
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s 草 s 及 後 y 次 q 如く 记 して 以 つて その 記述を 終へ てゐ る。 

『それ か ら 普 tl」. & 造 u 私 ef ® した。 私は 今や •つ ひ 先 f で沒 .M 分 i 裘 ことを 
茚 rw 4 く心酣 して ゐ たこと を 考へ て、 自ら视 はざる を 梅な かつた。 そ もく 斯 1 の 上に— 敷を 
U て ノ ぅ と U 1 » ヵる時代に ''.'| 常 <0 ^ ;5を » しやぅと；24いふ患か？〕嗤ふべきことではなかつたらぅか？ 
と# に •遂に また 试は *» これ -* .. 」も |# 々拼念しヤら，ただ感席にこれをどぅしても |.! ずることが出來なか 
つた所のものが起つたに過'きないことを、ハッキリと郊つ1こので』0つた0 

•霜 ゥイルヘルム： 一世は、 ドイッ £$： 帝と して 始めて、 マルクス •湯の 媒纛 に對し 一」、^^ は 何等の 
rl 费をも 持ち合せない ことを 氣付か ずして •和解の 手を 菹し 延べた ので あつた。 然るに 彼 ^ “ マルクス 
の^^ 诉 共は、 一方の 手では 你ほ热 帝の 手を 报 〇 乍ら* 他方の 手では 旣に备 y 采し てゐ たの io 

ユダャ人との 間には 絕対に 妥協は f 傳 ない。 ただ、 假仍な さ 「、か — r *: 4 」 I か？‘ れる か： 一 5 
るの みで ある。 . 

私は 遂に 政治家た らんと 決心した 。』 ( S . 225) 

1 ^ が兜酞となつて、政治{承たらんと決心す丨これがヒトラ|の前大戰に獲た ^ ^ であつヒ0蕊 

r f ィッが 文字 f そ QS を 賭し 二 公 の 盡 5 牲 にした 大戰に 於いて f 收れ なて f 



でぁる。 既に 我々 eu たる 如く？ -l d 0 t u して？ I は 今や、 ドィツの s •敗# 
is •從 つて 思— 無 かつ——^^ <> if て、 X ク —1 て 代 り ドィ— 
壊— |ら、 ———の^0。ァ|は、|、『ドィ|趦の七赉 
.へく、 齡 i 辛に して^ る% こ Gi 、 sli — す— 

目— と— 11 の ;^ r 

ば 我々 诰 8 1 めて これを U るて 
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附記 木 寄 給 刊 說 分册に 就いて 

U 上の 私の 『•，ィン •カンプ』 硏究 第二 分 册の 大半 ( 第苌 ょり 男 保に I I 

__11 漏 — 

，り々 ？ c J . I 第一 分册丨 ホなる* — i ミょり— >- llt に f 迄の 踅 
、22 <ん 打 艺 111 ) 第二 分册： >-]|1 人戰に於けるヒトラ|とドィツ ^ 命*收戰.崩壊の硏光 
(第三 分册 — ^ ^ 社 ^ * ^ 述動の ^ 始とその ^ ^ .© ^ 殊に ^ ^ » の矶^ 

交 3 I 一一 一 _ ?•» #» 1 ヒト？ •ナチズムの lit 箭乃愚 ( I の S 究 
'1 m } 第二 分 册—ヒ トラ！ ナチズムの 謡 方針 及び 觀組 g の 硏究 

_ 疆 | 1 | !1 |2 

溝 者 
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昭和 十六 年 十二 ^ 十五：； 一 印刷 
明 W 十六 半 十二月 二十日 發行 
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I マ ィン •カンプ」 研究 (第二 分 S 

定 偾金：圓九十錢铹 
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